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本研究は ｢< ヨ ー ロ ッ パ意識の危機>期にお ける神学論争と反宗教地下文書生成との 内
的関連｣ を研究課題に ､ 平成1 4- 1 6年度の 3 年間にか けて ､ 科学研究費補助金 (塞
盤研究(C)(2)) の 助成 を受 けて行われた｡
研 究 は三 井 吉俊 個 人 に よ っ て な さ れ た も の で あ る が ､ LB LettT e aa nde sdn e
(univ e r sit6Pa ris-So rbo n n e)編集者ア ラ ン ･ モチ ュ 氏､ ドルバ ック研究者ア ラ ン ･ サ ン
ドリ エ氏 , ト - ラ ン ド研究者三井礼子氏, ベ ー ル研究者野沢協氏お よび氏が主催されて
い る ｢1 8世紀地下文書読書会｣ 参加者の方々 からの有益な示唆や情報 の提供があっ て
始めて可能になっ た. こ こ に記して感謝の意を表したい o
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第 一 部 ｢理性｣ 利用の 1 7 7 0年型手引き - ト - ラ ン ドとドル バ ッ ク
は じめに
｢人間が自分 を二重で ､ 自分に はその 本性も法則も知られ ない わけの 分か らぬ 力に動か
され て い る と思うか ぎり ､ 人間は人間にと っ て い つ まで も謎 だろう｡｣ ( ドル バ ッ ク 『自然
の 体系』 高橋安光 ･ 鶴野 陵訳) 1 7 6 0年代後半､ 急進派啓蒙哲学者にと っ て ､ (も っ と
は っ き り限定す るならば) 地下文書をプロ パ ガ ンダ ･ ツ ー ル と して続々 と刊行 し始めた ド
ル バ ッ ク ･ チ - ム にと っ て ､ 人間を人間に対 して透明にでき るはずの 唯 一 の 根拠 は､ ある
い はその た めの 究極的説明原理は､ ｢理性｣ とい うもの であ っ たろう｡ しか し､ あまりにも
長 い 歴史を持 つ こ のテ ー マ を改めて どの ように描く の か ､ あるい は言 い古され てほ とん ど
説明すらされなくな っ た この概念を､ こ の 時点 で どの ようにプ ロ パ ガンダ化する の か ｡
ドル バ ッ ク の 右腕ネジ ョ ン は､ 1 7 70年 に 『哲学論文集 ､ あるい は ､ さま ざまな著者
による宗教と道徳に関する論叢』 1なる 二巻本を出版するが ､ その 第 一 巻の 中に第二論文と
して ｢理性に つ いて ､ デ ュ ･ マ ル セ氏作｣ 2とい う作品を載せたo こ の 小作品の 著者はラ ン
ソ ン からJ.S. ス ピン ク あたりまで ､ こ の 論集の標記どおりデ ュ ･ マ ルセ と推定されてきた｡
しか し､ セ ル ジ オ ･ ラ ン ドウチが 1 9 86年に ､ 著名 な地下文書の - つ 『トラ シ ュ ブ ロ ス
か ら レ クキ ッ ペ - の 手紙』 の校訂版 - の ｢序文｣ の 中で ､ こ れは ジ ョ ン ･ ト - ラン ド『キ
リス ト教は神秘的ならず』John Tola nd, (丑rlsb
'
a n 1
'
ty NotMyste n
'
o u sの 一 部を翻訳 したも
の にすぎない ､ と指摘 した3｡ さらに､ ジャ ン リ ュ カ ･ モリはこれを ドル バ ッ ク に与る翻訳
と推定 し4､ ア ラ ン ･ サ ン ドリ エ が現在､ 次号の L& LettT e aa nde sb
'
n eNo.13(2 0 05
年 5月発行予定) に こ の ｢理性 に つ い て｣ とい う小作品の校訂版を発表す べく仕事を して
い る5o こ こで は モ リ ､ サン ドリ エ の仕事の 上に ､ いく らか の付け加えができるか どうか試
みてみ よう｡
ア ラン ･ サ ン ドリ エ はこ の 校訂版の 中で ､ 次の こ とを記述 して い る｡ 1 . 『哲学論文集 ､
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di 鰐r e ntsA U T E U R S. Lo ndr e s〔Amste rda m, M a r c･ M ichel Rey〕 ,1770. なお本文中で
も注 の中にお い てで も､ 〔〕 は筆者の補足を意味する｡
2 Dela Ra 1
'
$ O n. Pa rle m6m e 〔Pa rM r. D U M A RS AI 〕 .
3 Nic ola sFr6ret, LettT ede I:ka sJrbulea Le u c)i?pe, E diz o n e critic a,Intr odu zio n e e
co m m e nto a cu r adi Se rgio La ndu c ci, Fire n z e, 01sch ki, 1986,p･121,n ･86･
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gu e, Re c u eilis etpubli6spa rAnto ny M cEe n n a et
Alain Mothu, Paris, U nive r sita s, 1997, p.187･ 189.
′
5 Alain S andrie r,
郎Dela a )
'
s o DPa rPa ul He nri Thiry, ba ro nd
'Holba ch, Te xtepre s e nts et
6dit6pa rAlain Sa ndrie r
"
. こ の原稿を参照させ てくれたSandrie r氏お よび La Lettr e
cla nde stin e 編集者 Alain Motbu 氏に感謝 します ｡
1
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あるい は ､ さまざまな著者に よる宗教と.道徳に 関する論叢』 の 中に見られ る ｢理性 に つ い
て｣ は ､ 『デ ュ ･ マ ル セ 著作集』(パ リ ､ 1 7 9 7年) 第4巻冒頭 に再録され るが ､ そ れ以
外の バ ー ジ ョ ン は知られず ､ 手書き本も現在の とこ ろ見つ か っ て い ない こ と ｡ 2 . ｢理性 に
つ い て｣ は ､ 冒頭および末尾 の数パ ラグラフ を除い て ､ ジ ョ ン ･ ト - ラ ン ド『キ リ ス ト教
は神秘的 ならず』 の ｢第 一 部 理性に つ い て｣ (第一 部は序言と四牽か ら構成されて い る)
全体を翻訳 レ 〈ラ フ レ - ズ したもの で あるこ と6. 3 . 末尾 の書き加 え - の短 い移行部には ､
ト - ラ ン ド『キリス ト教は神秘的ならず』｢第二部 福音書の 教理は理性 に反 して い ない｣
冒頭文 ､ ｢第三部 秘義的あるい は理性 を超えたもの は福音書に存在 しない｣ からの
一 節を
翻訳 して 用 いて い るこ と｡ 4 . 冒頭および末尾 - の書き加 えは ､ お そらく翻訳者の 手 にな
る こ と｡ 5 . 翻訳者および書き加 え文の 著者は ､ そ の 用語法 ､ 文体な どか ら判断 して ドル
バ ッ ク本人と推定され るこ と｡ 6 . ジ ョ ン ･ ト - ラ ン ド『キリ ス ト教は神秘的ならず』(1
6 9 6年)に禎第 一 版と ､ 同年 に出版された いく らか の書き加 えをされた第二版が あるが7､
翻訳 の 底本と して は第二版 (あ るい は第二 版にならっ て 出版された以降の 版) を用 い て い
る こと｡ 私たちも以上 の 点に つ い て 基本的 には 賛成だが ､ 2 ､ 3 ､ 4 に つ い て は ､ すなわ
ち翻訳 ･ パ ラフ レ ー ズ である本体部分と冒頭 ･ 末尾 の書き加 え部分の 接続に 関して は ､ サ
ン ドリ エ が指摘す るよりも複雑な構造を持 っ て い るように思われ る｡
+~ヽ
こ こ で は , 主と して 冒頭 ･ 末尾の ｢書き加 え部分｣ だけに注目 して ､ ト - ラン ドが半世
紀以上も前に ある個別状況の なかで書き記 した ｢理性｣ の定義を ､ ドル バ ッ ク が1 76 0
年代後半に どの ように用い ようと したの か につ い て少 し光を当て てみた い ｡ その ために ､
冒頭およ び末尾 - の ドル バ ッ ク の 書き加 えが どの ような枠組み を提供 して い るの かを見て
みよう8｡ まず ドル バ ッ ク の ｢理性 に つ い て｣ の 冒頭二 段落を見て みよう｡ 引用文中､ 省略
6 - ル シ ン キ大学図書館で ､ Le(乃n
'
s ぬ n l
'
s m e s a n s mystiLle S とい うト
- ラ ン ド『キリ ス
ト教は神秘的 ならず』 の 仏訳手書き原稿が発 見されて いるが ( M igu el Be nite z, La Fa c e
c acAe
'
e de sLu ml
'
e
t
r es, Pa ris, Univ e rsita s, 1996, p.150;Tim oE aitar o,
"La Litt6ratu r e
philo sophiqu e cla nde stin eda m sle scolle ctio n sdelabiblioth6qu eder univ e r sit6
d'Helsinki
"
, La LettT e Cla nde s血 e, No .2, 1993, r e ed.,Paris, P U P S,1999, p.150)､ 『キリ ス
ト教は神秘的ならず』(仏訳)の批評版を準備 して い る Tr istan Dagr o n に よれば､ この 仏訳
手書き原稿と ドル バ ッ ク の 当該翻訳 とは 関連性 がな いとの ことで ある .
7 Gia n c a rlo Ca r abelli, Tola nd1
'
a n a, Fire n z e, La Nu ov altal ia, 1975, p.21
･24･
8 『キリ ス ト教は神秘的ならず』 ｢第 一 部 理性 に つ い て｣ の 翻訳 ･ パ ラフ レ ー ズ部分本体
に つ い て は ､ 今回は細かく触れ る余裕がない ｡ こ の本体部分に該当する ト - ラ ン ドの 本文
に つ い て は ､ ト - ラ ン ド研究者三井礼子氏に訳出 してもら っ た もの を付録 と して末尾に掲
げる｡ 本文中で述 べ た､ ト - ラ ン ドの 個別事情につ い ても今回は触れる余裕 はない が ､ そ
の 個別事情とは まずは以下の 事柄 を意味 して い る｡ すなわち､ 作品の こ の 部分自体が ､ ロ
ッ ク 『人間知性論』 の理性論 をト - ラ ン ドが抜粋要約 した もの だと いうこ とで ある ｡ した
が っ て ､ 訳注と して出典で ある ロ ッ ク 『人間知性論』 の 対応箇所も示 して い ただ い たo ま
た､ 翻訳の 底本と して は三井礼子氏 は 『キリ ス ト教は神秘的ならず』 第 - 版を用 い られた
2
記号は筆者が省略 した こ とを示す ｡
｢人間は理性的な存在で ある と称 して い る｡ まさしく自分たちが享受 して い る理性の 上に ､
他の 動物 たちに対する優越さを基礎 づ けて い る｡ しか し､ 大部分の もの は自 ら理性 を定義
したこ ともなけれ ば､ そ れに つ い て どん な し っ かりと した観念も持たず ､ 理性に諮る こと
は許 されない が彼 らにと っ て大変重要な事柄が存在するの だ､ と日々 言 い 聞かされて よ し
と して い る o - ･ ･ ･ ･理性に つ い て の 正確な観念 を自ら形成する こ とが重要 で ある. 自分たち
が持 っ て い ると自慢 して い るもの を自ら確か められ る理性的な人々 がき わめて少ない とい
うほ どまで に ､ 暖昧で理解 しがた いもの と して しま っ たこ の 言葉を､ 自らは っ きりと定義
しなければならない ｡｣ 9
確かに ドル バ ッ ク 的な表現が用 い られて い るの は は っ きり して い る . しか し､ 付録 に示
した ト - ラ ン ドの 原文第 一 ､ 第二節に対 して ､ ドル バ ッ ク は い っ たい どの ような操作を施
したの か o ト - ラ ン ドが 理性とは何であるか を明確にする目的 ､ ｢福音書の教理には理性 に
反するもの も ､ 超 えるもの も存在せず ､ それ ゆえどの 教理も神秘ではない ことを明らか に
する｣ とい う目的は訳文か ら削除され る｡ そ して ､ ドル バ ッ クは これに代 えて ､ ｢理性に諮
る ことが許 されな いが - - 大変重要な事柄｣ すなわち宗教的秘義を人々 は無理やり受け入
れ させ られて い る ､ という 一 般的啓示宗教批判をまず冒頭部分に挿入 して ､ 末尾の ｢書き
加 え｣ すなわち理性の 定義後に展開され る議論 - の 暗示 として い る｡ ト - ラン ド『キリス
ト教は神秘的ならず』 r第 一 部 理性に つ い て｣ だけを､ すなわち理性の 定義に 関する部分
の みを､ 翻訳 ･ パ ラ フ レ ー ズする わけだか ら 一 応は当然の 操作で あろう ｡ また ､ ドル バ ッ
ク が挿入 した啓 示宗教批判的言辞 は ､ ト - ラ ン ド自身も こ の 作品の 中で ､ カ トリ ッ ク聖職
者などを主要 な対象と した僧族批判と して多用するもの で ある｡
だが ､ ドル バ ッ クが翻訳冒頭か らすで に ､ 福音書の 教理の 合理化とい うト - ラン ドが設
定 した､ ト - ラ ン ドに固有な具体的目的に対立する姿勢を示すことは確認 しておい てよい ｡
ドル バ ッ ク に と っ て は 憩性の 明確化 ･ 顕揚がなぜ必要なの か ､ その具体的目的とは何なの
か ｡
+~ヽ
同 じく 1 7 70年 ､ ドル バ ッ ク は ミラボ
ー 作と偽 っ て彼の 主著の 一 つ 『自然の 体系 ､ ま
たは､ 物理的世界と精神的世界の 諸法則』 を出版 した10｡ その 中で ､ ロ ッ クやその体系を採
用 した人々 が ､ そ の 原理を直裁に神学の 対象に適用 しなか っ た臆病さを責めて い る｡
が ､ 先の 事情か ら､ 第 二版 との 異同も異文と して示 して いただい た｡
9 Rec u e1
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J 蛮
｢神学者たち の大きな不満の 中でア リス トテ レ ス の 原理 〔感覚を通 じて以外はなに もの
も私たちの 精神 の 中に入 っ て こない〕 の 全貌を明らか に した深遠な ロ ッ クや ､ 彼と同様に
本有観念 の 体系の 不条理 を認 めたすべ て の 人びとが､ どう してそ の原理 から直接的､ 必然
的な結果 を引き出さなか っ た の か ｡ どう して彼 らは ､ 人間の 精神 が かく も長 い 間､ かくも
無益に とらわれて きたあらゆる幻想 に ､ こ の原理を適用す る勇気 をもたなか っ たの か｡ 彼
らは自分たちの 原理が ､ 感官に近づきえな い対象､ したが っ て そ れに つ い て観念をも
つ こ
とがま っ たく不可能な対象のみ に人間を没頭させる こ の 神学の 基礎 を掘り崩す ことを悟ら
なか っ たの か ｡ - - ロ ッ ク氏や ､ かくも証明ずみの 彼の 体系や アリ ス トテ レ ス の公理 を採
用 したすべ て の人びと 臥 神学が専念する不可思議な諸々 の存在はま っ たく の幻想であり ､
精神すなわち拡が り の ない 非物質的な実体とは観念の 欠如にすぎな い ､ と結論す
べ きだ っ
たろう｡ とどの つ まり ､ 世界の 舵取 と位置づ けられ ､ 私たちの 感官で はそ の存在や性質を
証 明で きな い ､ なん とも い い よう の ない 知性なるもの は頭の 中だけの 存在で ある こ とを ､
彼 らは悟 る べ きだ っ たの で ある｡｣
ll
本有観念 の不条理 を､ そ して ロ ッ ク の 理性 の定義を取り入れた者た ちが ､ 神学が専念す る
魂や霊な どは ｢観念の 欠如｣ すなわち無に すぎな い となぜ は っ きり述
べ ない の か ､ と いう
の で ある ｡ さらに ､ こ の 原理 を徹底的に適用 して ､ 人間がその 存在や性質を証明できな
い
無限なる知性 た る神 とは無で ある ､ となぜ言 わな い の か という の で あろうo
こ の ロ ッ ク の継承者とは誰なの か ､ 彼らの どの ような言葉を論難 して い る の だろうか o
こ の ような ことはそう簡単に断定で きるも の で はない し､
一 元的に決め られるもの で もな
い だろう｡ しか し､ 私たちはこ こで ト - ラ ン ド『キリス ト教は神秘的ならず』
｢第三部 神
秘的ある い は哲性を超 えたもの は福音書に存在 しない｣ の ある
一 節を見ておきたい と思う｡
先に述 べ たように ､ 翻訳者 ドル バ ッ ク は ｢理性 に つ い て｣ 末尾 の 書き加 え
- の短 い移行部
に お い て こ の ｢第三部｣ の 一 部を利用 して い るの だか ら､ 間違 い なく読ん で い たはずの箇
所 で ある12｡
｢だが こ の 点を終えるに あた っ て ､ 神 ご自身もその どんな属性も､ それ に つ い て十分な観
念が欠 けて い る からとい っ て ､ 私たちに と っ て 神財だとはい えない と結論 しようo 康彦も
そうで は ない o - ･ ･ - な ん らか の 限界 (初めや終わりの ような) が永歯 こ課 され ならば､ 永
llPa ul･ He n ri T hirya
,Holba ch, Systim edela Natu zle, lir ePa rtle, C hapitreX,da m sle 島
助 Tq leSPh
･
lo s ophl
･
qu e s c o mplites, Pa ris, A hv e, 199, to m eII, p･265
-266･ 邦訳 ､ 法政大
学出版局 ､ 高橋安光 ･ 鶴野陵訳 ､ Ⅰ､ p･135･ 136･ ただ し､ 訳文 は少 し変更させ て い ただ い たo
12 ドル バ ッ ク は ト - ラ ン ドの作品に十分理解をも っ て い たはずで あるo 1 7 68年 には ､
John Tola nd, LettT e StO Se re n e, Lo ndo n, 1704 の仏訳 LettT eSPh
l
lo s opLl
'
qu e s･ Lo ndr e s
〔A m ste rda m, M /M . Ray〕 ,17 68を出 して い るo Cf･ Alain Sa ndrie r, Le style
phl
･
o s ophl
･
que du ba r o nd
'
Holba chPa ris, C ha m pio n, 2004, p･118･
4
歯また だちにそ うある べ きもの でなくな っ て しまうo 諸君はただ有限の 枠を､ とい うより
臥 あらゆる限定の 性質で ある 否定形 身倉の枠をはめるだけであるo だか らとい っ て ､ こ
の 点で永遠ば屠燈 を超克 てい aとか ､ 永遠の 観念を汲み つ くせ ない の は私た.ち
の 欠陥で あ
るとか とは けっ して言え ない の である｡｣
18
｢神 に つ い て言えば､ その 諸属性を何にもま して私たちは理解 して い るo 確か に ､ 私たち
は無限の 善､ 愛､ 知 ､ 力そ して叡智が共存 して い る神の 永遠なる 題顔あ る い は木 酢)性質
を知り は しないが ､ 神の 被造物の どんなもの の 鼻 の本質もそれ以上に知 っ て い るわけでは
ない o - - 私 は この 章の初めで ､ 私たちは事物に つ いて その 特性の中で 必慶で 首題なもの
以外 には何も知らない の だと指摘して おい たo 耕 こ つ い ても同 じことが言えると思うo と
い うの は ､ 私たちの宗教上の あらゆる行為は ､ 神 の 本質など考えずに ､ そ の 属性の どれか
を考慮
`
してなされるか らで あるcJ 14
こ こで ト - ラ ン ドは ､ 伝統的なある い は通俗的な護教論の 神とその 属性 に関する議論を､
ロ ッ ク の認識論を応用 して再利用 したにすぎない ､ と言 えるだろうo で は ､ ドル
バ ッ クは
｢理性 に つ い て｣ の 末尾書き加 え部分で どの ような反応 を示 して い るだろうか o
四 ､
ドル バ ッ クは ｢理性に つ い て｣ 末尾で ､ ト
- ラ ン ド『キリス ト教は神秘的ならず』｢第三
部第四章五 ニ｣ 冒頭を訳 した後､ 突然に神の 存在とそ の属性に つ い て形成される観念に噛
み つ き始め る｡
｢も しも神学者たち自身が請 け合 っ て いるように ､ 神とその 属性 の 実在が明白で理性によ
っ て証 明され る真理で あるならば､ こ の神と ､ 神 の振 る舞い と､ 神に由来す る命令とに っ
い て語られて い る こ とを､ 私たちが判断でき るの は理性によ っ て で ある o 神 の 導きに関 し
て 人々 が私たちに与える観念と ､ 神性 に つ い て私たちが自ら抱く観念とを比較でき るの は､
まさ しく理性の 助けを借りてで しか ない . さて ､ 私 たちが神性とい うもの によ っ て ､ 賢明
で 正 しく善意に満ちた ､ そ の力にも知 にも限りがない 存在を理解するならば､ 地上の どん
な啓示 もこ の ような存在に合致した､ そ の存在の特性とされるもの と両立する観念を､ 私
たちに提供 して い ない と認めざるをえない だろう｡｣ 15
理性 とい う機能の 限界を楯にと っ て ､ またそ の 機能 の 十分な社会的有用性を言
い 訳に し
て ､ 不 可知な ｢無限なる存在｣ を導入 し､ これと人間たちとをひそか に結び付けようとす
13John Toland, Cnrlstla n )
･
ty n otMysterious, T heSe c o nd E ditio nE nlarged, Lo nd
o n,
1696,Se ct.3,C hap.II,14,p180･
14 )
'
b)
'
d., Se ct.3,C hap.II,20,p･86･
1 5 Re c u e)
･
1phi
･
lo s ophl
･
que･ Lo ndr e s〔A m sterda m, M a r c
I M ichel Rey〕 ,1770,p･45
･46･
5
蛮る論理 に どうやら ドル バ ッ ク は腹を立て て い るら しい ｡ 論証 の 中 - の そ の ような ｢神｣ の
密輸入 こそ｣ あらゆる宗教を掘り崩すだろうと宣告を下 して い る｡
｢有限な存在は ､ 無限な存在に つ い て判断 を下すように はできて い ない ､ と言う人 々 に は
こう答えようo 人 間が神 に つ い て抱く真の ある い は虚偽の 諸観念と ､ 有限な諸存在と無限
な存在 の 間に存続する諸 関係 との上 に の み ､ 基礎をもつ ことが でき るあらゆ る宗教を ､ こ
の ような説 は明らか に廃棄 して しまうとo 人間は神性 につ い て本当 の観念 を抱く こ とはで
き ない と言 うの は ､ 人がそれに関す る真の観念を持て ない ような存在は ､ そ の 実在に つ い
て ､ また そ の 特性 に つ い て本当に確信す る こ となどま っ たく不可能 で ある以上 ､ 人間は神
の 存在を確信する こ ともできない し､ そ の属性を信 じることもで きない と言うの と同 じで
ある｡ だか ら､ こ の ような説 は私たちを懐疑主義に ､ さらに はま っ たくの 無神論 に陥れる
ことが分 か るoJ 16
こ こまでくれば ､ ドル バ ッ ク が ト
- ラ ン ドの理性論を人々 に どの ように使 わせ ようと して
い る の か は明らか で ある . ト - ラン ド『キリス ト教は神秘的な らず』｢第 一 部 理性 に つ い
て｣ を翻訳提示 しなが ら､ そ の 論理 を使 っ て第二 部､ 第三部に ある有神論的言表を解体す
る こと､ これがおそらく ドル バ ッ クが この ｢小作品｣ で企てて い たことだろう｡ その 解体
過程 に関する簡単なメ モ が ､ 末尾 の付 け加 え文と して添付されたの で はな い だろうか ｡
おわり に
｢理性に つ い て｣ の最後をドル バ ッ クは次の ように結び ､ ｢ある偉大な哲学者｣ と声 を合
わ せようと して い る｡
｢要す るに ､ 彼ら 〔人間理性を非難する人々〕 は自分たちが説く信仰を不可能なもの に し
て い る｡ 観念も持 っ て い ない 事柄を信 じる ことは不可能だ し､ 矛盾 を含む事柄 はなお の こ
と不可能だか らだ｡ こうして ､ 人間理性 の 敵た ちは ､ 理性 の 敗北の 上 に打ち立て ると言 い
環る自分たち自身の 支配 を打ち壊 して い る の で あるo だか ら､ あるきわ めて 偉大な哲学者
とともに ､ ^ F3Tdj嘗 燈l=5 すa の ば､ 屠鎗が5 分71- ちl=5 L･ て い る t @ らが思うt きIrす
ぎをい､ と結論 しよう｡｣ 17
こ の哲学者とは誰を指すの だろう ｡ ネジ ョ ン は こ こに編者注をつ けて ､ ホ ッ プズ 『人間本
性論』 を見よと して い る ｡ 確か に こ の 2年後 ､ 1 7 7 2年に ドル バ ッ ク はホ ッ プズ 『人間
の本性 に つ いて』仏訳 を出版 して い るo 18サ ン ドリ エ が指摘す るように ､ その 仏訳の ｢献辞｣
16 Re c u eilph1
'
lo s oph
'
qu e. Lo ndr e s〔Am ste rda m, M a r c
･ M ichel Rey〕 ,1770,p･48
･49
17 1
'
bl
'
d. , p .50･51.
18 Dela NatLZTe 加 m a )
'
n e
, pa rT ho m a sHobbe s, Lo ndre s 〔A m ste rda m, Ma r c
･ M ichel
6
(同書､ p.ⅠⅠ) に 同種の言葉が見られ る し､ また ドル バ ッ ク が 1 7 70年 に出版 させた (1
7 6 9年未 には流布 して い たが) 『偏見論』 にも ｢ある哲学者｣ の ほぼ同 じ言葉が引かれ ､
そ の箇所 に つ けられた注では ､ ホ ッ プズ 『人間の本性に つ い て』｢献辞｣ を参照するよう指
示 されて い る｡ 19ドル バ ッ クが この 頃ホ ッ プズとそ の作品を彼らの プ ロ パ ガン ダに用い よう
と して い たことは 間違い あるまい ｡
こ の 2 年前に ､ 1 76 8年 に ドル バ ッ ク ･ チ ー ム は ある伝説的な作品 を大々 的に復活さ
せ ､ そ の 手書き本 であ っ たもの を継続的に刊行 し続けることになっ た0 『三人の 詐欺師論』
で ある. しか し､ こ の 著名な作品も ､ 実はホ ッ プズ を大幅に利用 したも の で あっ たo 第二
部で は こ の 方向から 1 76 8年版 『三人の詐欺師論』 刊行本に光を当て てみよう｡
Rey〕 ,1 7 2.
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第 一 部 付録
ジ ョ ン ･ ト - ラ ン ド『キリ ス ト教は神秘的ならず』｢第 一 部 理性に つ い て｣(16 9 6年 ､
第1版) 翻訳
1 ､ 底本として は C治zlst1
'
a n z
'
ty n otMyste n
'
o u s
,
Lo ndo n
,
1696を用 い ､ 第二版との 異同に っ
い ては C あn
'
st1
-
a n )
'
ty D OE Myste n
'
o z) s
,
T2zeSe c o nd E d1
'
t1
'
a z2E hla 聯 d, Lo ndon,1696を用い
た . また ､ Cnrlstla D )
'
ty n ot MysteTlo zzs, Te xt, As s o ciated Works a nd Cm
'
tlc al Es s ays,
edited byPhilip M cGuin n e s s, Ala nHa mis o n& Richa rd Ke a r n ey, Dublin, 1997を参照 し
た｡
2 ､ ど 】 は本文中の斜字体｡
3 ､ (* 1)などは 1696年第2版との 異同｡
4 ､ (- ) などは原注o 原注は翻訳本文末に置く｡
5 ､ (注 1)などは訳注 ､ 〔 〕 で挿入 したもの は訳者によ る禰足 ｡
6 ､ (注 *)､ (注 * *) などは異文､ 訳注にお ける注で あり ､ それぞれの 項目末尾に置く ｡
異文 ､ 訳注 は ､ 付録末に置く ｡
第 一 部 理性に つ い て (注 1)
､ 問題 の提示 がこ の ように は っ きりと据えられた の で ､ 次の仕事はそ の 証明に取りか
か る こ とで ある ｡ さて ､ あらゆる論争の 議論 におい て用語 の 明瞭か つ 簡潔な説明は必ず役
に立つ ように ､ 方法が平易で自然で ある ことは有益で あるばかりか心地よ いも の である｡
こ の 問題 が あつ かう用語 は ､ 私が述べ ようと考えて い る順序に したが っ てうまく並 べ られ
て いる ｡ 順 をお っ て ､ 第 - に 【理性】 とその 特性が何を意味する の か を示 し､ 次に福音書
の教理 には 【理性】 に反するもの は存在しな い ことを証明 し､ そ の後 ､ 福音書の どの 教理
にも 【替 性】 を超 えるもの は存在 しない ゆえに ､ どの 教理も 【神秘】 では ない ことを明ら
かにするc
第 - 章 理性 では ない もの (注2)
～ ､ まず始めに ､ 第 一 番目の こ とにとりか かろう ｡ 私が とても奇妙に思うこ とは ､ 人が
あらゆる事物 を定義 し説明す るさ い に用 い るもの を定義 し説明する必要が ある こと ､ すな
わち人が少なくとも幾分か持ちあわせ ､ 獣や無生物 をしの ぐ唯 一 の 特権と主張 して い るも
の に つ い て意見の 一 致が見られない ことで ある o だが ､ 【理性】 という言葉が その他 の言葉
と同 じように多義的で暖昧に なっ て い る こ とは私たちも経験からわか っ て い るo とはい え ､
自分 の 非凡 さを鼻に か ける虚栄心 や論争 へ の 寝きにそ そ の かされ るこ との ない 人た ちは ､
みな根本的 には肝心 なこ とに つ い て 意見は 一 致して い る. こ こ で ､ それ に つ い てで きる だ
け手短 に論 じよう｡
_ ､ 【抽象的に考えられた魂】 を 【理性】 とみ なす者は誤 っ て い る ｡ と い うの は ､ 金貨
の 一 般的観念 を考えて みれば､ そ れ は ギ ニ 金貨で はなく ､ 特定 の刻印と価値を確定された
硬 貨で あ るの と同様 に ､ 【理性】 とは - 定 の 特有 の仕方で働く魂だか らで あるo また ､ 【理
性】 は 【万物 の あい だに自然に存在す る あの理法や関係】 で あると主張する者も同 じく誤
っ て い る｡ そうで はなく ､ 厳密に理性 と呼 びうるの は ､ その 理法と関係に従 っ て魂が事物
に つ い て形成する思考であるo ほ 分自身の好み】 や 【他人の権威】 をそ の名称で呼ぶ者も
同じように うまく い かない ｡ しか し以下 の 考察から理性とは何で あるかは より明らか にな
るで あろう｡
四 ､ 誰で も自分自身のうちに ､ 事物 に つ い て さまざまな観念や知覚を形作り ､ 自分 がそ
れらの観念に同意するか ､ しない か に応 じて肯定 したり否定 したり ､ さらに自分 に利益 を
もたらすと思われるも の を愛し願望 し､ 害になると考えられ るもの を憎み拒絶す る能力 あ
る い は機能が ある こ とを経験 して い る｡ これらすべ て の能力を正 しく用 い る ことを私たち
は共通感覚あるい は 【理性】 一 般 と呼ん で い る｡ しか し､ 心が単に観念を受けとる行為は ､
それが色 ､ 形 ､ 音､ 臭い などの 【感覚の 媒介に よる】 もの で ある に しろ 〔感覚〕､ (* 1)
ある い は 【こ う して外部か ら受けと っ た もの に つ い て魂が自分自身で 営む】､ 知 る ､ 疑う ､
肯定する ､ 否定す るな どの 【作用 を考察する】 場合に しろ 〔内省〕､ そ の ような観念を心が
受けとる だけの行為は厳密には 【理性】 で はな い ｡ なぜなら､ こ の とき魂はま っ たく受動
的である か らだ｡ 妥当な対象が適切 に目 ､ 耳､ ある い はそ の他 の 正 常な感官 に差しだされ
ると感官は必然的に印象 を作りだ し､ それが宿るの を心は拒むこ とはできず､ (* 2) また
心 は感官が作りだすもの を意識 しない ようにす るこ とはできない の で ､ 【知覚する､ 意志す
る ､ 否定する ､ 判断を保留する】 などの作用を行うからで ある ｡ (注 3)
第二章 理性の 特性 は どこ に ある の か
五 ､ とこ ろで知性と いうすばら しい宝庫に こ の ように蓄えられた これ らの 単純明確 な観
念は ､ 私たちが行うあらゆる 【推理】 の 唯 一 の 材料であり源泉で ある｡ とい うの は ､ 魂は
それぞれ の観念 の状況 におう じて ､ 折り にふれ ､ 観念を比 較し ､ 複雑な観念に結合 し､ 拡
大 し､ ある い は縮小 し､ 分離したりする か らで ある｡ そこ で ､ 私た ちが もつ すべ て の知識
は事実上 【数の 多少 は あるもの の ､ 私た ちがも っ て い る観念 の - 敦あるい は不 一 致 の知覚
にほ かな らない の で あり ､ こ の 一 致 あるい は不 一 致が存在 しう るの はその 観念の う ちにお
い てで ある ｡】 こ の 知覚は直接的または間接的に行われ るゆえに ､ 私たちの 知識 には 二種類
ある ｡ (注 4)
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六 ､ 第 一 は ､ 【心 が 二 つ ある い はそれ以上の観念に つ い て ､ その 他の観念の助けを借りず
に ､ 直接､ - 致ある い は不 一 致を知覚す る場合､ たとえば こたす こ は四で あるとか ､ 赤は
青で はない とい う場合 ､ 明証 の度合 い は もっ とも高 い が ､ これは 理性的推理 (注5) と呼
べ ない ｡】 ほ 明】 は あらゆる種類 の疑惑や唆昧さの 入 る余地を与えない の で ､ 推理や証明
の 必要が ま っ たくない からで ある ｡ そ の概念が い っ たん理解されれば ､ そ れだけで 明噺で
ある これらの命題は 一 般に 【公 理】 と 【公準】 の名称で知 られて い る. そ して それらの数
はは っ きりと確定できず､ (* 3) 個々 の例を観察 して えられる ニ ､ 三 の抽象的命題だけに
限られ るもの で は ない ことは明らか である｡ (注 6)
七 ､ 第二 に ､ 【〔 一 致あるい は不 一 致が考察される べ き〕 観念が十分近く に引き寄せられ
ず､ 比 べ る こ とが でき ない と､ 心は それらの観念につ いて 直接､ 一 致あるい は 不 一 致 を知
覚できない の で ､ 一 敦あるい は不 一 致を見きわめ るため に , 中間観念を 一 つ ある い はそれ
以上用 い る｡】 それ は､ 離れた場所にある二軒の家の 大きさを比 べ ようと したとき､ 家に綱
を何度か当てて測るこ とで そ の 二軒の 家が長 さの点で どれ ほど 一 致するの か しない の か を
判定す る ことがで きる が ､ たん に眺め るだけで はそれは知 る ことができない の と同 じこと
で ある｡ (注 7) だから､ 空気の 圧力とそれが占め る場所から､ 空気は個体性 と延長をもつ
こと(それを見る こ とは できない が)､ したがっ て木材や石 とま っ たく同 じ物体であり ､ 上述
の 特性 にお いて それらと 一 致することが わか る｡ (* 4) 知識を得るこの 方法は､ 厳密な意
味で 【理性 的推理】 も しくは 【論証】 と呼ばれ るが (先に 〔第六節で〕 述 べ たもの が ほ
明】 ある い は 【直観】 と呼ばれ る)､ それは 【疑 わしか っ たり暖昧であっ たりする事柄を､
明証的に知 られて い る事柄 と比較する ことで ､ その 事柄の 確実性を見いだす魂の もつ 機能】
と定義して よ いだろう｡ (注8)
八 ､ こ の 定義か ら明らか なことは ､ 【中間観念と問題 とな っ て い る他の 二 つ の観念との 間
の 一 致が 明証的で ない場合 ､ その 中間観念は論拠 で はありえない とい う こと ､ そ して 中間
観念 と二 つ の 観念を 一 致させ る の に 二 つ 以上の中間観念が 必要で あるならば､ それ らの 中
間観念の 一 つ - つ に同 じ明証性が要求される】 ことで ある｡ なぜなら､ 【論証】 の あらゆる
部分の連結が疑う余地 の ない もの で ない ならば､ 私 たちは二 つ の 両極をつ なぐ推論や結論
に決 して確信がもちえない か らで ある｡ そこ で ､ 【自明】 は 【理性的推理】 の入り込む余地
を与えない が ､ 【論証】 はすべ て最終的に 【自明】 となる｡ (注9) さらに明らか なことは ､
【私たちが ある事柄 に つ い て概念や観念をい っ さい持たない とき ､ それ に つ い て推理する
ことはま っ たくで きない し ､ また､ 私た ちが観念を持 ちえて も ､ そ の中間観念が中断され
ず に ､ 必然的にそ の 一 致ある い は不 一 致を示 せ ない ならば､ 私たちは蓋然性を超える こ と
はできな い c】(* 5) とこ ろで 【理性】 につ い ては ､ これ らの特性 の ほか に ､ さらにも っ
とも注意す べ き こ とは ､ そ こ にお ける 【情報を得 る手段】 と 【確信の根拠】 を区別す るこ
とで ある｡ この 簡単な区別を見過 ごしたた め に ､ 人 々 は数限り ない誤謬 に陥 っ て しま っ た
ll
からで ある｡ これ に つ いて 臥 これまで と同様に これか ら証明す るつ もりだ .
第三章 情報 を得る手段に つ い て
九 ､ 【情報を得 る手段】 とは 【ある事柄が ､ 必然的に同意を強要す る こ となく ､ 単に私
たちに知 られるように なる方法】 で あり (注1 0)､ 【確信の根拠】 とは 【私 たちがあらゆ
る真理に つ い て判 断をく だ し､ い やおうなく心に確信を生みだすあの規則】 で あると私 は
考える ｡ 【情報を得る手段】 は 【経験】 と 【権威】 で ある ｡ 【経験】 は (第四節に見る よう
に)､ 感覚的対象に つ いて の観念 を私たちに与える外的なもの か ､ ある い は私たち自身 の 心
の 作用が生み だす観念を私たちに 与える内的なもの か の どちらかで あ る o これ は私 たちの
あらゆる知識に共通 した源泉で あり ､ 私たちに新 しい器官や能力が 生まれな い ならば､ こ
れ以外 の 方法で観念を得 る ことはお そらくできない で あろう｡
- ○､ 【権威】 とい う言葉は乱用され ､ それによる情報はすべ て検討せずに受け入れる
べ き であるか の ように考えられて い るが ､ 【権威】 は 【人間によるも の】 か ､ あるい は 【神
によるも の】 か の どちらかで あ る｡ 【人間に よる権威】 はまた 【蓋然的確実】(注 1 1･) と
も呼ばれ る . それ は友達が語 る理解できる話を私が信 じるような場合で ､ 私 には友達の 誠
実さを疑う理由は何もない し､ また友達の ほ うも私をだまそうと いう気 もな い からで あるo
こ の ように ､ 【ありとあらゆる事実は同 じ時代に生きた人 々 に知られたとおり正 しく証言さ
れ ､ そ の後 ､ 自らが欺かれ たり ､ ある い は結託 して人を欺こうと したとは考えられ ない ､
さまざまな時代や国や 関心 の 異なる他の 人々 に よ っ て連綿と語り継がれて きて い るが ､ こ
れ らの事実は私 たちが自分自身の 目で見たり ､ 自分自身 の 耳で 聞い たり した こ とで ある か
の ように ､ 確実で 疑い えない もの として私 たちは受け入れる べ きで あるo】私 が【カ ル タ
ゴ】
と いう都市や 【ルタ ー 】 とい う宗教改革者が存在したこ とを信 じ､ 【ポ
ー ラ ン ド】 とい う王
国が存在 して い る ことを信 じるの はまさに こ の手段によるもの で ある a (* 6)
､ 【神 の権威】 も しくは 【神 の啓示 〔告知〕】 は､ それに対 して虚偽の申 し立て は不
可能 な､ 真理それ自体による真理 の表明で ある○ これに つ いて は 全体的に 次の 第二 部､ 第
二章で あつ か う｡ これ ら四つ の 手段 ､ すなわち 【感覚による経験】､ 【心に よる経験】､ 【人
間の告知 〔啓示〕】､ 【神 の啓示】 以外 の 手段で ､ 私たちに知られ るように なるも の は自然の
内に存在 しな い ｡
第四章 確信の 基盤 に つ いて
_ ､ と こ ろ で ､ 私た ちはきわめ て欺かれやす い の で ､ なん らか の絶対確実な規則 が な
ければ ､ 疑わ しい 命題 を 【公 理】 とみ な したり ､ 老婆の作り話を 【蓋然 的確実】 とみ な し
たり ､ 人間の ペ テ ン を 【神 の啓示】 と考 えた りする ことは たび た びお こ るで あろうo こ の
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絶対確実な規則､ ある い は間違 い の ない確信を得るための 基盤は 監明証性】 で あり､ それ
は 【私た ちの 観念や思考が ､ それらの対象物すなわち私たちが考えて い る事物 と正確に 一
致する こ と】 に ある｡ なぜ なら､ 私たちが自身の うちに持 っ て い る の は事物そ の もの で は
なく観念 で ある の で ､ 私たちが事物に つ い て判断を下すとき は､ 観念に よらねばならない
か らで ある｡
_ ､ したが っ て ､ 観念は 〔事物の〕 代理的存在であるの で ､ 観念の 明証性は当然そ の
事物を真に表す特性 に存する｡ こう言 っ たか らとい っ て ､ 私が 〔書く の に〕 使 っ て いる ペ
ン の長 さと動きに つ い て私が心に持 っ て い る観念の ように ､ あらゆる観念にそれに対応す
る完全な原型 (注 1 2) が あると考えて い るわけで は ない ｡ なぜなら､ 観念 に は､ 物体の
分子 がもつ 一 定の 力能が 私たちの うちに特有の感覚を【誘発】 した結果 にす ぎない も のも
あるか らで ある｡ それ は ､ 砂糖の 甘さや氷 の冷たさがそれらのうちに内在 して い ない の は ､
人を傷 つ けるナイ フ の 内に痛みが､ ある い は食べ 過ぎた果物の 内に吐き気が内在 して い な
い の と同 じで ある (注 1 3)o しか し､ それらの観念 は私たちの想像力の 範囲外 に存在 して
は い ない が ､ それ らが引き起こす快楽､ 苦痛､ その 他の 性質は ､ 観念の対象が私たちに及
ぼ しうる利益や危害を私 たちに示 して い る ｡ その ため､ それ らの 観念に つ い て の知識は､
事物自体の うちに 実在的に存在 して い る特性につ い ての 知識と同 じく らい有益なもの とな
っ て い る｡ 火 に熱と光がなければ､ そ の 形と量は どん な役に 立つ だろう か｡ また ､ 竜誕香
に高い値をつ けて い る の はそ の香り以外 の なんで あろうか ｡ したが っ て ､ 私が バ ラに つ い
て の 観念 が明証的で あると信 じる根拠は ､ そ の観念がその 花に つ い て与 える其の 表象で あ
り ､ さらにその 表象が真で あると悟る根拠 は ､ バラ は ､ その観念が表す ､ 大きさや形 の よ
うな 【実在的】 特性や ､ 色 ､ 味 , 匂い の ような 【偶発的】 特性をすべ て含んで い るか らで
ある｡ そ して ､ 私がこ の ことを疑い えない根拠と して は､ その特性が原型因に属すか らか ､
ある い は無に属すか らか ､ ある い は私自身の脳 の 作り事であるか らか ､ その どれかで ある
はずで ある｡ だが ､ 何 の 特性も持たない もの はありえず､ また対象が私 の感官 に作用する
とき ､ 私が自分の 意の ままに作りだせ る観念は 一 つ と して ありえない し ､ また何らか の観
念を受け取 る こ とを拒む こ ともできない ｡ したが っ て ､ バラの 特性 は私の 空想の 産物で は
なく ､ 原型因すなわち対象に属すもの で あると私は結論する｡
- 四 ､ 【心 の作用がもたらす観念】 の 明証性 は私たち自身の 存在の 明証性 の ように絶対
確実です｡ 後者に つ い て 万が 一 にも私たちが疑うこ とが ない の で あれば､ そ の ことによ っ
て私たちは前者に つ い て の確イ言をさらに深 める ことが でき るで あろう｡ なぜなら､ 【私は自
分が存在す るの か どうか疑う】 と いう こ の命題にお い て , 私た ちの 存在を仮定する ことは
避 けが た い こ とで あると同時に ､ 疑 い を抱く者は肯定す る者と同 じく必然的に何か でなく
て はならない こ とは 明らか であり ､ こ の 何か を私は 【私自身】 と呼ぶ か らで ある ｡ 今や ､
単に思弁的な事柄 におい て ばか りでなく ､ できうる限り 一 般的慣習の 事柄にお い て(これら
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の事柄に お い ては 【証明】 の 欠落を埋 め合わすために ､ やむを得ず 【蓋然性】 を認 めなけ
ればならない こ とがときどき ある からで あるが)､ 私たちの観念の あらゆる 一 致と不 一 致に
関 して ､ この 【明証性】 を厳密に要求 しよう｡ そうすれば､ 怠けて 【権威】 に頼 る ことも ､
【際限なく】 懐疑主義に陥る こ ともなく ､ 真理 を突きとめ ､ そ れが潜ん で い ると思われて
い る地下 の洞窟 から持ちだ して ､ その 光を眺め る ことに成功するだろう｡ 【明証性】 を私た
ちの案内人と して い る限り ､ 私た ちが誤謬に陥 る ことは ありえない ｡ 私たちが 誤る の は ､
私たちが 自分たちの ほ 由】 を正 しく使わずに 【明証性】 か ら逸脱 して しまい ､ ある事物
に含まれる明証性 を否 定 したり ､ ある事物の観念に は含まれない もの をその 事物に含ませ
て しま っ たりす るときで ある｡ これ が私た ちの あらゆる 【誤謬】 を生み だす第 一 の ､ そ し
て普遍的な起源 である｡
- 五 ､ さて ､ 私たちが事物を知覚し､ それ らに つ い て判断を下すこ とができ る ように し
た (つ ねに崇敬をも っ て語られ考えられる べ き) 賢明なる万物 の創 造者で ある 【神】 は ､
また私たちに 【不確実な事柄 に つ い て判断を保留 し､ 明白に知覚され たも の以外に は決 し
て 同意 しない】 能力を授けた｡ 彼は私たちに誤謬を犯す宿命を負わせた の では なく ､ 【どち
らで もよ い こと､ も しく は疑わ しく唆味なこ とに対 して の み私 たちの 自由を認 め る】 こと
によ っ て ､ 偏 見や早計か ら私たち自身 を守 る能力 を特権と して与 えて い る 一 方 ､ また他方
で神 は 【明証的な命題 に反対す る こ とを私たちの 能力か ら取り除く こ とに よ っ て】､ 私たち
が真理 を見きわめ悟るようとりは か ら っ て い る o 私たちは 【同 一 の 物が存在 し､ また同時
に存在 しな い こ とは不可能で ある】 ことを必然的 に信 じねばならず､ この ことを疑うよう
に説得で きる者は誰もいな い ｡ ところが ､ 自然の 中に は 【真空】 は存在 しな い とか ､ 地球
は太陽の周 りを 一 年か けて 巡る とか に つ い て は ､ その 趣 旨の 【証 明】 が得られ るまで は私
たちは認 める必要は ない ｡
- 六 ､ (* 7) それ ゆえ､ 私た ちの あらゆる誤 っ た概念 の原 因は ､ 私 たち自身の 予 見と
不注意にあると しよう｡ 【滅亡 を自分 の 身に招 い て い る】(-) と告白 しよう｡ さらに ､ 【明
証性】 の 光と尊厳の 前で は頭をたれ ると い う法の 下に私たちをお い た ､ 慈愛ふ かき天の 配
剤者に喜び に満ちた感謝をささげよう｡ 仮に私たちが明噺なもの を疑うとか ､ ある い は判
明な概念 に欺かれ るこ とがあるとすれば ､ 確実なもの は い っ さい存在 しえない だろう｡ 良
心も ､ 神 ご自身も敬われない で あろう し ､ 社会や統治も存続 しえない で あろう｡ (* 8)
- 七 ､ 【明証性】 は 必然的 に同意を命ずるもの で ある の に ､ なぜ其の 命題 に同意が 得ら
れな い の かと問われれ ば､ 私 はその 理由は 【その命題が 明証的で は ない か らで ある】 と答
える｡ 明快さと暖昧さとは相対的 な表現 で あり ､ 私に とっ て明快で あるもの が ､ 別 の 人に
とっ てま っ たく暖昧で あっ たり､ またその 逆の ことも起 こ りうるか らで ある｡ 人が事物を
説明す るとき ､ 聞き手 に理解でき ない言葉で伝えたり ､ ある い はす で に明白とな っ て い る
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真理や こ の 時点で真理と して提示 された真理に そ の事物が 一 致す る ように論証できない な
らば ､ 聞き手は それらの 事物を理解する こ とはできない ｡ 同様 に ､ そ の事物 の説明に自然
の 秩序と適切な単純さが認め られない ならば､ 聞く者は其 で あるか誤 っ て い るか をは っ き
り と理解する ことはでき ない の で ､ たとえ別の 人がそ の 事物 の説明に完壁に満足す るこ と
が あり えても ､ その 人は(感情に決 して支配 され ることがない ならば)自分の判断を保留する｡
自分 の考えを完全に会得できずに混乱 した推論 を行 っ た結果にすぎない とか ､ あるい は嘆
味な表現 を好んで ､ 他 の 人は ま っ たく観念をもちえなか っ たり ､ 自分の観念 と異 なる観念
を聞き手に抱かせ る ような表現を使 っ た結果 にすぎない の に ､ それを憤りと驚きにまかせ
て他 の人 の愚か さや頑迷の せ い にす るこ とは よくあることである｡ (注1 4)
原注
( -) ペ テ ロ の 第二 の手耕 ､ 第二章､ 第 一 節
1 5
ジ ョ ン ･ ト - ラ ン ド 『キ リス ト教は神秘的ならず』｢第 一 部 理性につ い て｣
異文
(* 1) 〔第二版で は以下の ように続く〕
- ･ ある い は こ う して 外部か ら受けと っ たもの に つ い て魂が深く熟考する こ となく ､ 単
に 【意識する】 だけの 意味にお い ての 【単純な作用】､ 例えば[知る ､ 肯定する ､ 否定する】
な どの作用か ら生み だされた観念で あるに しろ 〔内省〕､ ･ ･ ･
(* 2) 〔第二版で は第 一 章は以下のように終わる〕
･ ･ ･ そ の 時それが宿る の を心は拒むこ とができない ｡ そ して 心 は心がこ の対象に 関して
行う思考や作用を意識せずに い るこ とは ほとん どできない の だと私たちは気づく ｡ 従 っ て ､
私 の 目が今そうで あるように正 常で 開いて い るならば､ 私の 前に ある絵画に つ い て観念を
抱く だけで なく ､ 自分が それ を見て い る､ 考えて い る ､ 気に入 っ て い る ､ 自分の もの で あ
っ て ほ しい と願 っ て いるとい うことを私 は意識 し､ 知覚し､ 肯定して い る ｡ したが っ て ､
私は 【知る､ 知覚する ､ 肯定する ､ 否定する､ 考察する､ 意志する ､ 望む】 とい う観念を
形成す る ､ ある い はむ しろこ の ようなやり方で最初に形成し終えて い ると言 える o そ して
感覚的な対象か ら先に受 けた刻印によ っ てひき起 こ され る ､ その 他すべ て の 心の 作用が生
みだす観念につ い ても同 じこ とが言える ｡
五 ､ こ こ でよく使われ ､ また これか らの 論考で さらにひん ばん に使われ るで あろう 【観
念】(注 *) とい う用語で私が解する ことは､ 【心が考えるとき心が直接対象とするもの ､
ある いは何か の 事物に つ いて 心がたずさわる想念】で ある｡【木】の 観念にみられるよう に ､
その 想念が 物体の 【JL､象】 や表象で あろうと ､ ある い は 【冷たい と熱い ､ 臭い や味】 に つ
い て の観念にみ られ るように ､ そ の 想念が何か の 物体によ っ て ひき起 こ され た感覚で あろ
うと､ ある い は最後に ､ 【神と創造された霊】､ 【議論】＼ 【保留】､ 【思考】 一 般な どの 観念の
ように ､ そ の想念が 【単に知的､ あるい は抽象的な思念】 であろうとである｡
(* 3) 〔第二版で は以下の ように続く〕
- ･(あらゆる 【公理】 の ように)個々 の 例を観察 して えられ る二 ､ 三 の抽象的命題､ たと
えば 【全体はどの 部分よりも大き い】､ 【何の 特性 も持た ない もの はありえな い】 などの よ
うなもの だけに限られるもの で はない ことは明らか で ある｡
(* 4) 〔第二版で は こ こ に以下の 部分が挿入され る〕
こ の場合 【個体性】 と 【延長】 は先に述 べ た綱 に相当 し､ それを媒介に して私 は 【空気】
が 【物体】 に等 しい ､ あるい は空気は物体である こ とを発見するが ､ そ の 理由 は個体性と
延長が両者に 一 致す るか らで ある｡ 物質の 想像 しがた い微粒子が 分離可能で あると私 たち
が証明するとき､ あらゆる物体が分離可能 である こ と を示 すことによるの だ が ､ そ の 理由
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は物質の あらゆる粒子は 同じように物体で あるからで ある｡ そ して 同 じや り方で ､ その 【分
離可能性】 か らす べ て の 生物体の 【死す べ き運命】 が推論され る｡
(* 5) 〔第2 版で は こ の 後の部分 (｢とこ ろで 【理性】 に つ い て は ､ - - - こ れ まで と同様
に これか ら証明す る つ もりだ｣) は第三章の 冒頭部分に移動 し､ その代わりに以下が挿入 さ
れ第二 章が終わる｡〕
私たちは 【居住者が い る】 とい う観念と 【月】 とい う観念 をも っ て は い るが ､ に の惑星に
居住者が い る】 と確 実に結論 をくだせ る ほ ど､ 必然的な連結が これ らの観念 の 間に存在す
る こ とを示す 中間観念 をま っ たくもちあわせて い ない ｡ さて こ こで ､ 【蓋然性は知識 で はな
い の で ､ 私 はあらゆる仮説を私 の哲学から放逐する ｡】 その わ けは ､ も し私が多く の仮説を
認めれ ば､ 【私 の知識は少 しも増えない か らで ある｡】 私が い だく観念 の あい だに明証的な
連結が見 い だされない の で ､ こ とによ るとそ の 問題に つ い て誤 っ た局面を正 しい もの とみ
なすかも しれな い か らで あり ､ そ の ようなことはその 問題 につ い て何も知 らな い の に等 し
い からで ある｡ 私が【知識】に到達 したときは ､ それに伴うあらゆる満足を享受するが ､ 【蓋
然性】 しか得られ ない とき は ､ 私 は判断を保留するか ､ ある い は骨 を折 っ て み る甲斐が あ
るならば ､ 私は確実性 を探究する ｡
(* 6) 〔第2版で は以下が付加 されて い る ｡〕
何らか の事実に対 して これ らの規則がすべ て満たされ るとき ､ 私はそ れを 【論証】､ す なわ
ち 【厳密な証拠か らの抗 しがたい 証明】 とみなすが ､ これ らの 条件の どれ かが欠けて いれ
ば､ そ の 事柄は 【不確実】 か ､ よくて 【蓋然的】 とい うもの で あるが ､ どちらに して も ､
私に と っ て大差ない ｡
(* 7) 〔第2版で は この 節の 冒頭に以下が挿入 されて い る〕
人が真理 を探究 して い るとせ に ､ 自分がなん とかやり遂げられる以上 の 困難がともなうと
わか っ たか らとか ､ ある い は何 に つ い ても知らない こ とは ない ように見せ た い とか の 理由
か ら､ 早ま っ て 同意するならば､ それ は自分で犯 した過失で ある｡
(* 8) 〔第2版では こ の 後に以下が続く〕
しか し､ 仮に私たちが疑わ しか っ たり暖味な命題にたい して 同意を保留する ことがで きな
い とすれ ば､ 【全能なる神が ､ 私たちが犯すあらゆる誤謬 の 実際上の原因となるであろう】
(そん なこ とは あり えないが)こ とも真実で ある｡
(注 *) 第二版の この箇所に つ い ては ､ ロ ッ ク 『人間知性論』 の 以下の箇所を参照せよ｡
｢八 観念の表すもの
人間知性の 本探究の き っ か けに つ い て言う必要が あると私が考えた こ とは以上で 尽き
18
るo が ､ こ の 主題で私が 考えた こ と へ 進むに先だ っ て ､ こ の さい まず初 捌 こ､ 読者 は本論
文で これ か ら見い だされ るだろうが ､ 観念とい う ことばをひんばんに用 い た こ とを読者に
許 して い ただか なけれ ばならない ｡ こ の こ とばは ､ およそ人間が 考えると草知性 の 対象で
あるもの を表すの にも っ とも役だっ と私の考える名辞なの で ､ 私は心象 〔P ha nta s m〕､ 思
念 〔Notio n〕､ 形象 〔Specie s〕 の 意味する い っ さい を ､ い い か えると ､ 思考にさい して心
がたずさわ るこ との でき るい っ さい を､ 表現するの に ､ この ことばを使 っ て しま い ､ ひん
ばん に つ かわない わ けに はい かなか っ たの である｡ こう した観念が人々 の 心にあるこ とは ､
ようい にゆる して いた だけるだろうとおもうo だれも自分自身の うちに観念を意識する し､
また ､ 人 々 の ことばや行動は ､ 他人 の 心に観念 の あることをだれにも得心させ るだろう.
そこで ､ 私たちの最初の探究は､ どの ように して観念が 心に入 っ てくる かと いうことだろ
うo｣ (第1巻､ 第1章 ､ 第8節､ 『人間知性論』(-) 分冊 ､ 三 九 - 四○貢)
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訳注
(注1)ト - ラ ン ドは第 一 部 ｢理性 につ いて｣ にお いて ､ ジ ョ ン ･ ロ ッ ク 『人間知性論』 を参
照 して い るo 以下の 第 一 章 ｢理性で はな いもの｣(WhatRe a so nis n ot)､ 第二章 ｢理性の特
性は どこに ある の か｣(Whe r ein Rea s o n c o n sist)というタイ トル表記と構成は ､ 『人間知性
論』 第四巻 ､ 第 一 七草 ｢理知に つし1て｣ の 第 一 節 ｢理知とい う ことばの 多様 な意味表示｣
(Vario u s signific atio nofthe wo rd Rea s o n)､ 第二節 ｢推理 〔ない し理知するこ と〕 の存す
るとこ ろ｣(Whe r ein Re a s o ni g co n sits)に酷似 して い るo ト - ラン ドの 関心は 知識の確実
性を保障する ､ 理性 の 推理機能 に向けられて い る . ロ ッ クとの 比較に際して ､ An Es s ay
CoD C e m 1
'
Bg Hu m & BUBdeTSta Dd1
'
ng, edited byPete rH. Niddi七ch, oxfo rd, 1975を参照 し
たo 邦訳は 『人間知性論』大槻春彦訳､ 岩波文庫を用 い させて い ただい たo 引用 のさい に ､
出典にお ける傍点 ､ , ､ は太文字で表記 したo また ､ 原著で の巻､ 章､ 節をアラ ビア数
字で表示 し､ 次 に邦訳で の 巻数､ 貢数を表示 した｡
(注 2) こ の 章の 第二 節､ 第三節に つ い て は ロ ッ ク の以下を参照｡
｢第四巻第 - 七草､ 理知に つ いて
-
､ 理知とい う ことばの 多様な意味表示
イ ギリ ス 語の理知 とい うこ とばにはさまざまな意味表示が ある｡ あるときは ､ 真の明噺な
原理とされ ､ あるとき は､ そうした原理か らの 明噺公 明な演揮とされ ､ また､ あるときは､
原因とく に究極因とされ る. が ､ こ こで私の 行う考察は ､ これ らすべ てIt違う意味表示で
なの で ある｡ それ は ､ 人 間の ある機能を､ 人間が獣と区別 されると想定され ､ 明白に人間
が獣をはるか に凌ぐ点で ある機能を､ 表すとしてで あるo｣(第4巻､ 第17章 ､ 第1節､ 『人
間知性論』(四) 分冊 ､ 二 六 四貢)
(注 3)ロ ッ クは生得論を避 けて ､ 心が白紙で タブラ ･ ラサの状態で ､ 観念は何もないと想定
し観念は経験 をとお して ､ 外部か らの 感覚と内部か らの内省によ っ て得られ る と考えた｡
また ､ それらに つ い て の 観念 が得られるとき ､ 知性は受動的ある い は強制的に観念を押し
つ けられると説 い た｡
｢ニ
､
い っ さい の観念は感覚も しくは内省か ら来る
そこで ､ 心 は ､ 言 っ てみれば文字をま っ たく欠 いた白紙で ､ 観念は少 しもない と想定
しよう｡ どの ように して 心は観念を備えるようにな るか｡ 人間の忙 しく果て しない心想が
ほとん ど限りなく 心 - 多様 に描い てきた､ あの膨大な貯えを心は どこ か らえるか ｡ どこか
ら心は理知的推理 と知識 のす べ て の 材料をわが もの にするの か o これに対 して ､ 私は 一 語
で経験か らと答える｡ こ の経験 に私たちの い っ さい の知識 は根底をもち､ こ の経験からい
つ さい の 知識 は究極的に由来する｡ 外的可感的事物に つ い て行われ る観察にせよ ､ 私たち
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がみ ずか ら知覚し内省する心 の 内的作用に つ い て行われる観察 にせ よ ､ 私た ちの 観察こ そ ､
私 た ちの 知性 へ 思考の全材料 を供給す るもの で ある｡ こ の 二 つ が知識 の源泉で ､ 私た ちの
もつ 観念ある い は 〔本性上〕 自然にもつ こ との でき る観念はすべ て こ の源泉か ら生ずる の
で ある｡
三 ､ 知覚の 対象､ 観念の 一 つ の源 泉
第 一 ､ 私たちの感官は個々 の 可感的対象にか かわ っ て ､ それ らの対象が感官を感発す
る さま ざまな仕方に応 じて事物の い ろ い ろ別個な知覚を心に伝える｡ こうして 〔たとえば〕
私 たちは黄や 白や熱い や冷た いや柔らか いや硬 いや苦い や甘 いや ､ すべ て可感的性質とよ
ばれ る もの に つ い て私たちのも つ 観念 をえる｡ これら観念を感官が 心 - 伝えると私が言う
とき ､ そ の意味は ､ そう した知覚を心 に産むも の を感官が外的対象から心 に伝えると いう
こ とであ る｡ 私たちのも つ 観念の 大部分 の この 大きな源泉はま っ たく感官に依存 し､ 感官
によ っ て知性 - もたらされる の で ､ 私は こ の源泉を感覚と呼ぶo
四 ､ 私た ちの 心 の 作用､ '観念の他の源泉
第二 に ､ 経験が知性に観念を備 える他の源 泉は ､ 知性がすで に えて ある観念に つ い て
働く とき私たちの 内の私たち自身 の心 の い ろい ろな作用に つ い て の知覚で ある｡ こ の 作用
は ､ 霊魂が内省 し考察するように なると ､ 外 の 事物か らえる ことの できなか っ た他 の 一 組
の 観念を知性に備 える o それらは知覚や考える ことや疑うこ とや信ずるこ とや推理する こ
とや知 る ことや意志する ことで あり ､ 私 たち自身の 心の い っ さい の さまざまな働きで ある｡
これ らを私たちは自分自身の うちに意識 し観察するの で ､ 感官を感発する物体か ら受け取
る と同 じ判明な観念 を私たちは これ らか ら知性 へ 受け取 るの であ る｡ 観念 の この源 泉をだ
れもま っ たく自分自身の うちにも っ て い る｡ こ の源泉は外的対象とすこ しも関係がない か
ら感官覚で はな い が ､ それに よく似て い る . そ こで ､ 内部感官感と呼ん で じゆうぶん適切
だろうo しか し､ 私は前の を感覚と呼ぶの で ､ これは内省と呼ぶ｡｣( 第2巻､ 第 1 章､ 第
2節､ 第3節 ､ 第4節 ､ 『人間知性論』(-) 分冊､ 一 三 三 - 一 三四 貢)
｢二 五 ､ 単純観念 の 受容で は ､ 知性 は大部分受動的で ある
この 部分で は ､ 知性はただただ受動的で あり ､ 知性が 〔観念とい う〕 あの 始まり ､ い
わば知性 の 材料をも つ だろうか どうだろうか ､ そう いうこ とは ､ 知性自身 の 能力 にな い ｡
なぜな ら､ 感官の 対象は ､ そ の大部分が私 たちの望むと望 まない とにか か わらず ､ 個々 の
観念をJ亡J - 押 しつ ける し､ 心 の作用 は､ 私 たちにこの 作用 をすく なくともぼんやり思念さ
せずに は い ない か らで ある｡ だれ も考えて い るとき ､ 自分の する こ とをぜんぜ ん知らずに
い るはずは ない ｡ こ う した単純観念が心に呈示されると ､ 知性は これ を拒ん で もたな い こ
とが で きず､ 印銘され ると変える こ とが できず､ 消 して新 しい観念を自分自身作る こ とが
で きず ､ その 点は ､ 鏡の 前に置かれ た事物が 鏡に産み だす形像ない し形象を鏡は拒む こ と
も変える こ とも抹消す る こ ともでき ない の と同 じで ある｡ 私たちを取り 囲む物体が諸器官
をさま ざま に感発するとき ､ 心は印銘 をいや応な しに受けと っ て ､ この 印銘に結び つ いた
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観念 の 知覚を避ける こ とはで きないの である｡｣ (第2巻 ､ 第1章､ 第 2 5節､ 『人間知性論』
( -) 分冊 ､ - 五 六 - - 五七貢)
(注4) ｢第四巻 ､ 真知 と臆見に つ いて ､
第 一 章 ､ 真知 一 般 に つ い て
-
､ 私たちの其知は私たちの 観念 にかか わる
お よそ心は ､ そ の あらゆる思惟と推理 に当た っ て ､ 心自身 の観念の ほかに直接の 対象をな
にももたず ､ 観念だ けを観想し､ また観想できる ｡ したが っ て ､ 明白に ､ 私たちの英知は
ただ観念にかか わるだけである ｡
二 ､ してみ ると ､ 真知は私たちの 観念の あるもの の 結合 ･ 一 致あるい は不 一 致 ･ 背馳
の知覚にほ かならな い ように ､ 私には思われ るo この 点にだけ真知は存する. こ の 知覚の
ある ところ ､ そこ に真如 はあり ､ 土の知覚の ない とこ ろ､ そ こ で は､ たとえ空想でき ､ 憶
測でき､ 倍ずる ことができようと､ しかも､ い つ も真知に は至らない の である｡｣(第4巻､
第1 章､ 第 1節､ 第2節 ､ 『人間知性論』(四) 分冊 ､ 七頁)
(注 5) 原語 r e a s o nが< r e a s o nir唱 (推理) > の意味に用い られるときは ､ ｢理性的推理｣
と訳 したo 『人間知性論』､ 大槻春彦訳 ､ (四) 分冊 ､ 二○貢､ 三六五 貢､ 訳者注 (七), (～
三) 参照｡
(注 6) ｢第四巻､ 真知と臆見に つ い て ､
第二 章､ 私たちの真知 の 程度に つ いて
-
､ 直観的
い っ た い ､ 私 たちの 真知はすべ て ､ 〔前章第 一 節で〕 言 っ てお いたように ､ 心が自分自
身 の観念を眺めるところに存 し､ これは ､ 私たちの機能で ､ また ､ 知る仕方で ､ 私たちに
できる この 上ない光明で あり ､ 最大の確実性 〔ない し絶対確実性〕 で ある｡ それゆえ ､ 真
知 の 明証の程度をす こ し考察する ことは悪 い こ とで ない とい えよう｡ 私たちの真知の 明噺
さの違い は ､ 心が その観念の あるもの の 一 致あるい は不 一 致を知覚する仕方 の違い に存す
るように ､ 私には思える｡ とい うの は ､ 私たち自身の 思考の仕方を省察しようとすれば見
い だされようが ､ 心は時には 二 つ の観念の 一 致あるい は不 一 致を直接にその観念自身で ､
他の どん な観念の 介在もな しに知覚する｡ で ､ これを直観的英知と呼ん でよい と､ 私は思
う｡ というの は ､ こ の 直観的真知では ､ 心は真理を証明ない し検討する苦労をせず､ 目が
光を知覚するように ､ ただそ の 方 - 向けられ るだけで ､ 真理を知覚す るの である｡ たとえ
ば､ 白は黒で ない とか ､ 円は三角形で ない とか ､ 三 は こ より多くて ､ - たすこ に等 しいと
か ､ 心は知覚す る｡ こ うした種類の 英知を､ 心 は観念を初めて い っ しょに見て ､ 単なる直
観で ､ 他 の どん な観念の介在もな しに知覚する｡ で ､ この種類の真知は人間の もろさにで
き るかぎりも っ とも明噺で ､ も っ とも確実である｡｣ (第4巻 ､ 第2 章､ 第1節､ 『人間知
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性論』(四) 分冊 ､ - 七貢)
｢直観的英知 は ､ い っ さい の 疑惑 を越 えて絶対確実であり ､ 吟味を必要 としない し､ す
こ しも吟味で きな い ｡ とい うの は､ あらゆる人間の絶対確実知 の最高なの で ある｡ こ の 直
観的真知 に あらゆる公 準の ､ すなわ ち､ す べ て の 人間が ･ - 知性に提出され るや い なや
真で あると知る公 準の ､ 明証が存す る｡ こう した真理の 発見とそれ - の 同意 には ､ 推論機
能 は使われず､ 推理は必要で なく ､ それ らよりすぐれた高い程度の 明証によ っ て真理 は知
られ る｡｣ (第4巻､ 第1 7章､ 第1 4節｡ 『人間知性論』(四) 分冊 ､ 二 九○ - 二 九 一 頁
(注 7) ｢理知推論の 主要な働きは ､ 二 つ の観念相互 の 一 致 ある い は不 一 致を第三 の観念
の 介在によ っ て 見い だすことで ある ｡ 〔たとえば〕 ニ軒の家をい っ しょ にも っ てきて ､ そ
の等 しさを並置によ っ て測定する こ とは できない が ､ ヤ ー ドで こ 軒の 家が 同じ長さだと見
い だす人間の ようで ある｡｣(第4巻､ 第1 7章､ 第1 8節､ 『人間知性論』(孤) 分冊 ､ 二
九 五頁)
(注 8) ｢ニ ､ 論証的
真知 の 次の 程度は ､ 心がある観念の 一 致ある い は不 一 致を知覚するが､ 直接にで は ない
場合 であ る｡ およそ心がその 観念の あるもの の 一 致ある い は不 一 敦を知覚する場合 ､ い っ
も絶対確実な英知がある. とは い え ､ 心が観念間にある 一 敦ある い は不 一 致を見 るこ とは ､
これ を発 見でき る場合さえ ､ い っ も起こ ると限らない ｡ その 場合 ､ 心は無知 に とどま り ､
せ い ぜ い蓋然的推測以上に 出な い ｡ なぜ心は二 つ の観念の 一 致ある い は不 一 致をい つ も直
ちに知覚できる と限らない か ､ そ の理 由は ､ 一 致あるい は 不 一 致に かん して探求が行われ
る観念が心によ っ て 一 致ある い は不 一 致を明示するように ならべ られ る ことが できな い か
らで ある ｡ そこで ､ こ の場合 ､ 心が観念の 直接比較 ､ い わば並置によ っ て ､ い い か えれ ば
観念を互 い に当て る ことによ っ て ､ 一 致あるい は不 一 致を知覚するように ､ 観念をい っ し
よに できない とき､ 心はやむをえず ､ 他の(場合に応 じて 一 つ ある い はそれ以上の)観念の 介
在に よ っ て ､ その探 し求める 一 致ある い は不 一 敦を発見する の で あり ､ これが私たちの 推
理と呼 ぶも の で ある ｡ たとえば､ 心は ､ 三角形 の 三 つ の角と二直角との 大きさの で の 一 致
ある いは不 一 敦を知 ろうと思うが ､ 直接に眺めて 三 つ の角と 二直角 を比 較す ることで は､
一 致ある い は不 一 致を知る ことができない o なぜ なら､ 三 角形 の 三 つ の 角 を 一 度に も っ て
きて ､ ある 一 つ または 二 つ の 角と比較す る ことは できない か らで ある｡ したが っ て ､ これ
に つ い て は心は なんの 直接的真知 ･ なん の 直観的真知ももた ない ｡ この 場合 ､ 心はやむを
えず ､ 三角形の 三 つ の 角と等 しい他 の ある角を見い だ し､ こ の角が 二 直角 と等 しい こ とを
見い だ して ､ 三 つ の 角と二 直角との 等 しさを知 るようになるの である｡｣(第4巻 ､ 第2 章 ､
第2節 ､ 『人間知性論』(四) 分冊 ､ - 八 - 一 九貢)
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(注9) ｢七 ､ 各段階は直観的明証 をもたなければならない
とこ ろで ､ 論証的真知で理知 〔ない し推理〕 が作る各段階には ､ 理知が論拠 と して使う
次の 中間観念 〔と各段階の 二 つ の 観念の そ れぞれ〕 との 間に理知 の探す 一 撃ある い は不 一
致の 直観的真知 がある｡ とい うの は､ か りにも しそ うで なか っ たと しても ､ なおか つ ､ そ
の こ とが論拠を必要と しただろうo なぜなら､ そうした - 数あるい は不 一 敦の 知覚がなけ
れば､ およそ真知 は産みだされない か らである｡ も し 一 致ある い は不 一 致がそれ自身で知
覚され るなら､ 直観的真知で あり ､ も しそれ自身で知覚されることが できないなら､ それ
ら 〔推理される観念〕 の - 敦ある いは不 一 敦を明示する共通尺度と して ､ ある介在観念が
必 要で ある｡ これで だれにもわか るように ､ 真知を産む推理の 各段階は 直観的絶対確実性
をもつ ｡｣(第4 巻､ 第2章､ 第1節､ 『人間知性論』(四) 分冊､ - 七 貫)
(注 1 0) こ の 方法とは､ 絶対確実な其の 知識では なく ､ 単なる情報と して の 知識を得る
方法を意味する の で あろう｡
(注 1 1) ロ ッ ク は知識を明証性の高い順に ､ 第 一 に推理によらない直観によるも の ､ 第
二 に推理に よる論証に よるもの と考え ､ これらは絶対確実性 をもつ 知識で あり ､ 最後に蓋
然的推理 による蓋然的知識 を置いた｡ (第4巻､ 第1 7章､ 第1 4- 1 7節 ､ 『人間知性論』
(四) 分冊 ､ ニ九○ - 二 九四貢参照) この 最後の 知識がこ こで述 べ られて い る ｢人間によ
る権威｣ または ｢蓋然的確実｣ と呼ばれて い るもの で ある｡
｢二 ､ い っ た い ､ 私たちの英知は ､ ･ ･ ･ た い - ん狭くて ､ わた したちが考察する必要
の あるすべ て の事物で絶対確実な真理を見い だすほ ど､ 私たちは幸福でない ｡ 私たちが 考
え､ 推理 し､ 論議す る命題 ､ いや ､ 行動する土台の命題 ､ それらの大部分は ､ その 真理の
疑 い ない真知 をもて ない ようなもの である｡｣(第4巻 ､ 第1 5章＼ 第2節 ､ 『人間知性論』
(四) 分冊､ 二 四○頁)
｢四 ､ して みると ､ 蓋然性は私たちの真知の 欠陥を補い ､ 真知が案内 しそ こなうとこ
ろで ､ 私たちを案内する はずで ある｡ したが っ て ､ 蓋然性はい つ も､ 絶対確実性がなくて ､
ただ真と受けとる ある誘因が あるような命題 ､ そう した命題 にかかわるの である｡ その根
拠は ､ 要約すると ､ 次の 二 つ である｡ 第 一 ､ ある事物と私たちの 知識 ･ 観察 ･ 経験との 合
致｡ 第二 に ､ 他人がその観察と経験を保障する証言o 他人の 証言では ､ 次の 諸点を考察す
べ きで あるo - ､ 数o 二 ､ 誠実 〔ない し無欠点〕o 三 ､ 証人の 熟練o 四 ､ 書物か ら引用さ
れた証言 の場合は著者の意図｡ 五 ､ 関係 の諸部分 ･ 諸事情の 整合性｡ 六 ､ 反対証言｡｣(第
4巻 ､ 第1 5章､ 第 4節 ､ 『人間知性論』(四) 分冊 ､ 二 四二貢)
(注 1 2) 原語pattern を ｢原型｣ と訳 し､ こ の節の後半に出てくる原語 e x e mpla ry c a llS e
を ｢原型因｣ と訳 した
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(注 1 3) ト - ラ ン ドは ロ ッ ク の 物体にお ける 一 次性質と二 次性質の考えに従 っ て い る｡
ロ ッ ク に よれば､ 一 次性質の 固性 ､ 延長 ､ 形 ､ 運動 ある い は静止 ､ 数は物体 に実在す るが ､
一 方､ ニ 次性質の色 ､ 音､ 味などは物体の うちには なく ､ 感知 できない 分子が感官 - 作用
する こ とによ るもの とされ ､ 一 次性質に もとづくとされ る ｡
｢すなわち ､ 物体の 一 次性 質の観念は物体 の類似物で あり ､ そ の範型は物体自身に実在
す るが ､ それ ら二 次性質に よ っ て私 た ちの うちに産みだされる観念 は ､ 物体にす こ しも類
似 しな い の で ある｡ ニ 次性質は ､ こ の性質にもとづ い て 〔たとえば甘 い などの〕 名前 で呼
ぶ物体で は ､ そう した感覚を私たちの うちに産む力能 にすぎない ｡｣( 第2巻 ､ 第8章 ､ 第
1 5節o 『人間知性論』(-) 分冊､ 一 九 一 貫)
二次性 質の 例と して ､ ナイ フ による痛みと食 べ 過ぎた果物による吐き気 (Sickn e s s) が
あげられて い るが ､ ロ ッ クに も ｢吐き気｣ と ｢痛み｣ の例 が あげられ て い る｡
｢火や雪 の諸部分 の特定の かさ ･ 数 ･ 形 ･ 運動は ､ だれ か の感官が火や雪を知覚すると
否とに か かわらず､ 火や雪に真実に ある｡ したが っ て ､ それ らの物体に実在す るか ら､ 実
在的性質と呼ん で よ い ｡ が ､ 明るさ､ 熱 さ､ 白さ､ 冷た さは火や 雪になく ､ そ の 点は ､ 吐
き気や痛みが マ ナ に ない の と同 じだ｡ そう した 〔明るさや熱さな どの〕感覚を取り去ろう｡
目に 明る さある い は色 を見せず､ 耳 に音を聞か せず､ 上顎 に味わわせず､ 鼻に喚がせ ない
ように しよう｡ そうすれば､ 色も味も香りも音もすべ て ､ そうした特定の観念として は消
えて なくなり ､ それ らの 原因に ､ すなわち 〔観念を産む物体 の〕 部分の かさ ･ 形 ･ 運動に
還元 され るの で ある｡｣ (第2巻､ 第8章､ 第1 7節｡ 『人間知性論』(-) 分冊 ､ 一 九 ニ -
三貢)
(注 1 4)ト - ラン ドの 『キリ ス ト教は神秘的ならず』 の 第 一 部 ｢理性に つ い て｣ はここで終
了するが ､ ドル バ ッ ク は第二部 ｢福音書の 教理 は理性に反 して い な い｣ と第三 部 ｢神秘的
ある い は理性 を超 えたもの は福音書に存在 しない｣ か らごく 一 部 を抜粋して ､ こ の 後に続
けて い るの で ､ その 部分を以下に載せ る｡
｢(注 *)【理性】 に つ いて これまで多く の こ とを述 べ てきたの で ､ それに反するとは どう
い う こ となの かを詳 しく説明する 必要は ない で あろう｡ 【明噺判 明な観念ある い は私たちが
持 っ て い る共通観念とあきらか に矛盾す る ことは理性 に反 して い る】 の で あり ､ (注 * *)
それは真理 を発見するの に明証性 と理性 しかもたない人間に とっ てぜ っ たい に容認でき な
い ことで ある｡
人 がたえず理性 と対 立させる信念と いうもの に つ い て ､ 私 たちが どの ように考える べ き
で あるか をわか らせ るに は ､ これ だけで十分か も しれな い ｡ (注 * * *)信念とい う言葉は ､
神や人に よ っ て語 られ たこ とを私たちが信用す る場合にお ける ごとく ､ 【信 じる こと】 ある
い は 【確信す る こ と】 を意味して い る｡ そ こか ら､ 【信念】 は本来 【人間によるもの】と 【神
によ るもの】 に分けられ る｡ さらに ､ 【神 に よる信念】 は神が直接みずから私たちに語 る場
合か ､ ある いは神 が語 りか けたと私たちが倍 じる人々 の言葉や著作に私たちが 同意する場
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合の いずれか で ある｡ 現在こ の世 にお けるす べ て の 【情念】は この後者に属すもの で あり ､
した が っ て完全 に 【推論】 を基盤 に して い る｡ なぜなら､ 私たちはまず最初に ､ そ れらの
著作がそ こ に記 され た名前の 人物 たちの もの で あるこ とを確信 しなけれ ばならな い し､ 次
にそ れ らの 名前 を持 つ 人物た ちの外的状況と行動を調査 し､ 最後に彼らの著作に何が含ま
れて い る の か を理解 しなければならない か らで ある｡ そうで なけれ ば､ それ らの 著作が神
に値するもの で ある か否 か を決定できない し､ ま してやそれらを強固を与信 じる こ となどで
きない からで ある｡
(注 * * * *)ある事柄に つ い て理解できずに確信することはけっ して真の 【信念】 や確信
などで は なく ､ 軽率な推定や頑迷な偏見で あり､ それは神 に つ い て教えを受けた者という
よりむ しろ熱狂家や ペ テ ン 師に似つ かわ しい ｡｣
(注 *) 以下は第二部 ｢福音書の教 えは理性に反 して い ない｣ の 冒頭か ら引用 ｡
(注 * *) 以下は ドル バ ッ クの 付加 ｡
(注 * **) 以下は第三部 ｢神秘的ある い は理性を超 えたもの は福音書に存在 しない｣､ 第
四章 ､ 第五 一 節から引用｡
(注 * * * *) 以下は第三部､ 第四章､ 第五 二節の 冒頭か ら引用.
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第二部 詐欺師 によるホ ップ ス の密輸入 - 『三人の詐欺師論』 とホ ッ プス
をま じめに
1 8世紀全般に わた り急進的啓蒙主義に とっ て最大 の販路をも っ たと思われるプ ロ パ ガ
ン ダ ･ ツ ー ル ､ 地下文書 『三人の 詐欺師論』 あるい は 『ス ピノザの 精神』 の 研究はこ こ十
年間に大きな進展 を見せた1｡ ヴイ ン フ リ
ー ト ･ シ ュ レ ー ダ ー による1 76 8年刊行本の校
訂版 (ドイツ語対訳) 2､ シ ル ヴィア ･ ベ ル チに
■
よる 1 7 19年刊行本 の校訂版 (イタリア
語対訳) 3､ おそ らく は 1 7 1 9年刊行本の もとにな っ たで あろうと推測される ､ ホ
ー ユ ン
ドル フ男爵所蔵 の マ ニ ュ ス クリ批評版の フ ラ ン ソワ - ズ ･ シ ャ ル ル
- ドベ ー ル による発表4､
および ベ ルチ ､ シ ャ ル ル ー ドベ ー ル ､ リチ ャ
ー ド ･ ポプキン編集による論文集5などがその
主要な成果 で ある o それらの研究が共通 して認 めて い るの は ､ こ の 地下文書が 主要な典拠
と して ､ ス ピノザの著作 (『神学政治論』､ 『ェ チカ』)､ ホ ッ プズ の 『リヴァイ アサン』､ ギ
ヨ ー ム ･ ラ ミ 『解剖学談話』6を有しており ､ それらの 一 部を翻訳 しあるい は抜き出 した
一
種の ｢読書ノ ー ト｣ で あっ て ､ それがまたさらに種々 の 手によ っ て編纂されたもの だと.い
う こ とで ある ｡
私たちもこ こ で上記 の 調査 に助けられなが ら ､ 第二 部付録と して 『三 人の 詐欺師論』 本
文と諸典拠 との 照合を資料と して改めて提 出 しようと思うo そ の際にい ささか の新 しい知
見が得られ る ことを目標と して いるo 第二部付録 の凡例にも示すが ､ 『三 人の 詐欺師論』本
文と して は ､ ドル バ ッ ク
ー 派が1 7 68年 に著名 な 『三人の 詐欺師論』 の どれかの 手書き
本 をも と に こ の 地 下 文書 を刊 行 した 版 (T u TiI)E ST R OTS L M P O S T 訂UTIS･ A
y n RD O N I)eI
,imprim e rie du Pr ofe ss e ur D E F E LIC E･ M D C･ エ方VT+I) を用 い るo
1 私たちが行 っ た こ の研究 - の わずか な寄与 に つ い て は ､ 『知られざる奇書の 世界
- ヨ ー
ロ ッ パ地下文学 - の道』｢第三 章｣､ 丸善ブ ッ ク ス 0 4 5､ 1 9 9 6年および ｢地下の 水脈
へ - ヨ ー ロ ッ パ意識の 危機と地下文書｣ (第一 節)､ 『思想』 9 3 9号 ､ 岩波書店､ 20 0
2年参照｡
2 Ano nym u s, 7}aktBt dbe rdl
･
e dm ]
･
BetTdger, Traits de stroisimpo ste u r s(L
-
e spritde
Mr. Be n oitdeSpin o z a), Fra n z6sisch
･de uts ch, K rit s ch he r a u sgegebe n･tibe r s etzt,
ko m m entiertu nd mitein e rEinleitu ng v e r sehe n v o nW infried Schr6der, Ha mbu rg, Felix
M ein e r
,
1992.
3 Thattato del
･
tT e 1
･
L nPO StW 2
･
, La vita elo spiritodel Sign o rBe n edettodeSpin o z a, A cur a
di Silv aBe rti, Pr efa zio n edi Richard H･ Popkin, Torin o, Guilio Ein audi, 1994･
4 Le《Tr ait6 de strio simpo ste u r s》 et 《L
'EspritdeSpin o z a》 ,P hilo s ophic clande stin e
e ntr e1678et 1768, Te xte spre sent6s et6dit6spa rFr a nGOis eCha rle s
･I)aube rt, 0Ⅹfo rd,′
voltair eFo u ndatio n, 1999. これはもう
一 つ 別の マ ニ ュ ス クリ､ 1 7 19年刊行版､ 1 7 6
8年刊行版をも資料として提供 して い る｡
5 Hete mdoLXJ;Spl
･
D OZIs m, and Fr e etLo ug:Ltl
･
n e a rly
･
e l
･
ghte eB 地
･
c e nfu ryEu mpe, Studl
'
e s
o Dthe T[ajte
,
destTl
･
os}
･
mpo ste uI7S, edited bySilvia Be rti･ Fra n90iseCha rle s
･ Daube rt
a nd Richard H. Popkin, Do rdre cht, Klu w e r, 1996･
6 諸研究者の 間に異論がない主要な典拠 の み をあげたo 量的には少ないが ､ ジ ュ リオ
･ チ ェ
- ザ レ ･ ヴア ニ ー ニ 『自然の驚く べ き秘密に つ い て』 か らの 引用がある ことも共通理解で
ある｡
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シ ャ ル ル - ドベ ー ル が提供するホ - エ ン ドル フ 男爵所蔵で あ っ た マ ニ ュ ス ク リは ､ 参照す
ると して も底本 とは しなか っ た ｡ それは ､ これがお そらく作 品最古の 形に近 い とい うの は
確 定的 とは言えな い こと, 1 7 68年に 『三人の 詐欺師論 (ス ピノザの 精神)』 と い う作品
は刊行本 と して安定した形態 を獲得 し､ 1 8世紀に何度も秘密出版 され ること (お そらく
手書き本と して もこ の 形で多く流布 したこと)､ この 二 点による｡ また､ 異文と して 1 7 1
9年刊行本 (L A VIE E T L
'E SP RIT D E M R. B E N OIT D E S PIN O Z A. 〔s a n slieu〕 , 1719
〔Biblioth 占qu e royale, B ru Ⅹelle, R6s e rv e,ⅠⅠ86730〕) を掲げる ｡ その理由は ､ こ の本が流
布 した部数は限られて い たが ､ 1 8世紀初め とい う早 い時期 に確定 した形態 を､ 確実にう
かが い 知 るこ とが でき る資料だか らで ある｡ 典拠 か らの引用 に つ い て は ､ 可能な限り諸先
輩 の 翻訳を使わ せて いただ い た｡
調査対象範囲と して は ､ この作品の 六章立てタイプの 中か ら7狭義の ｢三詐欺師論｣ すな
わ ち ｢モ ー セ ､ イ エ ス ･ キリ ス ト､ マ ホメ ッ トに関する記述｣ を除外 した｡ それは紙幅の
問題もあるが ､ この 部分は諸 マ ニ ュ ス クリ ､ 1 7 19年刊行本､ 1 76 8年刊行本 それぞ
れ の 間で異同が激 しく ､ またそれ に つ れ て典拠 に つ い て も複雑な歴史的事情を考慮する必
要が あるか らで ある ｡ こ の 部分 に つ い て は別に考奏す べ きだろう｡ したが っ て ､ 1 76 8
年刊行本で は第三章 一 ○ 一 二 三節 (ホ ー ユ ン ドル フ男爵所蔵 マ ニ ュ ス クリで は､ 第三章九
節途中 一 ニ ー 節) が考察対象か らはずされ て い る｡
ヽ
ジ ャ ン ニ ･ パ ガ ニ ー ニ が指摘するように ､ 最近の 『三人 の詐欺師論』 諸校訂版に よ っ て
ホ ッ プズ ｢唯物論｣ の 諸地下文書 - の 影響を見直さなければならなく な っ た と言 える8｡ た
とえば､ シ ュ レ ー ダ ー は前に掲げた 1 76 8年刊行本『三人の 詐欺師論』 の校訂版序文で ､
そ の 主要な出典に つ い て の 以下 の簡略な表を作成して い る ｡
｢ 一 章五節 ホ ッ プズ ､ ヴア ニ ー ニ ｡ 同六節 ス ピノ ザ 『神学政治論』
二章 - 節 ホ ッ プズ 『リヴァ イア サン』o 同ニ ー 九節 ス ピノザ 『ェ チカ』o 同 一 ○節 ス
ピノ ザ ｢書簡七 三｣. 同 - 一 節 ス ピノザ 『神学政治論』､ ヴア ニ ー ニ o
三章ニ ー 九節 ホ ッ プズ
- - - 〔私 たちが調査対象か らはずした部分は省く〕
四章三節 ス ピノ ザ『ェ チカ』｡
玉章 ニ ー セ節 ラ ミ
7 1 7 19年刊行本ほ 二 - 章立て となっ て い るが ､ シ ャ ル ル ー ドベ ー ル らが言うとおり ､ こ
の 章立て は刊行者 シ ャ ル ル ･ ル ヴイ エ とト マ ス ･ ジ ョ ン ソ ン による編集の結果で あろう｡
また ､ シ ャ ル ル - ド ベ ー ル は種 々 の マ ニ ュ ス クリを五 つ の型 に分類 して いるが ､ 六 章立 て
が 基本 で あるの は 間違い ない ようだ｡
8 Gia n ni Paga nini, 《L
'influ e n cede Hob be s etl'h6 ritagedelibe rtin e s, Politiqu e et
r eligio n
`
n atu r elle s
'
da n sle 卓 colle ctio n s vie n n ois e sdu Prin ce Eug占n ede Sa v oie etdu
ba r o nde Hohe ndo rf)), La LettT e aa nde s出
'
D e, No .12･2003, p.39.
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六章 一 一 六節 ホ ッ プズ o｣ 9
私たちの 調査と の細 か い異同は第二部付録 の 当該箇所 を見て い ただきた い が ､ 私たちもこ
の 表 の概略に異論は ない (また､ 遅く とも 1 8世紀初めの 『三人の 詐欺師論』 の状態を表
わすと シ ャ ル ル ー ド ベ ー ル が 考える ､ ホ ー ユ ン ドル フ 男爵所蔵 マ ニ ュ ス クリでもこ の調査
結果 に変化は ない)｡ 端的に言 えば ､ 『三人 の詐欺師論』 が提供する ､ 唯物論 ･ 無神論 (棉
- 自然) とい う粗雑な枠組み は ､ ス ピノ ザと合体された ホ ッ プズ 『リヴァイ ア サン』 の唯
物論 なの で ある｡ しかも ､ 現在調査記録された初期啓蒙時代の 主要な哲学的地下手書き本
の 中で も､ こ の 『三人 の詐欺師論』 の発見点数は破格である｡ ジ ョ ナサ ン ･ イ ス ラ エ ル が ､
ミゲル ･ ペ ニ テ ス ､ セ ル ジオ ･ ラン ドク ツ チらの 調査結果か ら作成した表か ら上位五位ま
でを写 して みよう｡
｢ -
､ 『三人 の詐欺師論 (ス ピノザの 精神)』 およそニ 0 0点､ 二 ､ ボダン 『七人対談』
- ○五点 ､ 三 ､ 〔推定著者〕 デ ュ ･ マ ル セ 『宗教の検討』 五三点 ､ 四 ､ メリ エ 『覚え書』
三 五点､ 五 ､ 〔推定著者〕 ミラボ ー 『魂の本性に 関する古代人の 見解』 三二点｣ 10
そ うで あるならば ､ ホ ッ プズ 『リヴァイア サン』 の抜粋は ､ ス ピノザの著作との融合とJい
う形で ､ 『三人 の詐欺師論』 という地下文書を媒介に して 1 8世紀の ヨ ー ロ ッ パ大陸に広く
流布 して いた の であ る11｡
∵
ヽ
したが っ て ､ 啓蒙期の 唯物論- の ホ ッ プズ (より具体的にはそ の 『リヴァイアサン』) の
影響は ､ オリグイ エ ･ ブ ロ ックが言うようにかなり遅いもの 12と判定 して よい か どうかには
い ささか疑問が残る｡ 確か に ､ 私たちも第 一 部末で予告 したように ､ ドル バ ッ ク らが 17
6 8年 に 『三人の 詐欺師論』 を唯物論 ･ 無神論 の プ ロ パ ガン ダと して秘密出版したことに
は ､ こ の時点におけるホ ッ プズの 言説の 計画的利用という側面があっ たo
1 7 68年版刊行本 には､ 第三章二節､ 三節 ､ 七節､ 八節の 四 つ の節にそ れぞれ ､ ｢(注)
ホ ッ プズ 『リヴァイアサ ン』｢人間に つ い て｣ 第 一 二 章､ 五六 ､ 五七 ､ 五八東｡ (注) 〔注の
記号は付され て い るが ､ 対応する注記の 文章はない ｡〕(注) ホ ッ プズ ､ 同書｡ ｢人間に つ い
て｣ 第 一 二章 ､ 五八 貢o (注) ホ ッ プズ ､ 同書o ｢人間に つ い て｣ 第 一 ニ章､ 五八 ､ 五九貢o｣
とい う､ 出典を示す四 つ の 原注が付けられて るo 事実 ､ こ の 第三 車全体が､ ホ ッ プズ 『リ
9 An o ny m u s, T h btatz)
'
berd)
'
e dre)
'
BetT Zi
'
ge r, op. c1
'
t.
, P. XXIX.
10Jon atha nI. Israel, Bad)
'
c alEnl1
'
g:LteD B 2 e Dt, PBiLos opLy a nd 也e Mak1
'
ngof Mode m l
'
ty
165011 750, Ⅹfo rd, oxford u niv e rsityPr e s s, 2001, p.690.
11 地下文書手書き本 は刊行本 と違い ､ 作成された年代 を定める ことは 一 般的に言 っ てきわ
めて難しい か ら､ お よそ二 0 0点という数の 中には ､ ドル バ ッ ク ･ チ ー ム が 1 76 8年以
後続々 と刊行 した本 か ら作成された手書き本もか なり含まれると考える べ きで はあろうo
12 01iv e rBloch, Mat)
'
azle a
t
H1
'
sto1
'
zle S, Pa ris, Vrin, 1997, 《V. Hobbes etle m at6rial is m e
de sLu mi 占r e s》 , p.309. こ の 問題 に関す るイ ヴ ･ ダラジウの調査 は､ 少 なくとも 『三人の詐
欺師論』に つ い て は ､ きわめて 不十分なもの で あるo Cf.Yv e sGla zio u, Hobbe s en FIla D C e a u
X V7:ZZe sl
'
acle, Pa ris, P.U.F. , 1993, p.223
･225.
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ヴァ イア サ ン』 第 一 部 ｢人間に つ い て｣ 第
一 二 章 ｢宗教に つ い て｣ からの 抜粋か ら成り立
っ て い る (本報告書の第二部付録 を参照)｡ 不十分とはい え､ 本文の 出典に対する正 しい注
で あ る｡ しか し ､ 1 7 19年版刊行本 ､ お よび ホ
ー ユ ン ドル フ 男爵所蔵 マ ニ ュ ス ク リに は
こ れ らの 注 はま っ たく 見られ ない o これ らの 注が 1 7 6 8年刊行の 際に ､ ホ ッ プズの 諸著
作を参照 して い た ドル バ ッ ク らによ っ て急 いで付 け加 えられた と考えて 間違 い は ない だろ
う｡
しか し､ で は第六章で は､ 車全体がや はりホ ッ プズ 『リ ヴァイアサ ン』 第四部 ｢暗黒の
王 国｣ 第四玉章 ｢魔物学およびその他の 異邦人の宗教の遺物に つ い て｣ か らの 抜粋で ある
にも かか わらず､ なぜ ドル バ ッ ク らは 出典を示す注を 一 つ と して つ けなか っ たの で あろう
か (も ちろん ､ 典拠 を示す注 は､ 1 7 1 9年版刊行本 にもホ
- エ ン ドル フ男爵所蔵マ ニ ュ
ス クリ にもま っ たく見られない)｡ これ は推測にすぎない が ､ 1 7 6 0年代後半に なれば ､
『三人ゐ詐欺師論』｢第六 章｣ が救う悪魔の 存在など､ ｢理性｣ に ささっ た小さな最後の 殊
にすぎず､ ドル バ ッ ク の 出版チ ー ム に と っ て ｢魔物と呼ばれる霊体に つ い て｣ な ど主要問
題 の 系にすぎなか っ たの で はな い か｡ さらに言 えば､ 典拠で あるホ ッ プズ 『リ ヴァイア サ
ン』 第四部 ｢暗黒 の 王国｣ などを細かく探求しなか っ たの かも しれな い ｡ 1 7 6 8年にお
ける 『三人 の詐欺師論』 の 出版が ､ ドル バ ッ ク によるホ ッ プズ唯物論 の再発見ある い は計
画的利用の 一 環 で あ っ たと して も､ やは りそれは ドル バ ッ ク自身の 立場 ･ 時代の 趨勢をは
っ きり示すもの だ っ たの だろう｡
お わり に
『三人の 詐欺師論』(1 7 6 8年)｢第六章 魔物と呼ばれる霊体につ い て｣ の 冒頭 は ｢私
たちは他の と ころで霊体と いう概念が どの ように して人 々 の あい だに紛れ込 ん だか を語 っ
た し､ 霊体は人々 自身の想像力 の なか に しか存在しない 幻影にすぎない ことを示 した｡｣ と
な っ て いるが､ 『ス ピノザの精神』(1 7 19年) ではその 代わりに次の ようにな っ て い る.
｢私た ちは霊体 - の 信仰が どの ように して人々 の あい だに紛れ込ん だか に つ いて 十分に語
っ た し､ 霊体は想像力 のなか に しか存在 しな い幻影にすぎない ことを示 したけれ ども ､ 人々
はそ の 信仰を自分たちの宗教の基本項目と したの だか ら､ こ の 間題 を先に扱 っ たよりさら
に深く こ こで扱うの が適切だと判断 した ｡ その ために 異教徒の 哲学者や詩人たちが霊体に
っ い て 信 じて い たこ とを検討 し､ まさ しく彼 らか ら ユ ダヤ人たちはその 信仰を取 っ てきた
こ とを示 し､ その ユ ダヤ 人か らキリ ス ト教徒たちも霊体に 関する臆見を受け継い だ ことを
示 そうo さらに ､ キリス ト教徒たちに彼 ら自身の 原理 によ っ て悪魔は存在 しない こ とを証
明 しよう｡｣ (本報告書の 第二部付録 の異文 を参照)
ホ - エ ン ドル フ男爵所蔵 マ ニ ュ ス ク リは､ む しろ1 76 8年刊行本に近 い ｡ そうで あると
すれ ば､ 以上 の 文章は 1 7 19年版が 出版され たとき に ､ 編者ル ヴイ エ らが書き加 えたも
3 2
の ､ 1 7 1 0年代の オ ラ ン ダの ある事情を反映 したも の と思われる ｡ 私た ちは こ の ような
書き加 えを､ - 六 九 一 年と九 三年 ､ ア ム ス テ ル ダム の 牧師 パ ル タ - ザル ･ べ ッ ケ ル が こ 回
に分 けて 大部の 魔術信仰批判書『魔法をかけられた世界』(Balthas arBekke r, DeBeto verde
we er eld
,
1 69 1 - 1 6 9 3)を出版し､ それが オ ラ ンダの 改革派教会 を二分する ような論
争を引き起 こ した こ と の 余韻だと見て い る ｡ 今この 問題に触れる余裕はない が ､ こ の事件
はカ ル ヴァ ン 派の 教義をより新しい 時代に あっ た合理的神学 - と脱皮させ る べ きか い なか ､
とい うような教会内の 大問題 に絡ん で い たようだ｡ お そらく ､ 十分にホ ッ プズの 著作に通
じて い たル ヴィ ェ らは ､ 出版の もとに した手書き本を､ ホ ッ プス とス ピノ ザの 融合と知 っ
た上で ､ 時代に コ ミ ッ トしなが ら 『ス ピノザの 精神』 と して 1 71 9年に 出版 したの であ
るo
そうで あるならば ､ 私たちが第二部付録の本文と訳注で示 したように､ 意図的に ス ピノ
ザの 著作とホ ッ プ ズ 『リヴァイ アサン』 全墜をリン クさせ たもの ら しい ､ 『ス ピノ ザの精
神』 ･『三人 の詐欺師論』 の手書き種本 (流布 して い たの は 一 種類で はなか っ たろう) が ､
1 8世紀前半にお けるほか の 場所で も､ これまで考えられて い る以上 に ､ ひそかにホ ッ プ
ズ唯物論 をヨ ー ロ ッ パ 大陸に密輸入させて い た可能性は否定できない の で ある｡
33
第二 部 付録
『三人の 詐欺師論』(1 76 8年版) 翻訳
凡例
1 ､ 底本には ､ I: W T:dD E S T R OIS 1:M O S T:訂UR S. A Y 昭 況ロO N DeI
'
imprim eriedu
pr.fe s s eu rD E F E LIC E. M.D C C.LX V7ZJを用い たo この 版につ い て は ､Jer o o mVe rc ruyss e,
･tBibliogr aphie de s c riptiv ede s6dito nsdu Tha l
'
te
'
de stT OIsiz22PO SteZLr S
T'
,
Tijds ch ri 氏v a n
de Vrije Univ e rsiteitB ru sel X ⅥⅠ,(1974
･75), p･67を参乳
紙幅 の 関係か ら､ 第 一 章､ 第二章､ 第三章 一 一 九節､ 第四章､ 第五章､ 第六章の 翻訳を
掲げる ( すなわち ､ 第三章 - ○ 一 二 三節は省略されて い る). また ､ 上記底本には､ 『三人
の詐欺師論』 が本物 である こ とを示すとい う証拠文書が付されて い るが､ それは翻訳の 対
象とされて い な い ｡
翻訳や訳注作成に 際して は ､ 第二 部の 往などで 示 した諸校訂版
･ 各国語訳お よび諸研究
を参照 した｡
2 ､ 翻訳本文に対応する 『プノ ワ ｡ ド ･ ス ピノザ氏の 生涯と精神』(1 7 19年版) の異文
を示すが ､ その際に用 い た底本は､LA ⅥE E T L
'
E SP RIT D E M R. B E N O IT DE SPIN O ZA･
〔s a n$1ie u〕 ,1719〔Biblioth 占qu e r oyale, B ru Ⅹelle, Rese r v e,ⅠⅠ86730〕 を用 いたo この
本に つ いて は､ a. Ve rcruys se, ''Bibliogr aphiedescriptiv e - - I
I-
, p ･66を参照｡
異文 の底本には ｢ブノ ワ ･ ド ･ ス ピノザ氏の 生涯｣ なる論文が付 されて いるが､ 対応箇
所となるの は ｢ブノ ワ ･ ド ･ ス ピノザ氏 の精神｣ なる部分で ある｡
3 . 本文中の斜字体はやはり斜字体にする｡ 〔 〕 内は訳者の補足で ある｡ 引用文中の カタ
カ ナ表記はラテ ン語で ある ことを示す｡
4 ､ (-) な どは原注を､ 〔-〕 などは訳注を､ (1) などは1 ア 19年版の異文を引き出す
ため の 記号で ある ｡ 原注は翻訳文中で 章末に置き ､ 訳注と異文は付録の 最後に車ごとに分
けて置く ｡
なお ､ 異文と して 掲げるもの は ､ 翻訳文と して 異なる場合に限る (すなわち､ 原文の単
語が 変わっ て い て も､ 必ず しも翻訳に現れない ような場合は無視されて い る)｡ また ､ 異文
に関する注記 内で は ､ 斜字体などの表記 に関する異同には言及 しなか っ たo 1 71 9年版
では名詞に斜字体とな っ て い るもの ､ 大文字だけで綴られ たもの ､ があるが､ それ らと翻
訳本文との異 同を逐 一 示すと煩墳になるためで ある. 異文にお いて も〔〕で挿入 したの は､
訳者による注ある い は補足である｡
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第 一 章
神 に つ いて
ヽ
真理 を知 る ことはすべ て の人 に重要で ある とはい え､ こ の特典を享受する (1) 者は き
わめ て少な い ｡ ある者は独力で は真理 を探求できない し､ ある者はそん な苦労を しようと
も思 わな い (2)｡ だから ､ 世の 中に意味の ない 滑稽な見解が満ち満ちて いると して も驚く
には及 ばない ｡ そ の ような見解を流布 させ る の に無知 ほ ど役立 つ もの はない (3)｡ それ こ
そが ､ 人々 が持 っ て い る神性や魂や霊体に つ い て の ､ また宗教を構成するそ の他ほ とん ど
す べ て の 事物 に つ い て の (4)､ 誤 っ たさまざまな観念を生み出す唯 一 の源なの で あるo 習
慣が優勢となっ て人々 は生まれた ときか らの 偏見に安住 して しま い ､ また人々 は既成 の 見
解を頑固に守るこ とを義務と心得 ､ 身の破滅 を恐れてそれを打ち壊すこ となど思い も つ か
ない欲得ずく の連中に ､ も っ とも本質的な事柄に つ い て の決定を委ねて しま っ て い る (5)
〔 - 〕｡
∵ ヽ
こ の 不幸を手 の つ けようが ない もの に して い るの は ､ 神 に つ いて誤 っ た (6) さまざま
な観念が 一 旦打ち立て られ ると､ それ らを民衆が信 じ込むように あらゆる手立て が講 じら
れ ､ 民衆がそれらを検討するの も許されな い ､ と いうことだ｡ 逆に ､ 民衆に は哲学者や本
物の学者に 対する嫌悪が植え付けられて い るが ､ それ は彼 らが説く理性によ っ て民衆が自
分たちの 陥っ て い る誤謬 に気 づくの を恐れて い るからだ (7)｡ こう いう馬鹿 げたこ とに与
する 一 味は大成功 を収 めて いる (8) の で連中と戦うの は 危険で ある. こう い うペ テ ン師
た ち (9) にと っ て は民衆が無知で ある ことが大切だか ら､ 民衆の 目を覚まさせる ことは
許 しがた い ｡ だか ら､ 真理 を隠しておく か ､ 偽の 学者や低劣な (1 0) 欲得ずく の 人間の
怒り の犠牲となるか ､ とちらか を強い られ るの であるo
+~ヽ
も しも無知 ゆえに どん な深淵に突き落とされて い るか を民衆が理解できる なら､ 卑劣な
導き手の くびきか ら (1 1) 彼らもすぐに脱する ことだろう ｡ なぜなら ､ 理性 の働き を自
由に してやれば､ 理性が真理 を発見 しない こ とはあり えない か らだ (1 2)0
(1 3) こう いうペ テ ン 師たちは それが大変よく分か っ て い た の で ､ 理性 が 必ずや生み
出すよ い結果 を妨げようと ､ 理性 の ことをなん らよい 意見を吹き込む こ とができな い恐 る
べ きもの と して われわれ に描く こ とを思 い つ い た ｡ また彼 らは
一 般的 に は理性的で ない
人々 を非難する とはい え､ 人が真理 に耳を傾ける ことはきわめて遺憾 に思うら しい ｡ だか
ら ､ 良識 を不倶戴天の 敵と して い る こうい う連中が ､ 絶え間なく矛盾 に陥り続ける の が見
られ る し､ また彼らの 主張をとらえるの は難 しい の で ある (1 4)｡ 正 しき理性 こそ人間が
3 6
つ き従う べ き唯 一 の 光だとい うの が本当なら､ 民衆も人々 が彼らに信 じ込 まそ うと して い
る ほ ど､ 推論できな い わけでは ない の なら､ 民衆を教え導こうとする人々 は ､ 彼らの 誤 っ
た推論 を正 し､ そ の偏 見を打破するように努め る べ きである｡ そうすれば､ 彼 らの 目が少
しずつ 開かれ ､ 彼 らの精神 が ､ 神は決 して通常思い 描かれてい るようなもの で はない とい
う真理を､ 獲得するさまが 見られるだろう (1 5)0
四 ､
結論 に達するの に ､ 高遠な思弁も必要なけれ ば自然の 秘密に深く通 じる必要もない ｡ 神
が怒 っ たり妬んだり しない と､ また義や慈悲は神 に与えられた誤 っ た称号で あると､ また
預言者や使徒たちが神に つ い て語 っ たことも神 の本性や本質をわれ われに教えは しない と
判断するには ､ わずか な良識が ありさえすれ ばよい (1 6)c
(1 7) 実際､ 包み隠しなく ありの まま を言うならば､ そうい う博士 たちは (18) 他
の 人々 より有能でも､ より知識があるわけでもなく (1 9)､ それどこ ろか ､ 神 につ いて彼
らが言う ことは､ ま っ たく の 民衆でで もなけれ ば信 じない ほ ど粗雑なの だと認める べ きで
はない か (2 0)｡ これはおの ずと十分明らかな ことだが ､ も っ とは っ きり分かるようにす
るた め に ､ 預言者や使徒たちが他の 人々 と出来が違 っ て い たと思えるか どうかとい う問題
を検討 して みよう (2 1)0
五 ､
生まれや生涯 にお ける通常の 職務につ い て は ､ 彼らにも他の 人間と区別されるようなと
ころはなか っ たと皆意見が 一 致 して いる ｡ 彼 らも男によっ て種をまかれ て女から生まれ､
私たちと同様 な仕方で生活を維持 して い た (2 2)｡ 精神に つ い ては､ 他の人々 に対 してよ
りはるか に強く預言者の精神に神は働き かけ､ ま っ たく特別な仕方で彼らに自分の意志を
伝えたの だと主張 され て い る. これ を人 々 はま るで証明されたことで あるか の ように心か
ら信 じ込ん で いる (2 3)｡ 人間はみな似かよ っ てい る し､ みな同 じ起源を持 つ とい うこと
を考えもせず､ ああいう人々 は異常なタイプの 存在で ､ 神託を告げ知らせ るために神性 に
よ っ て選 ばれたの だと主張されて いる (2 4)｡ しか し､ 彼 らは俗衆より才気があるわけで
もなく ､ い っ そう完全な知性 を持 っ て いるわけで もない し､ い っ たい その他 に連中の 書き
物の 中に ､ あの ように彼らを高く買わせ るどん なもの が見られるというの か (2 5)｡ 彼ら
が語 っ た こ との大部分は読んで もま っ たくわか らない ほ ど唆昧で ある し､ また全然整序さ
れて い ない の で ､ 彼らは自分で も何 を言 っ て い るの か わか っ て い なか っ た し､ 無知 なべ テ
ン 師にすぎなか っ たと気づく の はたやすい (2 6)｡ 彼らが人々 か らあの ような評判を得た
理由はと言 えば ､ 民衆に告げ知らせ たこ とはす べ て自分たちが直接に神か ら聞き知 っ たと
厚か ましくも自慢 したからで ある (2 7)｡ 馬鹿げた滑稽な信頼だ､ 神 は夢の中で しか語 り
か けなか っ た と彼 ら自身が告白 して い るの だか ら｡ 夢ほ ど人間にとっ て自然なもの はない
の だか ら､ よほ ど厚か ま しい 人間か ､ よほ ど自惚れた人間か ､ よほ ど愚か な人間で なけれ
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ば､ 神が そん な手段で自分に話 しか けた などと主張 した り はすまい ｡ また ､ そんな言葉を
借用 して夢を神託だと思う者は ､ よほ ど軽信か ､ よほ ど愚 かで あるに ちが い ない (2 8)0
仮に神 が夢や幻で ､ ある い はその 他好き に人が思い 措く何 か の手段 によ っ て ､ 自分の意志
を誰 か に伝えたと仮定すると して も､ 人 の言葉に基づ い てそん なことを信ずる義務は誰 に
もな い ､ 人間は誤りを犯 しやすく ､ 嘘 をつ いたり ､ だま したりす る ことさえ よくあ るの だ
か ら (2 9) 〔二〕｡ だから ､ 古い 律法では ､ 預言者たちに今日ほ どの 高 い評価は お よそ与
えられな い の が見られる (3 0)｡ 往々 に して反乱の 種を蒔く だけで ､ 主権者た ち - の 当然
なる服従か ら民衆をそら しかねない とい うだけの ､ 彼 らのお しや べ りにうん ざり した場合 ､
人々 は預言者たちに さまざまな刑罰 を与えて 黙らせ たの で ある (31)｡ イ エ ス ･ キリ ス ト
自身､ 受けて しかる べ き懲罰 を免れ る ことはなか っ た (3 2)｡ 彼 は自分の 意見を守護 して
くれる ､ 付き従う軍隊をモ ー セ のようには持 っ て い なか っ た (3 3) (- ) 〔三〕｡ これに さ
らに ､ 預言者たちは互 い に異を唱えるの が習い性とな っ て おり､ 四百人の うちに(3 5) (二)
本物が 一 人も見 つ からなか っ たほ どだという こ とを付け加 えよう 〔四〕o その うえ､ 彼 らの
預言 は も っ とも著名 な立法者たちの法と同 じで ､ そ の 目的 は自分が神と (3 6) 語り合 っ
て い ると民衆に信 じ込ませて ､ 自分の 記憶を永遠の もの にする ことだ っ たの はま ちが い な
い ｡ も っ とも悪賢い政治家は い つ で もこ の 手 を使 っ た の で ある｡ も っ とも､ こ うい う悪巧
みは モ ー セ をまねて身の安全を図 っ ておく とい う方策を採らない と､ 必ず しも (3 7) 成
功 しなか っ た の だが ｡
+
ノヽ､
以上を承知 の うえで ､ 預言者たちが神に つ い て抱い た観念を少 し検討 してみ よう(3 8)0
彼 らの言葉を信じる べ きならば､ 神 はま っ たく物体的な存在で ある (3 9)｡ ミカヤ は神が
座 っ て いる (4 0) の を､ またダニ エ ル は神を白い衣を着た老人の 姿で (4 1)､ エ ゼキ エ
ル は 火の ようなものと して (4 2) 見て いる｡ 以上が 『旧約聖書』 に関して で ある ｡ 『新約
聖書』 で は､ イ エ ス ･ キリス トの弟子たちが神 を鳩の 形で ､ 使徒たちは火の 舌の 形で ､ さら
に聖 パ ウ ロ は目をく らませ盲目にする光と して 見たと思い 込ん で い る (4 3) 〔五〕｡ 彼 ら
の 見解 の矛盾に つ い て言えば ､ 神は自ら決めたこ とに つ い で 悔いる ことは ない とサ ム エ ル
は思 っ て い るが (三)､ エ レミヤ は逆に ､ 神 は 一 度決 めたことを思 い返すと私た ちに語 っ て
い る (Eg). 人 々 に与えた災い に つ い て だけは神も悔い る (五) と ヨ エ ル は教えて い るが ､
それ に つ い て も神はけ っ しで 悔い な い と エ レ ミヤ は言 っ て い る (4 4)0 『創世記』 で は ､
人間は罪 を犯すも犯 さぬ も自由で ､ 善を行うの もも っ ばら人間次第で ある (六) と説 かれ
て い るが ､ 一 方で聖 パ ウ ロ は ､ 人 々 はま っ たく特別な神 の 恩寵がなけれ ぼ情欲を抑えられ
な い (七) とも説 い て い る (4 5)｡ こ の ようなもの が ､ あの 霊感 を受けた と称す る看たち
が 神に つ い て私 た ちに提出する ､ 誤 っ て おり矛盾 にも満 ちた さま ざまな観念で あり ､ 神に
つ い て こ の ような観念を私たちが持つ ようにと人々 は望ん で い るが ､ それ らによ っ て神た
るもの が感覚できる物質的なもの で ､ あらゆる人間的な情念に委ね られて い る存在と して
3 8
描き出され る こ とに つ い て は深く考えも しない ｡ とこ ろが こう した あとで まさ しく ､ 神 に
は物質と共通 なもの は何もない ､ 神は私たちに と っ て理解 しがたい存在である ､ と言われ
るの で ある｡ こ う した ことが どう して 一 致 しう るの か ､ またこれ ほど明々 白々 な､ これほ
ど不条理なさま ざまな矛盾を信 じる こ とが 正 しい の か どうか ､ さらに ､ モ ー セ の説教にも
か かわ らず子牛が自分たちの神だと信 じ込むほ ど愚かな人々 の 証言をはた して信頼す べ き
なの か どうか ､ ま っ たく知りたい もの だと思う (4 6)｡ しか し､ 隷属の なかでまた不合理
の なかで育て られた 一 民族の夢想などにこれ以上足をとどめずに ､ 無知 こそがありとあら
ゆる ペ テ ン - の 信用と､ 今日私 たちの あい だに蔓延 して い る誤謬とを生み出 したの だと言
う こ とに しよう (4 7)0
原注
(-) モ ー セ は自分の律法に反対 した 二万 四千人を 一 挙に殺させた (3 4)｡ 〔六〕
(二) 『列王紀上』 第二 二章六節に は ､ イ ス ラ エ ル の 王ア ハ ブは四百人の 預言者に意見を求
めたが ､ その 預言がはずれ全員偽者である こ とが わか っ たと書かれて い る｡ 〔七〕
(三) 第- 五章二節 ､ 九節 〔『サム エ ル 記上』 第 一 玉章 二九節〕.
(四) 〔『ェ レ ミヤ書』〕 第 一 八章 - ○節｡
(五)〔『ヨ エ ル書』〕 第二 章 一 三節o
(六) 〔『創世記』〕 第四章七節o
(七) 『ロ ー マ 人 へ の手続』 第 一 五章 〔?〕､ 第九章 一 ○ 〔 - ○ - - 六〕 節.
第二章
一 般に神と名づ けられて いる ､ 目に見 えない ある存在を､ 人々 が思 い描くに至 っ たさまざ
まな理由 (1)
ヽ
自然学的な諸原因に無知な人 和ま､ 自分た ちに害を与えたり自分たちを守 っ てくれたり
す ることが できる存在あるい は力があるか どうか , とい う不安や疑惑を持ち (2)､ そこか
ら生まれてくる自然な恐れを抱く (-) (3) もの で ある｡ そこか ら目に見えない さまざま
な原因をで っ ち上げる彼らの傾向が 出てく る｡ そ んなもの は彼らの 想像力 による妄想にす
ぎない の に (4)､ 逆境にはそれらに加護を求 め ､ 順境に はそれ らをほ めた たえるo つ い に
はそれ らを自分たちの神とする (5)｡ そ して ､ 目に見えない諸力にたいするこ の架空の恐
れが ､ 各人が それぞれに作りだす諸宗教の 源 (6) なの で ある｡ その ような妄想 に民衆が
捉えられ引き止 められて い ることを重要と思う人々 が ､ こ の 宗教の種を養い育て ､ それを
法と し､ つ い に は ､ 未来に 関す る恐怖によ っ て諸々 の 民が盲目的に服従するように しむけ
たの で ある (7)〔 -〕｡
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人 々 は神 々 の起源をこ う して 見 つ けると ､ 神 々 は自分 たちに似て い る し､ 神 々 も自分た
ちと同 じよう に万事をある目的 の ために行 うと思い 込ん だ｡ こう して ､ 神は何事も人間の
ために行 っ た の だ し､ また逆に人間は神 の ためだけに作られて い る ､ と彼 らは 口 をそろえ
て言 いそ う信 じて い る (8)｡ この 偏見は普遍的で あ っ て ､ これが人々 の 習俗や見解に間違
い なく及 ぼ したはずの影響を考 えると ､ まさ しくこ れを契機に して 人々 が善と悪 ､ 功績と
罪悪 ､ 称賛と恥辱 ､ 秩序と混乱 ､ 美と不細工 ､ な どとい う偽りの 諸観念を作り出 したこ と
がは っ きりとわか る (9) 〔ニ〕｡
∵ ヽ
す べ て の 人間は生まれ つ きま っ たく無知な状態に あり､ 彼らに と っ て自然な唯 一 の こと
は ､ 自分た ちの役 に立つ 有益なもの を求める ことだ､ とい う点に は誰 で も同意するはずで
ある (1 0)｡ そ こから次の ようなことが 出てく るo 第 一 . 自分たちが 自由で あるとするに
は ､ 自分たちが意志や望みを持 つ ことが でき ると感 じて い る こ とで 十分で ､ 自分たちが意
志や望み を持 つ ように させ るさまざまな原因の ことは ､ そ んな原因は知 りも しな い か ら少
しも気に か けな いで よい と人々 が信 じ込む こと (1 1)｡ 第二 ｡ 人 々 は どんなこ とを行うと
きで も､ ほ かの どん なもの より好ま しい と思うある目的の た めに行動するか ら､ 自分の 行
動の 目的因 を知 ること しか 目指さな い ｡ そ して ､ そ の あとでは自分たちには もう疑う理由
などない と思 い込む (1 2)｡ また､ 目論ん で いるこ とをやり遂げるの に役立つ 多く の手段
を自分たちの 内や外に 見い だすの で ､ たとえば､ 見 るために は眼があり ､ 聞くため に は耳
が あり ､ 照 ら して もらうには太陽が ある､ な どな どとい うわけで ､ 自然の なか には ､ 自分
たちの ために作られたの ではない ､ また自分たちが享受 し自由 に使う こ との できな い もの
など 一 つ もない ､ と人々
.
Eま結論したの である (1 3)o しか し､ こ うい うすべ て の も の を作
っ た の は自分たちでは ない と知 っ て い るの で ､ 万物の 作り手 である至高なる存在を想像す
るの は十分に根拠 の ある ことだと人々 は信 じた｡ 要するに ､ 存在するす べ て は 一 人ない し
幾人 か の神 々 に よる製作物で あると考えた (1 4)｡ 一 方 ､ 人 々 が認 めた神々 の本性 は知 ら
れて い なか っ たか ら､ 人 々 は自分たち自身によ っ てそれを判断 し ､ 神 々 も自分たちと同 じ
情念 を持 つ もの と思 い込ん だ｡ そ して ､ 人間の 気性 はさまざまで ある から､ 各人は 自分の
気質に応 じて 自分の神 に礼拝を捧げ､ 神 の祝福を自分 に引き寄せ よう ､ そうや っ て 全自然
を自分自身の 欲望に奉仕させようと目論 んだ (1 5) 〔三〕o
四 ､
こ の ような仕方 で偏見は迷信 - と変化 したD それが根 を下ろ した の で (1 6)､ どん なに
愚か な人々 で も ､ 目的因 に つ い て なら完全な知識を持 っ て い るか の ように ､ 自分で 目的因
を究 める こ とが でき ると思 い込むまで にな っ た o だか ら彼 らは ､ 自然は何 一 つ 無駄 な こと
4 0
は しない と示 す代わり に ､ 神と自然も人間の ように考えると信 じ込 んだ (1 7)｡ 嵐や地震
や病気や飢えや渇きな どの ような無数の 災い が ､ 生活の 快適さを乱すこ とを経験上知ると､
こう いう災 い はみ な天の 怒 りの せ い だと し､ 人 々 が 罪を犯 したため に神が腹を立てたと信
じた (1 8)｡ 人々 は こうい う妄想を頭か ら振 り払うことができなか っ た し､ 善人にも悪人
にも良い ことも悪 い こ ともい つ でも等 しく起こ っ たこ とを示 して い る 日東の例 によ っ ても ､
こ うい う偏見か ら目覚める こ ともできなか っ た (1 9)o こういう誤謬は､ 何世紀も前か ら
受 け入れられてきた偏見を廃棄し､ 真実ら しい何か を打ち立て るより ､ 生まれながらの 自
分た ちの 無知 の なか に留ま っ て いる ほうが彼らに楽だ っ たとい うことか ら出てきたの で あ
る (2 0) 〔四〕.
五 ､
こ の 偏見が彼 らをまた別 の 偏見 - ､ 神 の裁きは理解 しがたい と思い ､ こ の理由の ために
真理を認識するこ とは 人間精神の 力を超えて いると信じる偏見 - と導い たo も しも数学や
自然学その 他の 学問が こ の偏見を打ち破らなか っ たら､ 人々 がい までも落ち込んで い る時
ずの誤謬で ある (2 1) 〔五〕o
六 ､
自然はどん な目的も立て ない し､ すべ て の 目的因は人間の虚構にすぎない ことを示すの
に長 い論説 は必要 ない ｡ そ のような教説は ､ 神 から神に帰されて い るさまざまな完全性を
奪 っ て しまうと証明するこ とで十分だ｡ それをこれか ら示 そう (2 2)｡
も しも神が自らの ためにせよ､ 何か他の も の の ためにせよ (23)､ ある目的の ために行
動すると したら､ 神 は 自らが持 っ て い ない もの を望むということだ｡ そ して ､ 神がそ の た
めに行動 したと いう目的を持 っ ておらず､ それ を持とうと神が望んだはずの , ある時があ
るとい うことに同意しなければならないだろう (2 4)｡ だがこれは ､ 神なるもの を欠けた
もの にする こ とで ある (2 5)｡ 反対 の見解を取 っ て いる人々 の推論を支持するかも しれな
いもの は何 一 つ 言い 落とさない ように ､ 次 の ような想定を してみよう (2 6)o たとえば､
建物 から剥がれ落ちた石 がある人 の頭の 上 に落ちてきてその 人を殺した とする｡ すると無
知な人々 は ､ その 石 はそ の人間を死なせ るた めに落ちたの でなければならない し､ さて ､
そ の ようなことが起こりえたの は神がそれ を望んだか らにすぎない ､ と言うの で ある｡ そ
こで彼 らに ､ その 哀れな不幸な人が通りか かるち ょうどその ときに ､ その落下を引き起 こ
した の は風で あると反論すれば､ 彼 らはまず次のように訊ねてく るだろう｡ で はその 人は
どう して ､ 風 がその 石 を揺るが したちょう どその ときに通りかか っ たの か ､ と｡ これに た
い して ､ その 人 はある友人の 家に食事に来 る ように誘われてい て ､ そ こに向か っ て い た の
だと返答すれ ば ､ で は その 友人は どう して他の ときで はなく , ち ょうどそ の ときに誘 っ た
の か を知りた い と彼 らは言うだろうo こ う して彼 ら臥 原因か ら原因
- と遡るため の奇妙
な質問を際限なく繰り返 し､ 無知な人々 の 避難所で ある ､ 神 の意志だけが ､ こ の 石 の落下
4 1
の 第 一 原因で あると認めさせ ようとするだろう (2 7)o 同 じく ､ 彼
らは人体の仕組み を見
る と感心 して しまい ､ 彼らに これ ほ ど驚異的と見える結果 (
2 8) に つ い てそ の 諸原因を
- 知らない ことか ら､ これは超自然的な結果 (2 8) で あり ､ 私た ちに知られ
て い る諸原因
などは関与 しえない 結果 (2 8) である と結論づ ける o また こ こ か ら､ 創造
によ るさまざ
まな作物 を徹底的に調 べ ようと したり ､ 無知によ っ て 形成された偏 見に隷 属
せ ずに ､ 真の
学者と してそれらの 自然的な諸原因を探ろうと した りする人 臥 不敬な者
と見なされた り､
自然と神 々 の 解釈者と俗衆が認める看たちの悪意の た めにすぐにも中傷さ
れ る ことに なる
(2 9)｡ そ の 解釈者なる欲得ずく の看たちは ､ 民衆を驚樗
の うちに押 し止 めて い る無知 こ
そ ､ 自分たちを存続させてくれるもの で あり ､ 自分たちの信用を保
っ てくれるも の で ある
ことを､ よく知 っ て い るの で ある (3 0) 〔六〕o
七 ､
だ か ら､ 目にす るす べ て の もの は自分た ちの た め に作られ たと い う､ こ
の 滑稽な臆見が
染み込 んだ人々 は､ すべ て を自分たち自身に当て は め ､ 事物か ら引き出
せる利益に応 じて
そ の価値を判断する ことを ､ 自分た ちの 宗教的な
- 箇条と した (31)｡ そ こか ら彼 ら 臥
さまざまな事物 の本性を説明するの に役立ち, 善や悪 ､ 秩序や混乱 ､ 熱
さや冷たさ ､ 美や
醜などに つ い て判断するの に役立つ さまざまな概念を作り上 げた (3 2)o そ
れらの もの は､
実際に は彼 らが思 い 込んで いるようなもの で はない の だがo
こう して自分で観念を思い ど
ぉり作り上げられるの で自由で あると思 い 上がり､ 称賛と非乱 筆と悪 に
つ いて判 断する
権利も自分たちにはあると信 じ込んだ (3 3)o 自分たちの 利益 にな
る ことや神の崇拝に関
ゎることを善と呼び ､ 逆に その どちらにも合致しな い こ とを悪 と呼んだ
の で ある (3 4)a
無知 な人 々 は何事で あれ判断ができず ､ 彼らが判断力と見なす想像力
の助けに よ っ て しか
事物に つ いて観念を持 たない の で ､ 自然に つ い ては何も知らない と言
い ､ 世界に は個別的
なある秩序があると彼ら様思 い込ん で い る (3 5)o 要するに ､ 感覚器官
が事物を表象する
とき に ､ 自分たちがその 事物を想像しやすい か ､ 想像 しにく い か に応 じ
て ､ 事物が 秩序だ
っ て い るとか ､ 秩序だ っ て い ない とか彼 らは思うの で ある (3 6)o 頭を
より疲れさせ ない
も の に好ん で人は考慮を払うもの だから (3 7)､ まるで秩序が人
々 の 想像力に よる単なる
結果 とは別物であるか の よう に ､ 自分たちが秩序を混乱より好む
こ とには十分根拠が ある
と信 じ込む o だか ら､ 神は秩序をも っ てす
べ て を作っ たと言うこ とは ､ 人間の 想像力 に肩
入れ して ､ 神は想像力がも っ とも思 い描きやすい ような具合に世界を創造
したと主菜する
こ と､ あるい は結局同じことだが ､ 存在する万物 の あらゆる関係と目的とを確
実に知 っ て
い 争と主張す る こ とだo こん な断言は馬鹿馬鹿 しすぎ
て ､ ま じめに反駁するに は当たらな
い (3 8) 〔七〕｡
八 ､
そ の他の概念に つ い て も ､ それらは同 じ想像力によ る単なる結果にすぎ
ず､ なん ら実在
4 2
しない もの であり ､ こ の 能力 にと っ て可能で あるさま ざまな変様あるい は様態 (3 9) に
すぎない ｡ たとえば ､ 事物が目を通 して神経に刻印する運動が感覚器官に心地 よい ならば､
そ の 事物は美しい と言われ るo 匂い や味や音が感覚器官を打 っ たりそれ に絡み こ んだりす
る の に応 じて ､ 匂 い が 良い とか悪 い とか ､ 味が甘 いとか苦い とか ､ 触れ られ るもの が固い
とか柔 らかい とか ､ 音が 耳障りだとか心地よ い とか ､ となる (4 0)｡ こう した観念による
か らこ そ､ 神が音の調 べ を楽 しむ と信 じる人々 が い るか と思うと､ 諸天嘩の運動は ハ ー モ
ニ ー を奏でて い ると信 じた人々 もい たの である (4 1)｡ こう した ことが ､ 各人が事物を自
分が思 い描く とおりの もの だと信 じ込むとい うこ とを ､ あるい は ､ 世界とはま っ たく想像
されたもの にすぎない とい うこ とをはっ きりと示 して い る (42)｡ それゆえ､ 同 じ見解を
取る人が 二人とい な い こと ､ またすべ て を疑う の を誇りとする人さえいる ことは不思議で
も何でもない ｡ 人間は 同 じ肉体を持ち､ みん な多く の 点で似て い るが ､ それで も他の 多く
の 点で は異な っ て い るか らだ (4 3)｡ そ こ から､ ある人にとっ て は良い と思えることが ､
別の 人には悪く思える し､ ある人が喜ぶことが別の 人には嫌われることになるo またそ こ
から､ さまざまな見解が相違するの はも っ ばら体質と共存物 の多様性とに応 じて い るだけ
で ､ その ことに推論 はほとんど関与 して い ない し､ さらに世界の 諸事物に つ い て の さまざ
まな概念 は想像力だけによる単なる結果 にすぎない ､ と結論する こ とはたやすい (4 4)
〔八〕｡
九 ､
だか ら､ 大多数の 人 々 (4 5) が自然を説明 しようと企てるときに習慣的に用い るあら
ゆる理由は ､ 彼らが意図するところをま っ たく証明 しない ､ さまざまな想像の 仕方にすぎ
ない ｡ それらの観念に 人々 は ､ まるでそれ らが先入 見を持 っ た頭の 中とは別 の とこ ろに現
に存在するか の ような名前を与える ｡ そん なもの は存在で はなく ､ 単なる空想と呼ぶ
べ き
だろう (4 6)｡ それらの概念 に基づ い て立てられた議論に つ い て言 えば､ それらを反駁す
る ことほ ど簡単なことはない ｡ たとえば以下の ごとくで ある (47)｡
すなわち､ 宇宙が神 の 本性の 流出で あり､ その 必然的な帰結であるとい うの が真実なら
ば ､ そこ に見られ る さまざまな不完全さや欠陥は どこか ら出てきたの か ､ と人々 は反論す
るが ､ こ の ような異議は容易に反駁できる (4 8)｡ ある存在の完全性や不完全性に つ い て
判断を下せ るの は ､ そ の 存在の 本質と本性を知 っ て い る限り の こ とで しか ないだろうo あ
る事物が人間の本性 に快であるか不快で ある か ､ また有益で あるか有害で あるか に応 じて ､
そ の事物がより完全で あ っ たりより不完全で あ っ たりすると信じるの は ､ 奇妙な思い 間違
い で ある (4 9)｡ どうして神はすべ て の 人間を善良で幸福なもの に創造 しなか っ たの か ､
と問 い か けてく る人 々 の 口 を封 じるた めに は､ すべ て は必然的に現に あるように存在して
いると ､ またす べ て は事物 の必然か ら流れ出て いる の だか ら､ 自然の 中に は不完全 なもの
などない ､ と言うだけで十分で ある (5 0) 〔九〕o
43
- ○ (5 1)､
そ う い うこ となら､ で は 禅とは何 か と問われ るならば､ その 言葉が私た ちに表 して い る
の は普遍 的存在で あ っ て ､ 聖 パ ウ ロ の ように語 るなら ､ そ の 存在の うちに 屠虎 ちば鎗 ti夢
磨t存在を揮 っ T い a の であa ､ と答 えよう. こ の概念 に は神 に ふ さわ しくない 点な ど少
しもな い ｡ とい うの も､ も しす べ て が神 で ある ならば､ す べ て は神 の本質か ら必然的 に流
れ出て おり､ どう してもすべ ては神が含むところ の もの と同 じでなけれ ばならない からだ｡
すべ て の 物質的な存在が ､ 物質的で ない 一 存在の うちに保 たれたり含まれたりす るとい う
の は理解でき ない か らだ (5 2) 卜○〕｡ こういう意見はけっ して 新奇なも の ではな い ｡
キリ ス ト教徒の なか に いたも っ とも博識な (5 3) 人々 の
一 人 ､ チ ル トクリアヌ ス ト
ー〕
は ､ ア ベ レス ト ニ〕 を反駁 して ､ 物体でな いもの は無で あるとは っ き り言 っ た し 卜 三〕､
プラクセ ア ス ト 四〕 を反駁 して ､ すべ て の 実体は物体で あるとも言 っ た (ニ) (5 4)Q
しか しこ の説は最初の 四 つ の 公会議でも断罪されなか っ たの で ある (三) 卜五〕｡
I
- - (5 5)､
これ らの観念 は明噺で簡明で あり､ また優れた精神 が神に つ い て抱く ことができる唯
一
の観念でもある (5 6)｡ とこ ろが こ の ような簡明さで満足す る人 々 はほとん どい ない ｡ 粗
野な民衆はさまざまな感覚に よ っ てくすぐられ る ことに慣れて い て ､ 地上の 王侯 たちに似
た神を求めるの で ある ｡ 王侯 たちを取り巻い て い るあの ような壮麗 さや輝きに民衆は魅せ
られ て い る の で ､ そうい う王侯たちとほ とんど変わらない神 とい う観念を取り上げて しま
う の は ､ 死ん だあと天上 の廷 臣の仲間に加 わりに行き､ 王侯たちわ宮廷にお ける享楽と同
じ快楽を廷臣たちと 一 緒に楽しめる ､ とい う希望を民衆か ら取り上 げる こ とで ある ｡ 生き
るこ との 悲惨さの なかで絶望 しない ように させて い る唯 一 の 慰めを人間 から奪い取 る こと
で ある (5 7)｡ 罰や褒美を与える ､ 義で あり報復をす る神が必要だと人々 は言う｡ あらゆ
る人間的な情念 をも っ て い る神 を望む (5 8)｡ 神に手足や目や耳を与えるが ､ その ように
して作られた神 に物質的なところがある ことは望まな い ｡ 人間こそ神 の 傑作で あり ､ そ の
似姿で あるとさえ言うが ､ 写 しが原型 に似て い る ことは望まない ｡ さらに ､ 今日 の 民衆の
神 は異教徒の ユ ピテ ル よりは る かに多く の 形態を受け入れて い る (5 9)｡ も っ とも不思議
な こ とは､ こうい う概念 (6 0) が 良識に反 して衝突すればする ほ ど､ 俗衆 はそれ らをま
すますありが たがる ことだ ｡ そうい うこ とに つ い て預言者た ちが語 っ たことを頑 なに信 じ
るか らだが ､ ヘ ブライ人の そん な妄想家 どもは異教徒の 鳥占いや 卜占官となん ら変わりが
なか っ たの で ある (6 1)｡ 人々 は聖書を､ まるで神と自然が (6 2) そこ で何か特別な仕
方 で説 明され て い るか の ように参照する｡ ところが (6 3) こ の 書はさまざまな年代を経
て 一 つ に縫 い合 わされた断片の 寄せ集め にすぎず ､ さま ざまな人 々 によ っ て集められ ､ 公
表され たの だとラ ビたちが認 めて い る｡ 彼 らがその 思 い つ きで ､ これ は モ
ー セ の法 に合 っ
て い るとか あれ は反 して い るとか判断 して ､ これは取 る べ きだとか あれ は捨て る べ きだと
か決 めた の で ある (四) 卜 六〕c 人々 の悪意や馬鹿 さか げん は (6 4) 次の ように ひ どい ｡
4 4
尾理屈 をこねて 一 生を送 り ､ 々 ホメ ッ トの コ
ー ラ ン に見られ るもの 以上の 秩序もあり は し
ない 一 冊 の書物 ､ あま りに唆昧で構成もめ ちやく ちやなた め誰も理解できず ､ しかも分裂
を引き起 こすこ とに しか役立たない 一 冊の 書物 を崇めると言い 張るの で ある｡ ユ ダヤ教徒
とキリ ス ト教徒は ､ そんなわけの 分からぬ本を参照する方を､ 神す なわち自然がすべ ての
事物 の原理 と して人 々 の 心の なか に書き込 んだ 自然法に耳を傾ける ことより好ん で い る
(6 5)｡ その他 の あらゆる法は人間の 虚構にすぎず､ 観念の なかに しか存在 しない悪魔や
悪霊に よ っ てで は なく ､ 王侯や司祭の政略に よ っ て生み出された (6 6) ま っ たく の幻に
す ぎない ｡ 王侯 はそうや っ て自分たちの 権威に い っ そ うの重みを加 えようと し､ 司祭は無
数の 幻想 を売りさばき ､ 無知な人々 に高く売り つ けて金持ちになろうと した｡
モ ー セ の 法に続い た他の あらゆる法､ すなわちキ リス ト教徒の 法は ､ どこ にも原本は見
られず ､ また超自然的で不可能な事柄を含み ､ そこで語られ る良い行い や悪 い行 い へ の褒
美や罰も ､ 誰も帰っ て こない の をよ い こ とに べ テ ン が ばれないようにと ､ 来世の ことで し
か ない と して いるあの 聖書､ ただそれ に根拠 を置い て い るだけなの である (6 7)｡ こうし
て 民衆は い つ でも希望 と恐れの あいだをゆれう ごき ､ 神が人間を作っ たの はただ人間を永
遠に幸福ある い は不幸にするためで あっ た ､ とい う自分たちが信奉 して い る憶見の ために
自分たちゐ義務に つ なぎ止 められて い る｡ この 臆見 こそが (6 8) 無数の宗教を生まれさ
せたの で ある 〔- 七〕｡
原注
(-) ｢地上および天上におい て人々 が起こ るの を見るその 他の もの が しばしば恐れを抱
く心の 上に 臨むとき ､ 神 々 へ の恐怖で人の 心を低く垂れさせ地面にお しつ けて しまう｡ な
ぜ なら, その原因 - の無知が ､ 万事を神々 の 支配 にゆだねその 統治を認 めさすのだからo｣
ル ク レテ ィ ウ ス 『事物の本性に つ い て』 第六巻四九行以下 〔第六巻四九
一 五 六行 ､ 藤沢令
夫 ･ 岩 田義 一 訳 ､ 『世界古典全集』 第二 一 巻 ､ 四 ○八 一 四○九貢､ 筑摩書房〕
(二) ｢トイ ウノ モ <神 ハ 霊デア ル > トシテ モ ､ 神ガ体デア ル コ トヲ誰ガ否定 ス ルデア ロ
ウ｡ トイウノ モ ､ 霊 モ独自ノ形 ニ オイテ ､ 独自ノ種類ノ体ナノ ダカ ラ｡｣ チ ル トクリアヌ ス
『プラ クセ ア ヌ ス反論』 第七草｡
(三) この 最初の 四 つ の 公会議と 臥 - ､ コ ン ス タ ンテ ィヌ ス 〔大〕 帝が招集 し､ 教皇
シル ヴ ュ ス テ ル ト 世〕 が主宰した､ 三 二 五年の 〔第 一 回〕 ニ カイ ア公会議､ 二 ､ グラテ
ィ ア ヌ ス 帝とヴア レ ン テ ィ ニ ア ヌ ス 〔二世〕 帝とテ オ ドシウ ス 帝が招集し､ 教皇ダマ ス ス
ト 世〕 が主宰 した､ 三八 一 年の 〔第 一 回〕 コ ン ス タ ン テ ィ ノ
ー プル公会議､ 三 ､ ′l､テ オ
ドシ ウス 〔二世〕 帝とヴア レンテ ィ ニ ア ヌ ス 〔三世〕 帝が招集 し､ 教皇ケレ ンテ ィ ヌ ス 〔
一
世〕 が 主宰 した ､ 四 三 一 年の エ フ ェ ソ ス 公会議､ さらに ､ 臥 ヴア レ ンテ ィ ニ アヌ ス 〔三
世〕 帝と マ ル キ アヌ ス 帝が招集し､ 教皇 レオ 一 世が主宰した ､ 四五
一 年 の カ ル ケ ドン 公会
議､ で ある ｡
(四)『蔵言』 と 『伝道の 書』 は正 典から除く べ きで はない かとラ ビたちはた め らっ た､
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とタ ル ム ー ドに書かれて い るo 彼らが残 したの は ､ それ らの なかで モ ー セ とそ の律法 がほ
めたたえられて い たからだ｡ 『ェ ゼキ エ ル 書』 も ､ も しも シヤ ノ ワ - ヌ 〔ハ ナ ニ ヤ〕 な る者
がそ の預言書とモ ー セ の 律法 を 一 致 させ る試み を しなか っ たなら ､ 正典目録か ら削 られて
い た こ とだ ろう ｡
第三章
宗教とい うこの 言葉は何を意味するか ､ また い かに して ､ また何故にあれ ほ ど多数の宗教
が世界に紛れ込ん だの か ｡
ヽ
宗教というこ の 言葉が 世界に導入される前に は ､ 人 々 は自然の 法に従うだけでよか っ た､
す なわち正 しい理性 に合わせるだ けでよか っ た｡ こ の粋は い か に単純なもの で あっ て も､
分裂な ど稀で あるほ ど､ 人 々 を 一 つ にまとめて い たo しか し､ 恐れの ため に神 々 や目に見
えない 力がある の で はな いか と思うようになると ､ 彼らはそ の架空 の存在の ために祭壇 を
建 て ､ 自然と理性とい うくびきをはずして (1) 虚しい儀式と ､ また想像力が生み出 した
虚 しい 幻 (2) にたい する迷信的 な礼拝とによ っ て結び つ い た｡ まさしく こう したことか
ら (3)､ 世界に あれ ほどの騒動 を起こ して いる 宗教とい う言葉が生まれた o 人々 が (4)
自分たちの うえにあらゆる影響力を振 るう目に見えない さまざまな力 を静 めて しまうと､
彼 らはそれ らの 力 を懐柔 しようと して崇め ､ さらに自然は こうい う力に従属 した存在だと
思い 込んだ｡ そ の ときから彼らは自然を活動力 の ない塊 (5)､ それ らの力か ら受ける命令
に よ っ て しか活動しない奴隷で ある と思い 描いた . こ の誤 っ た観念が彼 らの 精神に強 い印
象を与えて しまうと､ もはや彼らは自然に は軽蔑 しか示さず ､ 自分たちが神々 と名 づ けた
あの存在なるもの にだけ尊敬を捧 げた (6)｡ そこから､ あれほ ど多く の 民が落ち込んだ無
知が 生まれた｡ そ の 無知の淵が (7) い か に深 い もの であれ ､ 真の 学者で あるならば､ ま
た ､ 盲目とな っ た民 を率い て も っ ぱら自分た ちの ペ テ ン に たよ っ て暮ら しを立て て い る連
中が (8) その 学者の熱意を妨げな いならば ､ 民を無知か ら引き出すことはできるだろう｡
とはい えこ の企て が成功するとはなか なか思えない (9)｡ それでも真理 の側 を見捨て て
はならない の で ある｡ それが こ の病 の (1 0) 症状を免れた人々 の ためだけで ある と して
も､ 勇気ある魂を持 つ 人は事実をありの ままに語 らねばならない の で あるo 実理は (1 1)
どん な性質の もの で あろうと ､ け っ して 害をなすことはあり えな い ｡ 反 対に誤謬は どん な
に無害に見えようと､ 有益 にさえ見えようと､ い つ か はか ならずきわめて忌 まわ しい 結果
をもたらすことにな る｡
+~ヽ
神 々 を作っ た恐れが宗教をも作 っ た｡ 自分たちの運不運 を左右する目に見えない動因(1
4 6
2) が存在すると思 い こん だときか ら､ 人 々 は 良識 と理性を捨て ､ 自分た ちの 幻想で ある
の にそれらを､ 自分たちの ふ るま い に気をくぼ っ てくれる神聖なもの と考えるように なっ
たo したが っ て (1 3)､ 神 々 をで っ ち上げて しまうと人々 はそれらの本性 は何か を知 ろう
と した｡ そ して ､ それらは自分た ちが鏡の なかや睡眠中に現れる亡霊に似て い ると思い 込
んで いた ､ 魂と同 じ実体に属する に ちが い ない と想像 して ､ 自分た ちの神 々 も実在する実
体で あると信 じた が､ きわめて希薄で微細な実体と思 っ たの で ､ それらを物体と区別する
ために 屠蘇と呼ん だ｡ とは い え､ こ の ような物体と霊体とは実は同 じもの にすぎず､ 程度
の 差しか ない の で ある｡ というの も､ 霊体で あるとか非物体的であるとかい うことは理解
しが たい こ となの だか らo どんな霊体でもそれに 固有な形態をそなえ (- ) (1 4)､ ある
場所に包含されて い る こと､ つ まり限界を有 して い ること ､ したが っ て ヾ それはい か に微
細だと想定するに して もひ とつ の 物体であること(二)(1 5)､ これがその理由である〔-〕｡
-~ヽ
無知 な人 々 ､ すなわち大部分の 人々 は ､ この ように して自分たちの神 々 の 実体の性質を
定める と､ またその 日に見えない 動因が結果を生み出す方法にさえ通 じようと努めた (1
6)o しか し､ 自分たちが無知なために結局そうすることがセきず､ か つ て ある事柄が ある
仕方で起こ っ た とい うこ とか ら､ とりわけ付帯状況がさまざまで あり ､ 出来事や人間の行
為に必ず影響しそれらの性質や実現性 を決 める あらゆる原因が多様である場合にも ､ そう
い う事柄は常に 同 じ仕方で起こるで あろう､ あるい は起こるはずで ある､ こう結論づ ける
の が理にか な っ て い る かの ように (1 7)､ 盲目的 に過去によ っ て未来を判断 して こうした
問題 で の 自分たちの推測を倍じ込ん だ｡ したが っ て ､ 過去の ことを考察して ､ 同 じ企てが
か つ て成功した か どうかで未来の 吉兆を占っ た (1 8)｡ だか らこそ ､ フ ォ ル ミオ ン 〔ニ〕
がナウパ ク トス の 戦 い で ス パ ルタ人を打ち破 っ たの で ､ アテ ナイ人たちは彼 の 死後にも同
じ名前の 将軍 (1 9) 〔三〕 を選んだの で ある｡ ス キ ピオ ･ ア フリカ ヌ ス の軍隊に ハ ン ニ バ
ル が屈 したの で 〔四〕､ この 成功を理由に ロ ー マ 人は 同じ属州 にカ エ サル と戦わせ るた めに
別 の ス キ ピオ 〔五〕 を送 っ た. こ れらは アテナイ人 にも ロ ー マ 人にも勝利をもたらさなか
っ た の だが ｡ この ように ､ 二 ､ 三 の経験を した後で自分たちの運不運を場所や事物や名称
に結びつ けた民族もあれ ば､ 自分たちが魔法と呼ぶ ある言葉 (2 0) を用 い て ､ それ には
大変な力が あるの で こういう手段で (2 1) 木々 に語らせたり､ パ ン の切れ端 を人間や神
に (2 2) 変えたり ､ 眼前の どんなもの でも姿を変えさせたりできると思 い 込んだ民族も
あ っ た (三)(2 3) 〔六〕｡
四 ､
目に見 えない さまざまな力の 支配が (2 4) こう して 打ちたてられると ､ 人 々 は初め は
も っ ばら自分たちの 主権者 に対するよう に ､ すなわち贈り物や祈願などの ような服従と尊
敬 との しる しによ っ て ､ それらを崇めたの で あるo 私が 冴め/fと言 っ たの は ､ こうい う際
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に血 を流す い けにえを用い る こ とな ど自然はけ っ して教えな い からで ある｡ そうい うい け
に えは ､ その 架空の 神々 に (2 5) 仕えると定め られ た供犠者や司祭 の 生計 の た めに の み
設 けられ たの で ある 〔七〕｡
五 ､
こ の宗教の月杢 (つ まり希望と恐れ) は､ 人々 の さま ざまな情念や見解によ っ て養分を与
えられ て ､ 諸国家に生 じて い るあれ ほ ど多く の 災い や変転の 原因で ある ､ 奇妙な信仰をあ
の ように多数生み出 した (2 6)｡ 〔八〕
聖職ある い は神 々 の 司祭職に結び つ けられた名誉や莫大な収入が ､ 民衆の 愚か さに付 け
入 るすべ を心得たあの ような悪賢い人々 の 野心や食欲さをくす ぐり ､ 民衆の ほうはそ の 異
にまん まとはま っ て しま っ たの で ､ 知 らず知らずの うちに嘘 に香をたき真実を憎む習慣が
できて しまっ た (2 7)｡
_ L _
ノヽ ､
嘘が打ち立て られ ､ 野心家が同類の 人々 より上位に ある という甘美さに 心を奪われると､
連中は自分たちが ､ 俗衆の 恐れ る目に 見えない神 々 の 友で あるふりを して ､ 名声 を得よう
と した｡ い っ そう高い名声を得ようと､ 各々 勝手な流儀で神々 を描き出 したり (2 8)､ 好
き勝手に その数を増や したり したの で ､ 一 足 ごとに神を見 い だすありさまにな っ たo
七 ､
形 をな して いな い宇宙の 物質は神 カオ ス と呼ばれた. 同 じように人々 は空を ､ 畑 を､
腐を ､ 火を､ 虜を､ 超静をある神と した (2 9)c 男たちにも ､ 女たちに も同 じ栄誉を与え
た o 鳥､ 順虫類､ ワ ニ ､ 子牛 ､ 犬 ､ 子羊､ 蛇 ､ 豚 ､ 一 言で言 えば､ ありとあらゆる動物や
植物が崇められた (3 0)｡ 一 つ 一 つ の 川 ､ 一 つ 一 つ の 泉が神の名前を持 っ て い た し､ 家
一
軒 一 軒が神を持ち､ 一 人 一 人が自分 の 守護神 を持 っ て い た. つ ま るとこ ろ､ 大地の 上も下
もす べ て に ､ 神 々 や (3 1) 精霊や幽霊や霊が満ち満ちて い た. 想像でき るあらゆる場所
に神々 を思 い描くの で はまだ十分で なか っ た. 人 々 はA執研 こ､ 塵に ､ 粛 こ､ 舟倉に ､ 愛に ､
平 和こ､ 腰 卿 こ､ 争いに ､ 戯 に ､ 名 誉に ､ .斉藤こ ､ ,#,曹に ､ 勉勲こそむく こ とがあると
思 っ た｡ それらに神殿や祭壇をも しも建て なか っ たなら､ い つ でも人間の 頭上に襲い か か
っ てくるやも しれ ぬと思 っ て い る ､ その ような神 々 を傷つ ける ことが あると思 っ た の で あ
る (3 2)｡ つ い で人々 は 自分の 琉夢禅を崇めることを思い つ き (3 3)､ それ をム ー サ〔九〕
と呼 ん で祈願するも のも いれば ､ フ ォ ル jt ク ー ナ 〔- ○〕 と呼ん で自らの 無知を崇め るも
の も■い た o こちらの もの たちはク ピ ー jl
､
､
- 〔 - - 〕 と呼ん で自らの 好色を､ フ yアイ 〔-
ニ〕 と呼ん で自らの 怒りを ､ プy ア - ボ ス 〔 一 三〕 と呼ん で 自らの 性器 を聖 なるもの と し
た (3 4)｡ 要するに神あるい は霊 の名前を冠 しない ようなもの はなか っ たの で ある (四)
(3 5) 〔- 四〕o
4 8
八 ､
宗教の創立者たちは ､ 自分た ちの ペ テ ン の 基盤が 民衆の 無知に ある ことを十分に感 じて
い た の で , 神 々 が宿 っ て い るふりを して図像を崇めさせ ､ こ う して 民衆を無知 の 中にとど
めようと思い つ い た (3 6) 〔一 五〕｡ こ の ような崇拝の お かげで神々 の祭司の上に は黄金
の 雨が降り注ぎ ､ 聖職者 の使用にあてられ るために神聖 なもの とみなされた聖職禄が彼 ら
の 上に ばらまかれ ても ､ 誰にもあえてそれを要求 したり､ ただそれ に触れ るだけの勇気や
大月旦ささえない ありさまで ある (3 7) 〔一 六〕. 祭司たちは民衆をも っ とうまくだますた
めに ､ 自分らが預言者 ､ 先見者､ 未来の ことが分か る霊感者だと想定 し､ 神々 と交托が あ
ると自慢した (3 8)｡ 自らの運命を知りたい と願うの は自然なの で ､ こうい うペテ ン師ど
もは､ 自分たちの企みに この ように有利な付帯状況を無視しないように気 をつ けた(3 9)｡
あるもの た ちは デ ロ ス に ､ あるもの たちはデル ポイ 〔- 七〕 あるい はそ の 他におさまり､
聞かれた ことに あい ま いな神託で答えたの である｡ 女たちさえその ようなことに加わっ た｡
ロ ー マ 人は大きな災い が起こ るとシ ビ ュ レの 書 〔一 八〕 に助けを求めた (4 0)｡ 狂人も霊
感者と見なされたo 死者と親しく交流するふり をしたもの たちは降霊術師と呼ばれ ､ また
鳥が飛ぶ のや獣 の は らわたを見て未来を予見すると言い 張るもの たちもい た ｡ さらに ､ 日
や手や顔を見る と､ また何か異常な事物を見ると ､ どんなもの でも彼 らには 吉兆や 凶兆と
思えるの である ｡ 事実それ ほどに ､ 無知というもの は ､ 誰かがそれをうまく利用する秘訣
を握 っ て しまうと､ どん な刻印でも受け入れて しまうの で ある (五) (4 1) 〔一 九〕｡
九 (4 2)､
だます技で はい つ も達人で あっ た野心家たちは ､ 立法をするとき には この 方策に従い ､
民衆を進 んで服従する気にさせようと (4 3)､ それらの 法は彼 らがある神 あるい は女神か
ら受け取 っ た の だと信 じ込ませた ｡
(4 4) こうした多数の神々 がどのようなもの で あっ たか はともかく ､ その 神々 を崇め
て い た男顔穿と呼ばれる人々 には､ 普遍的な宗教体系などなか っ たo 各国､ 各国家､ 各市､
各人が独自の 祭式を持 っ て い て ､ それぞれ好きなように神に つ い て考えて い た. しか しつ
いで ､ 初めの 立法者よりもずっ と悪賢い ､ 法律や祭礼を､ また自分が打ちたて る狂信を養
うの に適 した儀式 を与 える の だという確信 をは るか に強く持 っ て い る立法者が 現れた｡
そ の ような大勢の 中で ､ 制定 した法と祭礼によ っ て ､ また持ち出した神 に つ い て の 観念
と ､ その 観念を受け入れさせ制定 した法を神 の 法とする際の振る舞い とによ っ て ､ 他 の も
の たちとは 一 線を画する三人の 立法者が アジア には生まれたo モ ー セ が 一 番古く ､ つ ぎに
や っ て きたイ エ ス ･ キ リス トは モ ー セ の構想に したが っ て働き ､ その法 の 基礎だけは守 っ
たが ほか の 部分は廃止 したo 最後に登場 した マ ホメ ッ トは両宗教か ら取り出 したもの で 自
分の 宗教を作り ､ つ い で両者に敵対すると宣言 した｡ これ ら三人の 立法者の 特徴 を見て み
よう ､ また彼らの 振 る舞い を検討した後で ､ 彼らを聖なる人間と敬う人々 と ､ 詐欺師や ペ
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テ ン 師だと考える人々 と ､ どちらの 人々 に より根拠が あるか を判断する ことに しよう｡
原注
(- ) - - 真に引用されたテ ル トクリアヌ ス の
一 節を見よo
(ニ) ホ ッ プ ス 『リヴァイア サ ン』 ｢人間 につ い て｣ 第
一 ニ章､ 五六 ､ 五七 ､ 五 八 頁o
(三) 〔対応する原注は ない ｡〕
(四) ホ ッ プス ､ 同 乱 ｢人間に つ い て｣ 第
一 二章､ 五 八 気
(五) ホ ッ プ ス ､ 同書o ｢人間に つ いて｣ 第
一 二章､ 五八 ､ 五九 頁o
〔凡例で も示 したように ､ 第三章
一 ○ - ニ 三節は省略〕
第四章 (1)
ば っ きクとわ かaJW a一色斉穿
ヽ
モ ー セ ､ イ エ ス そ して マ ホメ ッ トが ､ 私 たちが描きだ したような人々 であるなら､ 神性
に関する真の観念を捜 し求める べ きなの は彼らの書物の なか にで ない ことは明白で あるo
モ ー セや マ ホ メ ッ トが いう出現や協議 ､ また同 じくイ エ ス が い う神 から の生まれ ､ それ ら
は人が生み出せ た ､ またみなさんが真理 を愛す るなら避けね ばならない ､ 最大の
ペ テ ン で
ある (2)o
･- ~ ヽ
神とは見て きたように自然で しかない の だか ら､ ある い はそう言 っ た方がよけれ ば､ あ
りとあらゆる属性と効力を持 っ たあらゆる存在の 集合体で しかない の だ から､ どうしても ､
内在的で あり結果と区別され る ことがない 原因だということになる｡ それは善で ある とも ､
悪 で あるとも､ 義で あるとも､ 慈悲深 い とも妬み深 い とも呼 ばれる こ とは できない o それ
らは人間 に しか合わない性質だ｡ したが っ て ､ 神は罰する こ とも褒美を与える こともでき
は しない だろう (3)｡ この罰や褒美とい うような観念は､ 禅と名づ けられて い る この 単純
な存在を ､ それ にま っ たくふ さわ しくない さまざまな姿で しか概念 しない ､ 無知な人
々 し
か惑わす ことはでき ない (4)｡ 自分の判断力 を用 い (5)､ そ の働きと想像力の働き を混
同せず､ 幼年時 からの (6) さまざまな偏見を振 り捨て る力の ある人々 だけは ､ そ の存在
に つ い て 明噺判明な観念を抱く の で ある (7)o こ う した人々 はその 存在をあらゆる存在物
の源と考える｡ そ して ､ その 存在は あらゆる存在物をなん の 区別 もなく生み 出 し､ その 存
在に と っ て は どれ かがより好ま しい ことな どなく (8)､ 生み出すうえで 人間も
ー 番小さな
岨虫や 一 番小さな植物以上に (9) 手間が か か るわけでは ない ､ と考える 卜〕o
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それ ゆえ､ 一 般に 神と呼ばれ て い る普遍的存在 (1 0) が ､ 蟻より人間を重ん じたり､
石 よりライ オ ン を重ん じた りする (1 1)と思う べ きで はない ｡ その 存在に関する こ･とで ､
美 しい とか醜 い とか ､ 良い とか悪 い とか ､ 完全 とか不完全とかい うもの などは ない . たた
え られようが ､ 懇願 されようが ､ 求 められようが ､ ちやほやされようが ､ そん なこ とには
煩 わされ は しな い し､ 人 々 が何を しようと何 を言おうと動か され る ことも･ない o 愛も憎し
みも抱 い たりはで きない (-)｡ 要するに ､ そ の存在は人間に対 しても､ どの ようなもの で
あれ ､ そ の他の どん な被造物 に対する以上に配慮したりはしない (1 2)｡ そんな区別立て
はす べ て狭量な精神の 持ち主がで っ ち上げたも の (1 3) にすぎない ｡ 無知が思い描き ､
利害が育て 上げて い るもの だ｡
四 ､
だか ら良識あ る人間ならば､ 神々 も地獄も歪も悪魔も ､ 一 般に語られ て い るような仕方
で信じる ことは でき ない ｡ こういう大げさな言葉はみんな､ 俗衆の 目をく らませ脅 しつ け
るため だけにで っ ちあげられた. こ の 真実をさらによく納得したい と願う人々 には､ だか
ら ､ 以下に書く ことに真剣な注意を払 っ て ほ しい し､ 十分な熟慮の の ちに は じめて判断を
下す習慣をつ けてもらい たい (1 4)｡
五 ､
私たちは頭上に無数の 星々 を見て い るの で ､ そこ には自分で動 いて い る同 じ数だけの硬
い 天体が あり ､ それらの なか には ､ 廷臣に取り巻かれた王 のように ､ 神が中央に座して い
る天 の宮廷用 の 天体が ある ､ と想定するようにな っ たo その場所 こそ ､ 善良な魂が肉体を
離れたとき赴くとされて い る福音の住まいで ある (1 5)｡ しか しこ こん なう まらない ､ 良
識 の ある人なら認めようが ない 意見に は関わらない ことに しようo 確か なの は ‥ 牙と呼ば
れて い るもの は､ 私たちを取り巻い て い る流体 の 大気の 続き以外の もの で はない し､ そ の
中をさまざまな惑星が私たちの 住む地球と同 じく ､ なん らかの 硬い 塊で 支えられる ことも
なく自ら動い て いる ことで ある (1 6)0
■一事■
′＼ ､
人 々 は天を想像し神と福音との 住まい と したが ､ ある いは異教徒は神 々 と女神たちとの
住ま い と したが ､ それ と同 じく人々 は以後 ､ 異教徒同様に､ 戯獄ある い は地下の 場所 を思
い描き ､ 悪人の 魂はそ こ に下 っ て行 っ て苦 しめられると断言 した (1 7)o しか し､ こ の 彪
戯 〔ア ン フ エ ー ル〕 とい う言葉はそ の 自然な意味で は低いく ぼんだ場所 をい うにすぎず､
詩人たちが上の 高い とこ ろに あると想定した (1 8) 天の住人たちの住まい と対立させ る
ために ､ 彼らがで っ ち上げたの で ある. (1 9) これが ロ
ー マ 人の イン ア ユ /i,X ス あるい は
イ ン フ ェ 八 またギリ シア 人の /､デヌ 〔二〕 とい う言葉が正確に意味する事柄なの で ある ､
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す なわち墓場 の ような暗い場所や ､ その 他 の深く ､ また暗さゆえに恐ろ しい あらゆる場所
をい う の で ある ｡ そ こ に つ い て 言われて い るこ とはす べ て ､ 詩人た ちの想像力や祭司た ち
の ペ テ ン がもた ら した結果にすぎな い ｡ 前者の 弁論 は隠愉 に富ん で い て ､ 頭 の 弱い ､ 臆病
で ､ 陰欝 な人々 に は強い 印象を与えが ちで ある o こ の ような見解を支持す ると大変な利益
にな る人 々 に よ っ て ､ それ らの弁論が信仰箇条 - と変えられた｡
原注
(-) ｢二寛鮮神々 ぼ そ の 符鹿野 繊 〕ら Lでこ の1/Jい 平安の 2
'
ちで不冴 の 呼を享:穿L て
い alfヂフ巳 粛々 からあ粛 々Ir屠する革 新 jらg)遷<戯れ ､ あらゆa夢Lみとあら ゆる盾
虜 をまぬ が れ ま71- Gらのカl=よ っ て療カ で, 虐ん ら# 々 を必 要t せ ヂ #々 の奉任を感
i:原石 こ t め唐 伽 ばこ J# クl=身をまか すこ t邑あ ク虎なblo｣ ル ク レ テ ィ ウ ス 『幸衛 の本
鰹l= つい
1
て』 第 一 巻五七行以下 〔五セ ー 六 二行〕 (2 0)
第五章
粛l= つい T
ヽ
魂は天や地獄より扱うの にずっ と慎重を要する (1) 事柄で ある ｡ したが っ て ､ 読者の
好奇心を満足させ るために は ､ も っ と紙幅をと っ て これにつ い て語る の がふ さわ しい ｡ だ
がその 定義をする前に ､ も っ とも著名な哲学者たちが どの ように考えてきたか を提示すべ
きだろう (2)｡ 容易に記憶に留められるようにわずかな言葉で それ を してお こう｡
二 (3)､
魂は _孟あ る い は非物質的実体で あると主張 したもの も いれ ば､ それは神性 の 一 部だと い
う説 を立てたもの もい る し､ また､ きわめて微細な空気 と したもの も いれ ば､ 肉体諸部分
の 調和で あると言うもの もい る し､ さらに は､ それ は脳 の 中で血液か ら分離 し､ 神経を伝
っ て分配され る ､ 血液の も っ とも微細 な部分で あると言うもの も い る (4)｡ そう仮定すれ
ば (5)､ 魂の源とはそれが生み出される心臓で あり ､ またそれ は脳 で血液の粗大な部分か
らい っ そう純化 され るの だか ら､ 魂が その も っ とも高貴な機能 を働かせ る場所は脳だと い
うことに なる｡ 魂に つ い て人 々 が作り上げたさま ざまな見解は以上 の とおりで ある ｡ しか
し､ それ らをさらにうまく詳述するために 二 つ に分類 して お こ う｡ 一 方に は魂を物体的な
もの だと思 っ た哲学者たちがお り､ 他方に は非物体的だと見なした哲学者 たちが い る こ と
に なる (6) 〔-〕o
三 (7)､
ビ ュ タ ゴ ラス とプラ トン は魂は非物体的で ある ､ すなわち肉体の 助けが なくて も存続で
5 2
き ､ 自ら動く こ とが できる存在で あると述 べ た｡ 動物の 個々 の魂はす べ て宇宙の普遍的霊
魂の 部分であると主張 し､ これらの 部分は非物体的で非物質的である ､ ある い は ､ 百 の 小
さな火もそ れ らが 取 っ て こ られた大きな 一 つ の火と同じ性質である と容易に思い描 けるよ
うに ､ こ れらの部分も普遍的霊魂と同 じ性質で あると主張 した (8)〔二〕｡
四 (9)､
これらの哲学者たちは ､ 宇宙はすべ て を知り ､ つ ねに活動 して い る ､ 非物質的で 不死 で
不可視の - 実体によ っ て魂を与えられて い て ､ これがあらゆる運動の原因で あり､ そこか
らの流出物たる あらゆる魂の源で あると信 じた (1 0)｡ さて ､ この さまざまな魂はきわめ
て純粋で物体よりは るか に優れた本性 を持 っ て い る の で ､ それらが合体する の は直接にで
は なく ､ 炎だとか ､ 俗衆が天 だと思 っ て い るあの微細で延長を有して い る大気とか の よう
な､ 微細な物体 を媒介にする の だと彼らは言う｡ つ い でそれらの 魂はさらに粗大な物体を
とらえ､ それか らもう少 し粗大な別な物体をとらえるとい うように ､ 続けて段階をお っ て ､
つ い には動物の 目に見える体に合体できるようになり (1 1)､ そこに地下牢や墓場 にはい
る ように降り立 つ の で ある｡ 彼らによれ ば､ 肉体の 死は魂の 生であ っ て ､ 魂は肉体に埋葬
されて い るか の ように なっ ており ､ その も っ とも高貴な機能はほん の わずか しか発揮され
て い ない ､ だか ら肉体の死 に よ っ て魂はその 牢獄か ら脱出し､ 物質から解き放たれて ､ 自
らが流出 してきた世界霊魂- と帯食体するの だという (1 2)｡
したが っ て ､ こ の 見解によれば ､ 動物の 魂はすべ て 同 じ本性を持 っ ており ､ その機能や
働き の 多様性 は (1 3) も っ ぱら魂がは い りこ んだ肉体の差異に由来 して い るとい うo
アリ ス トテ レス はす べ て の 存在に共通する普遍的知性を認め (-)､ これが個々 の 知性に
対 して ､ 光が個々 の 目に対 してなすの と同 じ働きを して い るというo 光がさまざまな対象
を目に見えるようにするように (1 4)､ 普遍的悟性 がこれらの 対象を理解可能なもの にす
るとい う｡
こ の 哲学者は魂を定義して ､ 私たちが生命を持ち､ 感覚し､ 概念を有 し､ 動く ようにさ
せ るもの と したが､ その ように高貴な機能の源で あり原理である この 存在が何で あるか ､
は言わなか っ た｡ したが っ て ､ 魂の本性にか んする疑問の解明を求める べき は ､ こ の人に
対 して で はない (1 5)〔三〕｡
五 (1 6)､
ディ カイア ル コ ス 〔四〕 やアス ク レ ビアデス 〔五〕 や ガ レノ ス 〔六〕 もあ る点で は ､ 魂
は非物体的だと信 じて い たが ､ 別の仕方でで あっ た｡ とい うの も (1 7)､ 魂は肉体の 諸部
分の 調和以外の も の で はない ､ すなわち ､ 基本要素の 正確な混合と ､ 諸部分と諸体液と動
物精気の 配合とから結果するもの 以外で は ない と言 っ て い た からだ｡ だか ら､ 健康は健康
に暮らす人の 内にあるとはい え､ け っ してそ の 人の 一 部分で はない ように ､ それと同 じく ､
魂は動物の 内に あるとはい え､ け っ して動物の 諸部分 の 一 つ で はなく ､ 動物 を構成 して い
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るあらゆる部分の 一 致なの である ､ と彼らは言う (1 8)0
これ に関 して ､ これ らの 著作家が自分たちの 意図とはま っ たく反対の 原理 に基づ い て ､
非物体的魂を信 じて い る こ とに注目す べ きで ある｡ という の は ､ 魂は け っ して物体で は な
く ､ 物体に分か ちがたく結びつ けられたあるもの で しか ない と言うこ とは ､ 魂は物体的で
あると言 うことだからだo 単に物体で あるもの だけでは なく ､ 形相や偶有性や物質か ら分
離 しえない もの のす べ て をも､ 人は物体的と呼ぶか らで ある (1 9)0
以上が魂は非物体的ある い は非物質的で あると主菜する哲学者たちで ある｡ 彼らの 意見
が 一 致 して い ない こ と､ したが っ て彼 らの言う ことに信 じる価値が ない ことが分かるだろ
う｡
魂は物体的 ある い は物質的で あると認めた哲学者たちに移ろう (2 0) 〔七〕.
六 (2 1)､
デ ィ オ ゲネ ス 〔八〕 は魂が空気 か らできて い ると信 じ､ そ の こ とから呼吸の 必要性 を導
きだ した し､ また魂は 口か ら肺をとお っ て 心臓 に達 し､ そこ で暖められ て全身に分配 され
る空気 で ある と定義 した 〔九〕｡
レ ウキ ッ ボ ス とデモ クリトス 〔- ○〕 は (2 2) 魂が火 か らなり､ 火 と同 じく肉体 の あ
らゆる部分に簡単に入り込み肉体を動かす諸原子か ら構成されて い ると言 っ たo
ヒ ッ ポクラテ ス 〔- - 〕 は魂は火 と永か ら構成されて いると言 っ た｡ エ ン ペ ドク レ ス 〔一
二〕 は 四元素か ら構成されて い ると言 っ た ｡ エ ピク ロ ス 〔一 三〕 は (2 3)､ デモ クリ トス
と同 じく魂は火 から構成されて い ると言づ たが ､ その 構成の 中に は空気と蒸気 と､ 名前は
ない が感覚の原理 であるもう - つ の 実体とが入 っ て いると付 け加 え､ これ らの 四 つ の異な
っ た実体か らきわめて微細な精気 が作られ ､ これが体全体に広が り ､ これ が魂と呼 ばれ る
べ きだと言 っ た 〔一 四〕(2 4)o
デカ ル トも (25) 魂は 物質的で はない と いう哀れなさまの 主張を して い るo 虞:れ唐さ
まと い うの は ､ こ の 問題 に つ い て こ の 偉人 ほ どひ どい推論を した哲学者は いなか っ た か ら
だ
｡ 以下 の ようにふるま っ て い るの で ある(2 6). 彼はまず自分 の体の存在を疑 い(2 7)､
それ は存在 しな い と信 じ､ それか ら次の ように推論すべ きだと言うo 併ぼ存窟 L凌 い ､ i
か L者Ii存存すa ､ そカ ゆ虐承If%勝でぼ磨 い ､ Lたが っ て者If/密着すa二穿併で L かあク
克彦 い､ と. こ のすばらしい推論 がお の ずと成り立たない の はは っ きり して い ると しても ､
私の 見解が どの ようなもの か を簡単に述 べ てお こう 〔- 五〕(2 8)0
-
､ デカ ル ト氏が 持ち出す こ の懐疑は ま っ たくありえない ｡ ときに は物体が存在す る こ
とを人 が考えない こ とはありう る 〔- 六〕 と しても､ 物体 の ことを考えるとき にそれが存
在する こ とはやはり真実だか らだ (2 9)｡
ニ ､ 物体 は存在 しない と信 じるもの は だれで も､ 自分 は物体 の 一 つ で はない と確信 して
い なければならない ､ だれ も自分自身 につ い て疑う ことはできない の だから｡ あるい は 〔 -
七〕､ 彼がその ことを確信 して い るなら､ その懐疑はだから無駄なもの で ある (3 0)0
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三 ､ 魂は思考す る実体だと彼が言うとき ､ 私た ちになにか新しい ことを教えて い るの で
はない (3 1). だれ でもそれに 同意 して い るが ､ 車間は こ の 思考する実体が なにか を決め
るこ とであり ､ ほ か の もの 以上に彼がそ れ を行 っ て い るわ けではない 〔
- ノし〕｡
七 (3 2)､
彼 が行 っ たように言を左右 しない た めに は ､ あらゆる動物 の ､ そ こには動物と同 じ本性
をも つ がも っ ぱら器官と体液の 差異に よりさま ざまな能力を発挿する人間も含めて ､ それ
らの魂に つ い て 人が形成 しうるも っ とも健全な観念をもつ ためには ､ 次の 点に注意を払わ
なけれ ばならない (3 3)0
確か に宇宙にはきわめて微細な流体が (3 4)､ ある い は､ きわめて細かな常に運動して
いる物質が 存在 し､ その源は太陽に あるが ､ 残り の部分はほか の諸物体の 中に ､ それ らの
本性や強固さに応 じて多くあるい は少なく ぼらまかれて い る (35)｡ これが世界霊魂とい
うもの で あるo これが世界を支配 し､ 世界に生命を与え､ その 一 部が世界 を構成して い る
あらゆる部分に分配 されて い る｡
(3 6) こ の魂は宇宙に存在す るも っ とも純粋な火で ある｡ 自ら燃えることはない が､
入 り込んで い るその ほか の物体の微粒子 にさまざまな運動 を与 えて燃え､ 熱を感 じさせ る
(3 7)｡ 目に見える火は空気より､ 空気 は水 より この 物質 (3 8) を多く含み ､ 土は ごく
わずか しか含んで い ない ｡ 植物は (3 9) 鉱物 より多く含み ､ 動物はさらに い っ そう含ん
で い る (4 0)｡ さらに ､ 体の 中に含まれたこ の火 のお か げで体は感覚でき るよ.うになり､
これ が粛と呼ばれ るもの ､ ある い は体の諸部分に広が っ てI､る粛勿頗粛と名づ けられてい
るもの で ある｡ (4 1) さて確かに ､ こ の 魂はすべ ての 動物におい て同 じ本性をもっ て い る
の だか ら､ 人間が死 ぬときにも動物が死ぬときにも消え去るの で ある 卜 九〕｡ そこか ら､
詩人や神学者があの世につ い て 私たちに語 る ことは ､ 彼らがたやすく推測できる理由か ら
生み出 しばらまい た架空の 話だ (4 2) とい う ことになる｡
原注
(- )〔ピエ ー ル ･〕 ベ ー ル の 『〔歴史批評〕 辞典』､ ア ヴ ェ ロ エ ス の項目 を見よ (4 3) 〔二
○〕｡
第六 章
磨鯵と呼ばれ a 虚飾l= つい T
ヽ
私た ちは他 の と ころで 卜〕 霊体とい う概念が どの ように して人 々 の あい だに紛れ込ん
だか を語 っ た し､ 霊体は人々 自身の想像力の なかに しか存在 しない幻影 にすぎない こ とを
示 した (1)0
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人類 の 初めの博士た ちは こ の 幻影 が何で あるか を民衆に説明できる ほ ど知識が なか っ た
が (2)､･それで もとに かくそれに つ い て考えて い る こ とを民衆に語 っ た｡ 幻影 は消えて し
ま い どん な堅牢さも備 えて い ない ことか ら､ それらを葬 郷 唐g) の､ :葬% 紳 /J邑の ､
質料の な い形相 ､ 色 ある い は形 の ある物体を何ももたない色 と形だと呼び ､ それらは人間
の 目に見える ようになり た い ときに は ､ 衣服の ように空気を着るこ とが でき ると語 っ たも
の もい る｡ また ､ それ らは命 の ある物体だ が ､ 空気 あるい は他 の も っ と希薄な物質か らな
っ て い て ､ それ らが現れた い とき には意の ままに濃密化す るの だと言 っ たもの もい る 〔二〕｡
∵ ヽ
こ の 二 種類の 哲学者たちは幻影 に つ いて も っ て い る見解で は対立 して いたが ､ それ に与
える (3) 名称では - 敦して いたo どちらも魔物と呼ん で いたの だからo こ の 点で彼 らは､
眠 っ て い るとき に死者の魂を見る と信 じたり ､ 鏡の 中の自分を見るときにまさ しく自分自
身の 魂を見て い ると信 じたり ､ さらには水面に見える星 々 は星々 の魂だと信 じたりす るも
の たちと同 じほ ど愚 かだ っ た (4) の で ある｡ こ の 滑稽な見解に したが っ たために ､ これ
に負けず劣らずばばかげた誤謬に陥り (5)､ これらの幻影 には無制限の力があると信 じ込
ん だo 根拠を欠 い たもの だが ､ 自分たちが知らない 存在に は不可思議な力 が あると想像す
る無知な人 々 にはよく 見られ る概念で ある (6) 〔三〕｡
+▲ヽ
こ の 滑稽な見解が広 められる と, たちまちのうちにそれを立法者たちが (7) 自分たち
の権威づ けに用い るようにな っ た｡ 彼 らは霊体の信仰を打ちたて ､ それ を宗教と呼び ､ 目
に見えない力 にたい して民衆がも つ 恐れによ っ て彼 らに義務を遵守させようと望ん だ (8)0
そ して さらに こ の 教義に重みを付け加 えようと ､ 慶伊ある い は魔物を良い も の と悪 い もの
とに区別 し (9)､ 前者を人々 が法 を守 るよう鼓舞するもの と し､ 後者を人々 を抑止 して法
を破らない ようにさせ るもの と したQ
魔物 とは何 かを知 る には ギリシ ア の詩人や歴史家たち (1 0) が書い たも の を読み さえ
すればよ い ､ とりわけそれ に つ い て - シオ ドス 〔四〕 が 『神統記』 で 書いた ことを読め ば
よい ｡ 神 々 の 系図や 生まれがそこで た っ ぷり語 られて い る 〔五〕｡
四､
それらを初めて発明 したの は ギリ シア人たちで ある ｡ 彼 らめもとか らその 植民地 を介 し
て (l l)､ ア ジアや エ ジプ トやイ タリア - と伝わ っ て い っ た (1 2)｡ そ の ような所で ､
ア レ クサ ン ドリア 〔六〕 やそ の他 に散らば っ て いた ユ ダヤ人は それらの こ とを知 っ た の で
ある ｡ 彼 らも他 の 民族と同 じようにそれ らの ことを巧み に利用 したが ､ ギリ シア人 の よう
に 良い 霊体と悪 い霊体を無差別に 魔珍とは呼ばずに悪 い もの だけをそう呼び ､ 農耕や 禅の
名 は良い 魔物だ けに取 っ てお き ､ 良い 霊体によ っ て霊感を与えられたもの たちを顔吉夢と
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呼ん だ ｡ さらに ､ 自分たちが大きな福と見なす事柄 はす べ て神的な霊体が行 っ た こ とで ､
大き な災い と評価する事柄はす べ て カ ニ
ー タイ そ ンあるい は邪悪な霊体が行 っ た こ とと見
なした (1 3) 〔七〕｡
五 ､
善なるも の と悪なる もの の こ の 区別か ら (1 4)､ 彼 らは私たちが腰滋347,煮 きちが い､
鑑八､ 慮癖あちと呼ぶもの たちを､ また同じく分か らぬ言葉を しや べ っ たもの たちの こ と
を､ 慶紛膚きと呼んだo 彼らの 見解で 臥 不細工 で不潔な人間は不浄な霊体にとり つ かれ
たの で あり ､ 唖 の人 は唖の 霊体にとりつ かれたの で ある. つ い に 屠顔や 磨珍とい う言葉は
彼 らに と っ てま っ たく身近なもの となり ､ どん な場合で あれそれらに つ い て語 るようにな
っ た o そこか ら明 らか なの 臥 ユ ダヤ人もギリ シア人と同じように , 霊体あるい は幻影は
単なる幻や幻視で はなく ､ 想像力とは無関係な現実的な存在だと信 じて い た こ とである(1
5) 〔八〕｡
_ ⊥_ I
′ヽ ､
こうしたわけで ､ 聖書全体に霊体や魔物や魔物潰きに つ い て の作り話が詰 め込まれて い
るの で ある (1 6)｡ しか し､ それらが どの ように して い つ創造されたかは どこにも書かれ
て い ない ｡ お こが ま しくも天地創造につ いて 語ろうとしたと言われる モ
ー セ に ､ こ の 点で
掛まとん ど弁解の余地はない (1 7). 天使や良い霊体や悪 い霊体に つ い て あれ ほど頻繁に
語 っ て いるイ エ ス も ､ やはりそれらが物質的な の か非物質的なの か につ いて は私た ちに語
っ て い ない (1 8)｡ これは二人ともにそれらに つ い て ､ ギリ シア人が彼 らの 先祖に教えた
こと しか知らなか っ た こ とを示 して いる ｡ そうで なければ､ イ エ ス
･ キ リス トの こ の 沈黙
は､ す べ て の 人間に与 えうる.と断言 した恩寵や信仰や敬神 を彼らに 拒絶する彼
の 悪意に負
けず劣らず､ や はり非難すべ きもの であろう (1 9) 〔九〕｡
だが 霊体 の こ とに 戻れ ば､ 慶軌 サタ ン､ 頗 とい う言葉は なん らか の個体を指 し示す
固有名詞で はな い し､ そ の 言葉を発明したギリ シア人 の 間で あれ ､ 採用 した ユ ダヤ人の 間
で あれ ､ そんなもの を信 じたの は無知な人々 以外 にい なか っ たことは確かで ある (2 0)o
後者の人々 が こ れらの 観念に汚染されて 以来 ､ 彼らは戯や 資産着や戯密着 (2 1) を意味
する これらの言葉をあるときには目に見えない 力に ､ あるときには目に見えるもの (2 2)､
すなわち異教徒に当て は めたo 異教徒は彼らの見解で 臥 神 の 王国に住むの は自分たちし
か い ない の だか ら､ サ タ ン の 王国に住むの だとい うの で ある 卜 ○〕.
七 ､
イ エ ス ･ キリ ス トは ユ ダヤ人で ､ したが っ て こう いう臆見が絡み こん で い た の だから､
彼の 福音書や弟子 の 書き物に 戯 や サタ ンや 戯耕とい う言葉が頻繁に見られ ､ あた かもそ
れが 実在の ある い は現実の なにか であるか の ように言われて いて も驚く必要 はない o しか
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し､ す で に指摘 した ように ､ これ以上 の 架空の もの な どな い こ とはきわめて は っ き り して
い る し､ か り に私たちが 語 っ たこ とでは まだその 証明に十分で ない と して も ､ 頑固な人を
納得させ る の に あと 二言三言 しか 必要あるまい (2 3)0
キ リ ス ト教徒 ならだれでも ､ 神が 万物 の源 (2 4) で あり､ 万物 を創造 し､ 維持 し､ 神
の 支えが なければ万物は無に帰 して しまうだろうとい うこ とで は意見が
一 致 して い る し､
こ の 原理 に従えば神が 戯 や サタ ンと (25) 呼ばれ るもの を創造 した の は確か で ある｡
さて ､ 神が善なるもの を創造 したに せ よ悪なるもの を創造 した にせよ (こ こ で はそれ は問
題で はな い)､ それが 第 一 原 理 の作物 で あるの は間違い がな い (2 6)｡ 人が言う ようにい
か に邪悪 で あ っ て もそれが存続 して い るなら､ それはまさ しく神 の意志に よ っ て (2 7)
で しか ありえな い ｡ さて ､ 神 を死 ぬ ほ ど憎み絶えず呪っ て い る だけで なく ､ さらに苦しめ
る (2 8) 楽しみを得ようと神 か らその 友人たちを離反させ ようと努めて い る ある被造物
を､ 神 が存続させておくと考える こ とがどう して できる の だろうか o つ まり ､ 神が その悪
魔を生き なが らえさせて ､ 自らに ありとあらゆる苦しみ を与 えさせ ､ そんな力が あれば自
らを廃位させ ､ 自分の 気に入り の ものや選ん だもの が仕える の を邪魔させ るとい うこ とが ､
どう して可能なの だろうか (2 9)｡
こうい う こ とで神の 目的とはなんなの か ､ というより､ 悪魔や地獄に つ い て語るこ とに
ょ っ て人 は私たちに何 を言わん と して い るの か ｡ 神 にはなん でもでき ､ 神なく して は何も
できな い なら､ どう して 悪魔が神 を憎み ､ 呪 い ､ 神か らその 友を奪うとい うことになる の
か ｡ 神 はそれ に同意 して い るの か ､ 同意 して い ない の か ｡ 同意 して い るなら ､ 悪魔は神 を
呪 っ て もす べ き ことを して い る にすぎない ｡ 神が望んで い る こと しかで きな い の だか らo
したが っ て ､ 自らを呪 っ て い る (3 0) の は悪魔で はなく神自身なの だo こ ん なこ と 臥
ばか げた ことこ の うえな い (3 1)｡ 同意して い ない なら､ 神が全能 であると いうの は真実
で なく ､ したが っ て善と悪の 二 つ の 原理があ っ て ､ 一 方はある ことを望み ､ 他方はそ の反
対 の こ とを望ん で い る ことになる (3 2)｡ こ の推論は私たちをどこ へ 導く だろうo わた し
たちは反駁 の余地 なく次の ことを認め ざる をえなくなる. すなわち､ 神も悪魔も天国も地
獄も魂もけ っ して宗教が描くようなも の で はない こと ､ また､ 神学者すなわ ち作り話 を真
理だと言 っ て あるく人々 は ､ 民衆の 信 じやすさに つ けこん で巧みに好き勝手 なこ とを信 じ
込まそうとする不誠実な人々 で ､ まる で俗衆はま っ たく真理に はふ さわ しく ない と､ ある
い は俗衆は理性的な人 なら空虚 ､ 無 ､ 狂気 しか見い だせ ない ような架空 の話 の みで養われ
る べ きだ ､ と して い るこ とを認 め ざる をえなく なる (3 3)0
ず いぶ ん前か ら世界はこ うい うばかげた臆見に汚染されてきたが､ それ でも迫害をもの
ともせず ､ こ の小論で してき たように ､ それぞれ の時代の ばか げた事柄に抗議の声 を上げ
た､ し つ かり した精神 をもつ 人 々 や誠実な人々 は何時の 時代に もい た の で ある (3 4)｡ 真
理 を愛す る人々 は こ の 小論 の うちに間違い なく いくらかの 慰 めを見い だすだろう し､ わた
しは そうい う人たちに気に入 っ ても らい たい の で ､ 偏見が不可謬の 神託の 代わりを して い
るような連中の 判断な ど気に は して い ない (3 5)0
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論考了
異文
第 一 章
(1) ｢この 特典を享受する｣ が ｢真理 を知 る｣ となっ て い る｡
(2) こ の 一 文は ､ ｢おおかたの 人が ､ 独力で真理を捜 し求め ることはできない と思い 込ん
で い る か ､ そん な苦労は したくない と思 っ
.
て い るからだ｡｣ となっ て い る｡
(3) ｢- ･ - な い ｡ それこ そが - - ｣ とい う二文の連なりが ､ ｢- - な い か らだ｡ 実際それ
こそが - - - ｣ とな っ て い る｡
(4) ｢また宗教を構成する その 他ほとん どすべ ての 事物に つ い ての｣ は､ ｢またそれ らに
付随するあらゆる錯誤 につ い て の｣ とな っ て い る｡
(5) こ の 一 文は ､ ｢生まれたときか らの偏見に安住す ること､ そ して既成の見解を守るた
め に金をもらい ､ だから真実であれ嘘であれそれを民衆に信 じ込ませると金 になる
連中にすべ て の決定を委ねるこ と､それが優勢となっ た習慣なの だ｡｣となっ て い る｡
(6) ｢誤 っ た｣ は ､ ｢精彩の ない｣ となっ て い る｡
(7) ｢それらを民衆が信 じ込むように - - 恐れて い るからだ｣ は､ ｢それらを検討もせず
信 じるよう民衆は教え込まれ ､ また自分たちが陥っ て いる誤謬に気づか せてくれ る
かも しれない 本物の学者に対して ､ 嫌悪を植え付けられて いる ことで ある｡｣
(8) ｢大成功を収めて い る｣ は｢この 点で大成功を収めて い る｣ とな っ て い る｡
(9) ｢こ うい うペ テ ン師た ち｣ は ｢連中｣ となっ て い る｡
(1 0)
(l l)
(1 2)
(1 5)
｢低劣な｣ はない ｡
｢卑劣な導き手 のくびきか ら｣ は ｢個人的な利益の ために 民衆をそ ん な
中に押 し止 めて い る､ 金銭ずく の連 中のくびきから｣ とな っ て い る｡
この 一 文は ､ ｢その ため には自分の理性 を用いさえすればよ い だろうし､
理性の働き を自由に してやれば､ 民衆が真理を発見 しない ことはありえない ｡｣とな
っ て い る｡
ここ に改行はない ｡
改行か らこ こまでは､ ｢確か に ､ 民衆が理性を用い ないようにするために ､
その導きに身を委ねれば道を誤らせる案内人の ように ､ また人 をだます明かりで深
い淵に誘い込む鬼火の ように ､ 理性というもの は描き出されて い る｡ だが ､ 理性に
反対を唱える こ とを職業に して いる連中も ､ さん ざん理性に噛み つ き ､ 理性などま
っ たく腐敗堕落 して い ると言い 立て たあとでは､ 今度は全力をあげて 理性を自分の
側 につ けよう とし､ 自分たちの意見を叩く人々 はヲ里性的でない と信 じさせようとす
る｡ こう して ､ 絶え間なく矛盾を犯すか ら､ 彼らの 主張をとらえるの はたやすくな
い の で ある｡｣ とな っ て い る｡
｢正 しき理性 こそ - - ･｣ 以下は ､ ｢確かなこ とは ､ 正 しき理性こそ人間が
つ き従う べ き唯 - の 光であり ､ 民衆も人々 が彼らに信じ込まそうと して い る ほど､
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(1 7)
(1 8)
(1 9)
(2 0)
(2 1)
理性 を用 いる ことが できな い わけで はない という こ とだ｡ 古い偏見 の中に民衆を押
し止 め､ 誤 っ た推論を追認 してやるため に払う努力を､ 彼 らの推論 を正 し､ そ の偏
見か ら目覚め させ るた めに振 り向けるなら､ 民衆も少 しずつ 目を開き真理を受け入
れ るようになり ､ 神はま っ たく彼らが思い 込んで い るようなもの で はない と分 かる
こ とだろう｡｣ となっ て い る ｡
冒頭か らこ こ まで は ､ ｢神が怒 っ たり妬んだり しない こ と､ また義や慈悲
は神 に与 えられた誤 っ た形容である こと､ さらに預言者や使徒たちが神に つ い て語
っ たどん なことも神 の本性や本質をなすわけで はない こと ､ こ うい うことが分か る
に は ､ 実際､ 高遠な思弁 も必要なければ自然の秘密に深く通 じる必要もない ｡ わず
かな良識 がありさえすればよい ｡｣ とな っ て い る｡
改行はない ｡ また ､ 冒頭に ｢実際｣ はない ｡
｢そうい う博士 たちは｣は ､｢そうい う連中は こ の 問題で｣とな っ て い るo
｢ - - あるわ けでもなく｣ は ､ ｢- - ･ あるわ けで もない の は まちが い な
い
｡｣ となっ て い る｡
｢それ どころか - - ｣ 以下は ､ ｢それ どこ ろか , こうい う点で彼らが言う
こ とは民衆で でもなけれ ば信 じない ほ ど粗雑なの で ある.｣ とな っ て い るo
こ の 一 文は ､ ｢これはおの ずと明らかな ことだが､ も っ とは っ きり分かる
ようにするために ､ 彼らが他の人 々 と違う人間であると思 えるか どうか を見て みよ
(2 2)
(2 3)
(2 4)
(2 5)
う｡｣ とな っ て い る｡
｢生まれや生涯 における - - ･｣ 以下は ､ ｢生まれや生涯に おける通常の職
務に つ いて は彼らにも人間を超 えるようなところはない し､ 男 と女か ら生まれ ､ 私
たちと同様な仕方で生活 を立てて い た ､ ということで人々 の意見は 一 致 して い る｡｣
とな っ て い る｡
｢精神に つ い て は - - ･｣･以下は ､ ｢だがその 精神に つ いて は ､ 神が じか に
霊感 を授けて指導して い た し､ その 知性 は私たちの 知性より はる かに啓発 されて い
た ､ と主張されて い る ｡ 民衆は迷妄に陥りが ちだとい うこ とは認 めなけれ ばならな
い
｡ 神は他の 人々 より預言者を愛 し､ 特別に自分の 意志を彼 らに伝えたの だと言 わ
れた民衆は ､ それだけで これ をま るで証明されたこ とで あるかの ように固く信 じ込
ん で い るo｣ とな っ て い るo
｢人間はみな - - -｣ 以下は､ ｢人間はみな似かよ っ て い る し､ みな同 じ根
源を持ち､ その根源との 関係で は どんな存在も同等だと いうこ とを考えもせず､ あ
あいう連中は異常なタイプの 存在で ､ 神の 託宣を述 べ て回るための 特別 な人々 だと
民衆は信 じて い る｡｣ とな っ て い る ｡
こ の 一 文は ､ ｢しか し ､ 彼 らは 一 般大衆より才気が あるわけでもなく ､ 他
の 人々 より い っ そう完全な知性を持 っ て い るわ けでもない し､ い っ たい他に連中の
書き物 の 中に ､ 彼らに つ い てそ の ような見解を抱かせ るどん なもの が見られ るとい
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(2 7)
(2 8)
(2 9)
(32)
(3 3)
(3 4)
(3 5)
(3 6)
(3 7)
(3 8)
(3 9)
うの か ｡｣ とな っ て い る ｡
こ の 一 文末尾は､ ｢ - - わか っ て い なか っ たし､ ま っ たくの 無知だ っ たと
は っ きり見て取 るこ とが でき る｡｣ とな っ て い る ｡
こ の 一 文は ､ 冒頭と末尾が ｢彼 らが人 々 か ら信頼を得 た理由 は と言え
ば､ - - 神か ら聞き知 っ たと彼 らが自慢 したからで ある｡｣ とな っ て い る｡
｢夢ほ ど - - ｣ 以下は､ ｢というの も､ 夢は自然的なもの で ､ しかも精神
がまどろん で い る状態なの だから､ よほ ど自惚れた人間か ､ よほ ど愚 か な人間でな
ければ､ 神が そんな状態の ときに自分に話 しか けたなどと自慢 したりは しない か ら
だ｡ また ､ とて もそうとは思えない の に ､ そん な自慢を信用 して夢が託宣だと信ず
る者は ､ 同 じく よほど軽信であるにちが い ない ｡｣ となっ て い るo
｢仮に - - ｣ 以下は ､ ｢仮 に神が夢や幻その他 の手段で が自分の 意志 を誰
か に伝えたと仮定すると しても､ そんなことを信ずる義務は誰にもない だろう｡ そ
の 人間が誰か ペ テ ン師にだまされて いたの では ない か ､ 自分で幻想を作り上げたの
で はない か ､ さらに他人をあざむくつ もりだっ たの で はない か ､ と疑う理由がい つ
でもあるはずだからだ｡｣ となっ て いる｡
こ の 一 文で は ､ ｢およそ｣ はない o
この 一 文では ､ ｢反乱の種を蒔く だけで｣ は なく､ ｢主権者たち｣ は ｢正
当な国王たち｣ となっ てい る｡
この 一 文は ､ ｢つ い にはイ エ ス ･ キリス トもそうした刑罰 に屈 したの であ
る｡｣ とな っ て い る｡
この 一 文の 末尾は ､ ｢ - - か らで あるc｣ とな っ て いるo
原注末尾に ､ 以
i
Fの ような出典指示 があるo ｢『民数記』 第二 五章 一 一 九
節o｣
｢四 百人の うちに｣ は｢時には 四百人のうちに｣ とな っ て い る｡
｢神と｣ は ｢個人的に神と｣ となっ て い るo
｢必ず しも｣ はない ｡
こ の 一 文は､ ｢以上を承知のう えで ､ 霊感を受けた者や預言者たちが神に
つ い て抱い たさまざまな観念を検討 してみ ようo｣ とな っ て いる o
こ の 一 文の 代わ りに , 以下の ような文章が続き ､ 次の ｢ミカヤ は - - ･｣
という文に接続 して い る｡ ｢そうすれば､ それらの観念が い かに粗雑で矛盾 に満 ちて
い るか がわか るだろう. 彼らの 言葉を信 じれば､ 神は 自分に似せて 人間を作っ たそ
うだが ､ その 人間に神は似て いるわけで ､ 人間の ように眼や耳や鼻や 口や腕や手や
足や心臓や 内蔵を持 っ て い る｡ 愛や妬みや憎 しみや喜びや悲しみや快や苦や希望や
恐れや嫌悪や怒りや激情や復讐心などとい っ た､ 人間と同 じ情念にもさらされて い
る｡ 彼らの観念の 粗雑さは以上の とお りで ある｡ 以下がそ の矛盾 である｡ 神 は どん
な物体的なもの にも似て い ない 純粋な精神で あると彼 らは言 っ て い る｡ しか しなが
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ら ､ ミカヤ は - - ･｣
この 箇所に以下の よう な原注が付 い て い る｡ ｢『列 王紀上』 第二 二章 一 九
節｡｣
こ の 箇所 に以下 の ような原注が付 い て い る｡ ｢〔『ダニ エ ル 書』〕 第七草九
節｡｣
この 箇所 に以下の ような原注が付 い て い る｡ ｢〔『ェ ゼ キ エ ル 書』〕 第 一 章
ニセ節｡｣
｢『新約聖書』 で は - - ｣ 以下 ､ 次の ようにな っ て い る｡ なお ､ 以下の 本
文に付 けられた原注は ()を用 い て本文中に訳出する｡ ｢聖霊まで も物体的な姿で見
られたの で ある｡ バ プチ ス マ の ヨ ハ ネはそれを鳩の形で (『マ タイ に よる福音書』第
三章 一 六節)､ 使徒たちは火 の 舌の形で (『使徒行伝』 第二 章三節) 見て い る｡｣
｢彼 らの 見解 の矛盾 に つ いて言 えば - - ･｣ 以下､ ｢- - ･ と エ レ ミヤ は言 っ
て い る｡｣ まで ､ 以下の ように文章となっ て い る｡ なお､ 以下の本文 に付 けられた原
注 は ( )を用 い て本文中に訳出する｡ ｢さらに彼らは神に人間の 手足を与えて ､ 前
に指摘 したように ､ 神は 自分 の姿に似せて人間を作 っ た (『創世記』 第 一 章二 六節)
と言う｡ また彼らは ､ 神は 目に見えない し (『- ブル人 - の 手続』 第 一 一 章ニ セ節､
『テ モ テ - の 第 一 の 手枕』 第 一 章 一 七節)､ 神を見た者はまだ 一 人もい な い し (『ヨ
ハ ネに よる福音書』 第 一 章 一 八節)､ 神 を見て生きて い られ る者は い ない (『出 エ ジ
プ ト記』 第三 三幸ニ ○節)､ と説 い ておきなが ら､ ヤ コ ブも (『創世記』 第三 二幸三
○節)､ ヨ ブも (〔『ヨ プ記』〕 第四 二章五節)､ モ ー セ とア ロ ン とナ ダブとア ビウとイ
ス ラ エ ル の 七十人の 長老も (『出 エ ジプ ト記』 第二四章九 ､ - ○､ - 一 節)､ マ ノア
とそ の妻も (『土師記』 第 一 三章二 二節)､ また預言者の大部分やその 他数えきれな
い人 々 も ､ 生きて い るあい だに神 を見た し､心の清い人たちは あの世 で神 を見る(『マ
タイ による福音書』 第玉章八節) らしい の で ある｡ また私たちもあの 世では神 と顔
と顔 を合わせ (『コ リシ ト人 へ の第 一 の 手紙』第 一 三 章 一 二節)､ 神と似た者となり､
ありの ままに神 を見る (『ヨ ハ ネの第 一 の手紙』第三章二節) と言うの である｡ 彼 ら
は私たちに ､ 神は善良で あり､ 穏やかで ､ 慈悲深く ､ 優しく ､ 情け深く ､ 寛大で ､
慈愛にあふれ ､ 忍耐強い し､ 悪人 の死 で はなく改心をこそ好む (『ェ ゼキ エ ル 書』第
一 八章二 三 ､ 三 ○節) と言う 一 方で ､ 神は厳 しく ､ 恐 ろしく ､ 恐怖を与 えるもの で
あり､ 焼き尽くす火で あり ､ 悪人 どもを滅ぼすの を喜び(『申命記』第二 八草六 三節)､
悪人 どもが恐慌にあうの を笑い ､ あざけり ､ 彼らが神を呼び求 めても答えな い (『蔵
言』 第 一 章二 六 ､ ニ セ ､ 二八節)､ と言 うの で あるo｣
｢『創世記』 では ･ ･ - ･｣ 以後 ､ 次の ような文章とな っ て い る. なお ､ 以下
の本文に付 けられた原注は () を用い て本文中に訳出す る｡ ｢『創世記』 で は ､ 人間
は善を行 い ､ 罪を犯 さない の も自分次第で ある (第四章七節) もの として描か れて
い るが ､ 聖 パ ウ ロ はそれと反対 に ､ 人間はま っ たく特別な恩寵が なけれ ぼ情欲 を抑
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えられ ない (『ロ ー マ 人 - の 手紙』 第七章 - 八節､ 第九章 一 ○ - 一 六節) と説いて い
る｡『出 エ ジプ ト記』では ､ 神 は父の 不義を子に報い て 四代に及ぼす(第ニ○章五節)
と言われて い るの に ､ 『ェ ゼ キ ュ ル 書』 では ､ 父 の不義は子 に負わせ ない (第一 八章
二 ○節) と言わ れ てい る｡ サム エ ル は 『民数記』(第二三章 一 九節) にならっ て ､ 神
は悔い る ことはない (『サム エ ル 記上』第 一 五章二 九節)
r
と言うの に ､ これと反対に
エ レミヤは ､ 神はある民または国に与えると言 っ た幸 いや災い を思い 返す (〔『ェ レ
ミヤ書』〕 第 一 八草七 ､ 八､ 九 ､ - ○節) と言い ､ ヨ エ ルも神は苦 しませた こ とを悔
い る (〔『ヨ エ ル 書』〕 第二章 一 三節) と言う. さらに､ 神 は人間を作っ たことを悔い
た し (『創世記』 第六章六 ､ 七節)､ サウル を王 に立て たことを悔い た し (『サム エ ル
記上』 第 一 玉章 - 一 節)､ ニ ネべ 人に下すと言 っ た災い を思い返 した (『ヨ ナ書』 第
三章 一 ○節) の である｡｣
(4 6) ｢こ の ようなもの が ､ あの霊感を受けたと称する看たちが - - ｣ 以下こ
こまでは ､ 次の ような文章 になっ て い る｡ また, この 文章冒頭で改行されて い る｡
｢こうい う連中が夢や霊感や法悦や幻視や啓示 の 状態で ､ 神に つ い て抱いた見解は
以上の とおりで ある｡ 以上が彼 らが私たちに信じさせたい と思っ て いる事柄で ある｡
だが, こん な矛盾に満ちた事柄を信 じるに は､ モ ー セ の 巧妙さに もか かわらず､ 子
牛が自分たちを エ ジプトか ら引き出 してくれた神だと信 じた人々 ほ ど頭が悪く ､ 愚
かで なけれはならない だろうo｣
(4 7) ｢しか し､ 隷属の なかで - - ｣ 以下 ここ までは ､ 次の ような文章にな っ
て い る ｡ ｢しか し､ 隷属の なかでまた迷信の なかで育て られた 一 民族の夢想などにこ
れ以上足をとどめずに この 章を終え､ 今述 べ たことか ら､ 無知が軽信 を生み出 し､
軽信が嘘 を生み出 し､ そこ から今日蔓延 して い るあらゆる誤謬が出て きたの だと結
論 しよう｡｣
第二章
(1) 第二章の 表題は以下の ようにな っ て い る｡ ｢目に見えない ある存在､ ある いは 一 般 に
神 と名づ けられて い るもの を ､ 人々 が思 い描くに至 っ たさまざまな理 由｣o
(2) ｢自分たちに害を与えたり自分たちを守っ てくれたりする ことがで きる存在あるい
は力が あるか どうかと いう不安や疑惑を持ち｣の部分は ､以下の ようにな っ て い る｡
｢自分たちに害を与えたり助けを与えたりできる力が存在する かどうかという疑惑
を持ち｣｡
(3) この 原注 はない ｡
(4) ｢そこ か ら目に見えない さまざまな原因をで っ ち上げる彼らの傾向が出てくる｡ そ
んなもの は彼 らの想像力に よる妄想にすぎない の に｣ は以下の ようにな っ て い る｡
｢そ こ か ら目 に見えない さまざまな存在､ すなわち彼 ら自身の さまざまな妄想をで
っ ち上げる彼らの傾向が出てく るが｣｡
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(5) こ こに以下のような文章が入 っ て ､ 段落が変わる占｢だが人々 の 幻想は果 て しがない
から､ 彼 らは無数の神 々 を自らで っ ち上げ､ 自分たちが善い行 い をするか悪 い行 い
をす る かに応 じて ､ それ らが 自分たちにた い して好意的で あっ た り敵対的で あ っ た
りする ､ と思 い込んだc たとえば､ 自然が嵐や不作や ペ ス トそ の他 の天変地異 によ
っ て彼 らを苦しめるとき､ そ の ような災 いが彼 らに起こ っ たの は ､ そ のような神 々
にた い して罪を犯 したためそれらが怒 っ たからにすぎない ､ と人 々 は思 い込ん だ｡｣
(6) こ の文 にお い て ､ 冒頭 の ｢そ して｣ はない ｡ また､ ｢源｣ は ｢種｣ とな っ て い る｡
(7) こ の 一 文は以 下の ように なっ て いる｡ ｢そのような恐怖に民衆が捉えられ て い る こと
を重要と思う政治家たちは ､ 神 の法や人の 法を被ると神 々 が報復するというこう し
た信仰を､自分たちの 国家の 基本汝と し､また恐 る べ き未来 - の恐怖心をあお っ て ､
臣下が 自分たちに盲目的に従うようにさせ たの であるb｣
(8) ｢こう して ､ 神 は - - と彼 らは 口をそろえて言 いそう信 じて い る｡｣と いうこ の 文の
冒頭と末尾は ､ 以下の ようになっ て いる｡ ｢というの も ､ 神は - - - と彼らは 口 をそろ
えて言 っ て い るか らだo｣
(9) ｢この偏見は - - - ｣ 以下の 一 文は ､ 次の ようにな っ て い る｡ ｢こ の偏見は普遍的だか
ら ､ どうして人々 が これ ほ どまで にこ のような偏見を抱きが ちなの か を見て ､ その
あとで ､ まさ しくそう した事情を契機に して人々 が善と悪 ､ 功績と罪悪 ､ 称賛と恥
辱 ､ 秩序と混乱 ､ 美と醜などの観念を作りだ したことを示 そう｡｣
(1 0) こ の 一 文は次の ように なっ て おり､ 末尾で段落が変わる｡ ｢こ こは人間精
神 の本性か らこれ らの 観念を導き出 してみせ る箇所で はない ｡ 私たちの構想に は ､
誰か らも否定され えない 一 原理を基礎と して立てるだけで十分だろう｡ すべ て の 人
間は事物の さまざまな原因に関して はまっ たく無知な状態で 生まれ てく る ､ そ して
彼 らが知 っ て い るの は ､ 自分たちは役に立つ 便利なもの を求め､ 害になるもの は避
けると いう自然な傾向を持 つ ということだけだ｡ これが そ の原理で ある｡｣
(1 1) ｢そこ か ら - - ｣ か らこ こまで は､ 以下の ような文章とな っ て いて ､ 末
尾で段落が変わる｡ ｢そ こ から第 一 に次のような帰結が 出てくる｡ すなわち､ 人 々 は
自分が意志や望みを持 つ こ とがで きると感 じて いるため､ 自分たちが自由で あると
するに は これで十分だと ､ 誤 っ て思 い込むの である｡ 誤謬で あるが ､ 人々 は 自分が
意志や望みを持 つ ように と決定づ けるさまざまな原 因の ことは ､ そんな原因を考え
る こ とも夢の なか で思 い つ く こ とさえもできない ため､ 少 しも気に かけない か ら､
い っ そう簡単に こ の誤謬 に陥 っ て しまう｡｣
(1占) ｢第 = o 人 々 は ･ ･ ･ - ｣ から こ こまで ､ 文章の 冒頭と末尾 は以下の ように
･ な っ てお り ､ また末尾で段落が変わる｡ ｢第二に は次の ような帰結が 出てく る｡ すな
わち､ 人 々 は - - 目指さな い ｡ そ して ､ それを知 っ て しまうと満足 し､ それ以上は
何も探究せず､ 自分たちに はもう疑う理由など残 っ て い ない と思 い込む｡｣
(1 3) ｢また ､ 目論ん で い る - - ｣ か らここまで ､ 以下の ような文章とな っ て
6 6
(14)
(1 5)
(1 6)
(1 7)
(1 8)
(1 9)
おり ､ 末尾 で段落が変わる ｡ ｢つ い で ､ 望む ことをやり遂げるの に役 立 っ たくさん の
手段を自分た ちの 内や外に見い だ して , た とえば､ 見 るために は眼が あり ､ 聞くた
め には耳が あり､ 話すために は舌が あり ､ 噛むためには歯があり､ 触るた めには辛
が あり ･､ 歩くために は足が あるなどな ど､ また､ 食べ 物とする には果物や野菜や動
物が ある し､ 照ら してもらうには太陽がある ､ と. い うわけで ､ 自然の なかには､ 自
分たちの ために作られたの で はない ､ また自分たちが自由に使うことの できない も
の など - つ もない ､ とい う推論を人々 は立て たの で ある.｣
｢しか し､ こ ういうす べ ての もの を - - ･｣ か らこ こ まで ､ 以下 の ような
文章となっ ており ､ 末尾で段落が変わるo ｢さらiキ､ 自分たちが世界 を作 っ たの では
ない ことを考えて ､ 自分たちのた めに世界をこの ように作っ てくれた至 高なる存在
を想像するの は､ 十分に根拠 の ある ことだと人々 は信じた｡ というのも ､ こ の 世界
がひ とりで に形成されることはありえない と確信したあとで ､ 世界とは 一 人ない し
幾人か の神 々 による製作物であ っ て ､ 彼らがもっ ぱら人間の喜び と使用の ために世
界を準備 してくれ たと結論 したか らである｡｣
｢ 一 方､ 人 々 が認 めた - - - ｣ か らこ こまで ､ 以下の ような文章とな っ て
い るo ｢ 一 方､ 人 々 が認 めた神々 の本性は知られて い なか っ たから､ 人々 は自分たち
の本性 によ っ て それを判断 した｡ 神々 も自分たちと同じ情念と同 じ弱点を持つ もの
と信 じ込み､ これを元に して ､ 神 々 は人間のためだけに世界を作っ た し､ 人間は神々
に とっ て きわめて大切なもの だと想像 したo 気性とい うもの はみな異なるか ら､ 各
人は自分の気質に あっ た神を帝巳ろうと し､ そうや っ て神 の祝福を自分に引き寄せ よ
う ､ 全自然を自分の 欲望に奉仕させ ようと した｡｣
冒頭からこ こまで は ､ 以下の ようになっ て いる｡ ｢こう いう方法で こ の偏
見は迷信となり深く根を下ろ したの で｣.
｢神 と自然も人間の ように考えると信 じ込ん だ.｣ の 部分は ､ 以下のよう
に なっ て い る｡ ｢それとは逆に ､ 神と自然も人間同様熱に浮かされるの だと教えた｡
私たちが事態 を誇張 して い ると非難されない ために ､ 彼 らが この 問題でその 誤 っ た
推論をどこまで押し進 めたか をどうか見て い ただきたい ｡｣
｢嵐や地震や - - -｣ からこ こまで は ､ 以下の ようにな っ て い る｡ ｢自然が
彼らに享受させてくれるたくさんの便宜に取り巻かれて い ても ､ 嵐や地震や病気や
飢えや渇きなどとい うような無数の 不都合が ､ 自分たちの 生活の 快適さを乱 しにや
っ てくる ことを経験 したあとで ､ 彼らはそ こか ら､ 自然は自分たちだけの ために作
られた の で は ない と結論する代わりに ､ これらの 災い はすべ て神 々 が怒 っ たせ い だ
と し､ 自分たちが罪を犯 したために自分たちに腹を立てて いる神々 を､ 勝手に思い
描い たの である｡｣
こ の 一 文は以下のように なっ て い る ｡ ｢日 々 の経験は こ れと反対の ことを
彼らに教え､ 善人にも悪人にも良い ことも悪い ことも等 しく起こ ると ､ 無数の 例が
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彼 らに示 して い るにもかか わらず､ それでも彼 らは これ ほ ど古 い これ ほ ど根強 い偏
見を捨て る こ とができなか っ た c｣
こ の 一 文は以下 の ようにな っ て い る｡ ｢その理 由は とい えば､ 目的因とい
う青か らの 説を捨て去り ､ い っ そう真実 らしい新しい説 を発明するより ､ 生まれ な
が らの 自分たちの無知 の なか に留 まっ て い るほうが彼 らに は楽だっ たか らで ある.｣
この節にお い て は ､ 用語 の相異程度しか違い はな い が ､ 以下の ように な
っ て い る｡ ｢こ の 偏見が彼らをまた別 の偏 見の なか - ､ 神 の裁きは 自分たちに は理解
しが たい と思 い ､ こ の理由の ために真理を認識する ことは人間精神 を超えて い ると
信 じる偏見の なか - 陥れた｡ も しも数学やその他 の学問がこ の偏見を打ち破らなか
っ たら､ 人 々 が い までも落ち込んで い るはずの誤謬 で ある ｡｣
こ の段落にお い て は ､ 用語 の相異程度 しか違い は ない が ､ 以下の ように
なっ て い る｡ ｢自然は どん な目的も立てない し､ すべ て の 目的因は人間の虚構にすぎ
な い ことを示すの に長 い論説 は必要ない だろう｡ その ために は ､ そ の ような教説 は
神 か ら神 に帰されて い るさまざまな完全性を奮っ て しまうとごく簡単に示 しさえす
れ ばよ いだろう｡ 私たちは以 下の ようにそれを証明する ｡｣
｢も しも - - -｣ 以下は ､ ｢も しも神が 自分自身の た めに せよ ､ 他 の もの の
ためにせよ｣ とな っ て い る｡
｢そ して - - ｣ 以下は ､ ｢そ し
.
て ､ 神が行勤したとい うそ の理由を持 っ て
お らず ､ それを持とうと神が望 んだはずの ､ ある時があっ たと認め なけれ ばならな
い ｡｣ とな っ て い る｡
こ こ で段落が 変わる｡
こ の 一 文は以下の ようにな っ て い る｡ ｢こ の 論拠を支持 しうるもの は何 一
つ 言 い落とさない ように ､ これと反対の 見解を取 っ て い る人々 の推論 をこ の論拠と
対決させてみよう｡ そうすれ ば､ その 推論がもっ ぱら無知に基づ いて い る ことがわ
か るだろう｣o
｢たとえば､ 建物か ら剥がれ落ちた石 が - - -｣ か らここ まで は ､ 以下 の
ようにな っ て い る ｡ ｢たとえば､ 石 がある人 の頭の 上に落ちてきて その人 を殺 したと
する｡ すると彼らは ､ その 石 は その人間を死なせ るため に落ちたの で なけれ ばなら
ない し､ そ の ようなこ とが起 こ り えたの は神がそれを望 んだからにすぎな い ､ と言
うの で ある. そこ で彼 らに ､ その 人が通りかかるちょ うどその ときに ､ その 石 が落
ちるように したの は風で あると反論すれば､ 彼らは次の ように訊ねてくるだろう｡
では その人は どうして ､石 が落ちてく るちょ うどその とき に通りか か っ たの か ､ とo
これにたい して ､ その とき大気に は どんな乱れも見られなか っ たが ､ 二 三 日前か ら
海が荒れて い たた めに 突然風が 吹い たの だ し､ その 人は友人 の家に食事に来 る よう
に誘われて い て ､ その とき約束のと こ ろに向か っ て い た の だ､ と返答すれ ば､ 彼 ら
はさらに訊ねてく るだろう｡ 彼 らは絶対に降参 しない からだ｡ すなわち､ で はその
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人 はどう して ､ 他の ときでは なくち ょうどそ の ときに友人の家に招かれて いた叩か ､
と彼らは訊ねてく るだろう｡ この ように限りなく彼らは質問をして ､ 無知な人々 の
避難所で ある ､ 神 の意志だけが ､ この 石 の落下の原因で ある と欝め させようとする
だろう｡｣
以上 3箇所の ｢結果｣ という語は ､ 最初が ｢事物｣､ 彼の 2箇所が ｢作物｣
となっ て い るo
この 一 文は ､ 以下の ようにな っ て い る. ｢また こ こか ら､ 奇蹟の さま ざま
な原因を徹底的に知ろうと したり ､ 無知な者として自然的なさまざまな原因に感嘆
して喜ぶの で はなく ､ 真の 学者と してそれらを探ろうと したりすれ ば､ どん な人で
あろうと､ 自然と神 の解釈者と俗衆が認める着たちの 悪意によっ て ､ 不敬な者や異
端者と見なされ る ことに なる .｣
｢よく知 っ て い る ので ある｣ は ､ ｢知りすぎるほ どに知 っ て い る の で ある｣
とな っ て い る｡
'
｢こ の 滑稽な臆見が染み込んだ - - ｣ からこ こまでは ､ ｢こ の 滑稽な臆見
に夢中にな っ た人々 は､ 世界のすべ ての 事物を自分たちの利害に 関係づ け､ それら
か ら引き出せ る利益に応じて その 価値を判断す るこ とを､ 自分たちの 宗教的な 一 箇
条と した｣ となっ て い る｡
この 一 文 は以下の ようにな っ てい る｡ ｢そこか ら彼 らは､ さまざまな事物
の 本性を説 明するの に役立つ 次の ような概念､ すなわち善､ 悪 ､ 秩序､ 混乱､ 熱さ ､
冷たさ､ 美､ 醜とい う概念を作り上げる機会を得たの で あるo｣
こ の 一 文 は以下の ようになっ てい るo ｢またもう 一 方で ､ 自分たちには 自
由意志があ ると自惚れて いたの で ､ 称賛と恥辱 ､ 罪と功績に つ い ても判断でき ると
お こがま しくも思い 込んだ｡｣
こ こで段落が変わ る｡ また､ ｢ - - に 関わる ことを善と｣ は ｢ - - に関わ
る こ とをす べ て善と｣ とな っ て いる ｡
こ の 一 文は以下の ようになっ て い る｡ ｢事物の 本性に無知 な人 々 は ､ その
本性 に つ い て は ､ 彼らが知性と見なす想像力の助けを借りて作りだ した観念 しか持
っ て い ない ために ､ 世界の なかに彼 らがその ようなもの だと想像して信 じ込む ､ あ
る秩序なるもの を想定して しまう｡｣
｢要する に ､ 感覚器官が ･ - - 秩 序だ っ て い ない とか彼らは思うの で あ
る｡｣ は､ ｢というの も人間は ､ 感覚器官が - - 秩序だっ てい ない とか信 じ込むよう
にできて い るか らである ｡｣ とな っ て い る｡
この 部分は ､ ｢実際､ 人は想像力をより疲れさせない もの をい っ そう喜ぶ
の で｣ とな っ て い る｡
｢だか ら､ 神は秩序をも っ て - - ｣ か らこ こまでは ､ 以下の ように なっ
て い る｡ ｢だから､ 神は秩序をも っ てすべ て を作っ たと言うけれども ､ それは想像力
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とい う働きを人間の ように神 にも与 える ことで ある｡ 想像力 の能力をはるか に超 え
る事物は育もある し､ 想像力 が無能なために混乱 して しまうようなそ の他の 事物 も
無数にあるというの に ､神は も っ とも想像しやすい ような具合に世界 を創造 したと､
あくまで人間の想像力に肩入れ して人 々 が主張する こ とはよもやな いと思うが ｡｣
｢変様 ある い は様態｣ は ｢様態｣ とな っ て い る｡
こ の 一 文は以下の ようにな っ て い るo ｢匂 いや味などが感覚器官を心地よ
く打っ たりそれ に絡み こ ん だりするの か ､ 不快にその ようにす るの か に応 じて ､ 匂
い が良い とか悪 い とか ､ 味が甘 いとか苦い とか ､ 触れ られ るも のが固い とか柔らか
い とか ､ 音が 耳障りだとか ハ ー モ ニ ー が あるとか言われ る｡｣
この 一 文は以下の ようにな っ て い るo ｢つ い に は ､ 神は音の調 べ を楽 しみ
うるとか ､ 諸天体の運動は ハ ー モ ニ ー を奏でて い ると信じた人々 さえ出てきた の で
ある■｡｣
こ の 一 文の末尾は 以下 のようにな っ て い る｡ ｢･ - - と い うことの ､ あるい
はむ しろ ､ - ･ ･ . ･と いうことの 明白な証拠で ある｡｣ また ､ この 一 文の 後で - セ 一 九年
版は改行 ｡
こ の 一 文は以下の ようにな っ て い る｡ ｢人間は多く の 点で似て い る肉体を
持 っ て はぃ るが ､ その肉体も他 の 点で は大い に異なっ て い るか らだo｣
こ の 一 文は以下の ようにな っ て い る. ｢またそ こから､ さまざまな見解が
相違するの はも っ ばら空想力に 関わるにすぎず､ その こ とに知性は ほとん ど関与 し
て い ない し､ さらに世界 の 諸事物は想像力だけによる単なる結果にすぎない ､ と結
論する ことは たやすい ｡｣ また こ の後に ､ 一 セ ー 九年版で は以下の ような文衰が置 か
れて い る｡ ｢だが ､ 人々 が自分の 想像力に頼る代わり に知性 の光と数学とに諮るなら
ば､ そ して自然的な光の助けに よ っ て概念できること以上に踏み出さないならば､
世界 のすべ ては真理に合致 し､ さま ざまな判断も今よりずっ と 一 様でず っ と理性 的
にな るだろう｡｣
｢大多数の 人々｣ が ｢俗衆｣ となっ て い る ｡
直前の 二文は以下 の ような 一 文にな っ て い る｡ ｢それ らの理由 に人 々 臥
まる でそれ らが想像力とは別 の ところに現 に存在するか の ような実在的な名前を与
える の で ､ 私はそれらを理性存在 〔訳者注 一 必要の みか ら想定された存在〕 で は な
く単なる想像と呼ぶ｡｣
この 一 文は以下の ようにな っ て い る｡ ｢そ して ､ それらの概念に基づ い て
人 々 が立てる ､ 私たちに対する以下 の ような反論 に答 えることほ ど簡単なこ とは な
い と考える｡｣
こ の - 文は ､ ｢ - - 欠陥 はどこ から出てきたの か｣ 以下が次のようにな っ
て い るo ｢･ ･ - ･ 欠陥 はどこから出て きたの か ､ たとえば､ 悪臭で 一 面を満たす腐敗は
どこか ら出てきた の か ､ あの ように不快なあれほ ど多く の 事物や､ あれほど多く の
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無秩序や ､ あれほ ど多く の災い や､ あれほ ど多くの 罪や ､ そ の他同様の あれほど多
く の もの は ､ い っ たい どこ から出てきたの か ､ と｡ この ような異議 に反駁する こと
ほ ど簡単なこ とは ない の で ある｡｣ また ､ こ の 文章の 後で 一 セ 一 九年版は改札
(4 9) ｢ある存在の完全性や - - -｣ 以降､ ここまでの 文章は 以下 の ようにな っ
て い る｡ ｢とい うの も､ 事物にたい して は ､ その 本性と本質にふ さわ しいもの 以上 の
完全性 を割り当て るべ きでは ない し､ 感覚器官に快で あるか不快で あるか ､ ある い
は人間の本性 に有益で ある か無益で あるか ､ とい うことだけで事物がより完全で あ
っ たり ､ より不完全で あっ たりするわけで はない からだ｡ そ のうえ､ 人 がなん らか
の 存在の 完全性に つ いて判断を下せる の は ､ その存在の本質と本性 を知 っ て い る限
りの ことで しかない ｡｣
(5 0) こ の 一 文 は以下の ようにな っ て い る｡ ｢だが､ どう して神 は人間を 一 人の
例外もなく ､ 理性 の光の みに導かれるような存在と して創造 しなか っ た の か ､ と問
い かけてく る人々 の 口を封 じるためには ､ 各々 の 存在にも っ ともふさわ しい度合い
の 完全性を付与するための素材が､ 神には欠けて いなか っ たからだと､ あるい は ､
より適切に言うな らば､ 自然の諸法則は ､ 無限の知性が考えうるありとあらゆる事
物の産出に役立ちうるほ ど､ 暗があり広がりが あるもの だっ たからだ ､ と言うだけ
で十分で ある｡｣
(5 1) 一 セ 一 九年版では､ ｢第三章 神とは何か ｡ - ｣ とな っ て い る｡
(5 2) こ の 節冒頭からこ こまで は以下のような文章にな っ てい る｡ ｢これまで私
たちは神性 に関する民衆の さま ざまな偏見を反駁 してきたが､ 神とは何か に つ い て
は まだ語らなか っ た｡ も しもそれを問われるならば､ それは絶対的に無限な存在で
あり ､ その 諸属性 の - つ は永遠で無限なる実体で あるということだ､ と答えよう｡
延長ある い は量が 有限で あっ たり分割可能で あっ たりするの は ､ それ をそ の ような
もの と して想像する限りの ことで しか ない ｡ とい うの も､ 物質は どこ にお い ても同
- で ある以上､ 知性がそ こに部分を弁別するこ とはない か らだ. たとえば､ 水は水
で ある限りにお い て ､分割可能であると想像され ､その諸部分は相互 に 区別され るo
ところが ､ 物体的実体で ある限りにおい ては ､ それは区別されうることも分割され
うる こ ともない ｡ 要するに ､ 水は水で ある限りにお いて ､ 生成や解体に さらされ る
けれ ども､ 実体で ある限りにおい ては､ その どちらにさらされる こ ともない . だか
ら ､ 物質や量に は神 にふ さわしくない 点など少しもない ｡ というの も ､ も しすべ て
が神の うちにあるならば､ またすべ てが神 の本質か ら必然的に流出するの で あるな
らば､ どう してもす べ て は神が含むところの もの と同 じでなければならない か らだ｡
すべ ての 物質的な存在が ､ 物質的で ない 一 存在の うちに含まれ るという の は矛盾で
あるか らだ｡｣
(5 3) ｢も っ とも博識な｣ が ｢第 一 級の｣ にな っ て い る｡
(5 4) 1 7 19年版に この 原注は ない ｡
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(5 5) 一 セ 一 九年版で は ､ ｢〔第三章〕 ニ｣ とな っ て い るo
(5 6) こ の 一 文 は以 下の ように なっ て い る｡ ｢これ らの 見解は簡明で あり ､ さらにまた ､
優れた健全な知性が神 に つ い て抱く こ とが できる唯 一 の 見解で もある｡｣
(5 7) 上 の 二文は以下の ように - 文とな っ て い るo ｢王侯た ちを取 り巻い て い るあの よう
な壮麗 さや輝き に民衆は魅せ られて い るの で ､ 死 ん だあと天上 の 廷臣の 仲間に加 わり に行
き ､ こ の 世の 王侯 たちの宮廷における享楽と同 じ快楽を楽 しめる ､ とい う希望をき っ ぱり
と民衆か ら取り上げるの 臥 彼 らか ら慰 めを奪い ､ 生き るこ との悲惨さの なか で彼 らが絶
望 しない ようにさせて い る唯 一 の もの を奪い取 ることで ある｡｣ また､ 一 セ ー 九年版はこ こ
で改行 して い る｡
(5 8) 上 の 二 文は以下の ようにな っ て い るo ｢人々 は王侯 の ように罰や褒美を与 える､ 義
で あり報復をする神 ､ したが っ て ､ あらゆる情念やあらゆる人間的な欠点 をも っ て い る神
を望む｡ すで に私たちが述 べ た ように - - ｣
(5 9) - セ 一 九年版は ここで改行 o
(6 0) ｢概念｣ が ｢駄弁｣ とな っ て い る｡
(6 1) ｢･ - - 変わりがなか っ たの で ある o｣ が ､ ｢ - - 変わりが なか っ た し､ 私た ちの 占星
術師や狂信者とも変わりがな い の である｡｣ となっ て いる｡ また ､ 一 セ 一 九年版は ここで改
行o
(6 2) ｢神と自然が｣ は､ ｢神が｣ とな っ て い る ｡
(6 3) ｢ところが｣ 以下の 二 つ の 文章は ､ 一 セ 一 九年版で は次の ような長い 段落にな っ て
いるo ｢ところが これ は不適切で滑稽な寓話 に満ちて い るo そ こで語られて い る､ 話 をする
蛇 (『創世記』 第三章 - 一 五節) や牝 ロ バ (『民数記』 第二 二章 二九 〔訳注 一 二 八 ?〕､ 三○
節) がそ の 証拠 であるo 塩の 像に変えられた女 (『創世記』 第 - 九章二 六節) や ､ 野 の獣に
変身させ られ た王 (『ダニ エ ル 書』 第四章三 ニ ー 三六 〔訳注二 八 一 三○?〕 簡) がその 証拠
で あるo ライオ ン を引き裂き ､ 千人もの 人をロ バ の あごの骨で殺 し､ 町 の門の柱とかん ぬ
き を引き抜き ､ も っ とも頑丈な綱で縛られてもそれを断ち切 り ､ 身 を寄せ掛けた柱を抱き
取っ て大きな建物 をひ っ くり返す､ こう したことを自分の 髪の 毛に宿っ て い る不可思議な
力でや っ て の けるナ ジル 人 (『土 師記』 第 一 臥 一 五 ､ 一 六章) 〔釈注 - ナ ジル 人とはイ ス
ラ エ ル人 の 中で特 に神に献身した誓願者を意味する〕 が その証拠で ある｡ 一 日に 二度カ ラ
ス が食 べ 物 を運 んできて くれ ､ またた っ た 一 度の食事で 四十 日 四十夜歩き続け､ 川 の 水を
マ ン トで打っ て分け ､ 濡れもせずにその 真申を渡り ､ さらに火の 馬 に引かれた火 の 車に乗
っ て竜巻の中を天に昇っ た預言者 (『列王 記上』 第 一 七 ､ 一 九章､ 『列王記下』 第二章) が
その 証拠 で あるo さらに ､ 魚の 腹の 中に 三 日三晩とどまり ､ 何不自由なく 息を して聖歌ま
で歌 っ た別 の 預言者 (『ヨ ナ書』 第二 章) がそ の証拠である｡ この 書物にい っ ぱい詰ま っ て
い るこ の ように子供 じみ たあらゆる作り話や ､ その他無数の似た ような話に もか かわらず ､
人 々 は これ を頑と して聖典で あると言 い 張り､ 次の こ とに注意を払おうとは しない ｡ すな
わち､ こ の 書は さま ざまな年代を経て 一 つ に縫 い合わされた断片 の 寄せ集め にすぎず､ そ
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れ ら断片は ラ ビた ちが思 い っ くままに公衆に与えた (『蔵言』 と 『伝道の 書』 は 『聖書』 か
ら除く べ きでは ない か とラ ビたちは ため らっ た ､ とタ ル ム ー ドに善かれて い る. 彼らがそ
う しなか っ たの は ､ それ らの なかに モ ー セ の律法 をほ めたたえて い る箇所が見 つ か っ たか
らだo 『ェ ゼ キ エ ル 書』 に つ いて も､ も しも ハ ナ ニ ヤ なる者が その預言書とモ ー セ の律法を
巧み に 一 致させなか っ たなら､ ラ ビた ちは同 じような態度を取 っ たことだろうo) もの なの
で あるo ラ ビた ちはそれ ら断片をモ ー ゼの律法 に合うか合わない かで取捨選択 したの ちに ､
ようやく持ち出 してきたの で ある｡｣
(6 4)｢人々 の悪意や馬鹿さかげん は｣ 以下の 二 つ の 文章は ､ 以下の ように な っ て い る｡
｢そうなの で ある ､ キリ ス ト教徒の愚か しさや馬鹿さかげんは ひ どい もの で ､ 無知 な民か
ら受け継い だ 一 冊の 書物､ 秩序も整然たる配列も見られず､ あまりに雑然と し構成もめち
やく ちゃなため誰も理解できず､ しかも彼 らの なか に分裂を引き起こす ことに しか役立た
ない 一 冊 の書物を崇めて 一 生を送るほうがよい と思うほ どなの であるo｣
(6 5) この 一 文は次の ようにな っ てお り ､ また次の 文章から改行とな っ て い る｡ ｢つ まり
彼 らの愚か さ臥 そん な幻影を崇める方を､ 神すなわち自然が運動の原理 と して人 々 の心
の なか に書き込ん だ自然法に耳を傾けることより好むほ どで ある｡｣
(6 6) ｢王侯や司祭の政略によ っ て 生み出された｣ は ､ ｢王侯や聖職者の 悪巧み によ っ て
で っ ちあげられ た｣ となっ て いる｡
(6 7) この 一 文は次の ようになっ ており､ また次の 文章から改行とな っ て い る｡ ｢キリ ス
ト教徒の 法に つ い て言えば､ それ らは どこにも原本は見られず､ 存在する写本 は実際それ
ぞれ千もの 箇所で互 い に異 なっ て い る 一 冊の 書物 (聖書)､ また超自然的なすなわち不可能
な事柄 しか含まず､ そこ で 示 され る良い行い や悪 い行 い - の 褒美や罰も､ それ らに つ いて
実際の と ころを知らせ に誰 も帰っ て こない の をよ い ことに ､ ペ テ ンが こ の世で ばれない よ
うに と､ 来世の ことで しかない と して い る 一 冊の書物 ､ ただそれに根拠を置い て い るだけ
なの で ある.｣
(6 8) ｢こ の 臆見 こそが｣ は ､ ｢希望と恐れが こ の臆見を生み出 し､ これ こそが 私たちが
述 べ ようと して い る｣ とな っ て い る｡
第三章
(1) ｢自然と理性とい うくびきをはずして｣ が ｢真の人生の撫で ある自然 と理性 の光を捨
て｣ とな っ て いる｡
(2) ｢虚 しい 幻｣ は ｢幻｣ とな っ て いる｡
(3) ｢まさしく こ う した ことか ら｣ は､ ｢まさしく恐怖によ っ て作られたこ の ような聖な
る粋か ら｣ となっ て い る｡
(4) ｢人々 が｣ は ､ ｢だか らこう して人々 が｣ とな っ て い る.
(5) ｢そ の とき から彼らは自然を活動力の ない塊｣ は､ ｢その た め彼 らは自然を大きな塊｣
となっ て い る｡
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(6) ｢自分たちが神 々 と名づ けたあ の存在なるもの にだけ尊敬 を捧げた｣ は ､ ｢あらゆる
尊敬の 念は ､ 自分たちが神々 と名づ けたあの 存在なるもの にと っ てお い た｣ となっ て い る｡
(7) ｢その 無知の 淵が｣ は､ ｢その 無知が｣ とな っ て い る｡
(8) ｢も っ ぱら自分たちの ペ テ ン に たよ っ て暮ら しを立て て い る連中が｣ は ､ ｢も っ ぱら
ペ テ ン によ っ て暮ら しを立てて い る連中が｣ とな っ て い る ｡
(9) 1 7 19年版で は改行は ない ｡
(1 0) ｢こ の痛の｣ は､ ｢これ ほ ど重 い病の｣ とな っ て い る ｡
(1 1) ｢真理 は｣ 以下こ の節末まで の 文章は ､ 1 7 19年版には ない ｡
(1 2) ｢動因｣ は｢天使たち｣ とな っ て い る｡
(1 3) ｢した が っ て｣ 以下こ の節末までは ､ 以下の ような文章になっ て い る｡ 当該文章中
の原 注も1 7 19年版にはない o ｢神 々 をで っ ち上げて しまうと人々 はそれ らの 本性は何 か
を知 ろう と し､ さらにそれらは魂と同 じ実体に属するに ちが いな い と想像 したの で ある｡
つ い で ､ 魂は鏡の なかや睡眠中に現れ る亡 霊に似て い ると思 い 込んで い た の で ､ 自分たち
の 神 々 もまた実在する実体で あると倍 じたが ､ きわめて 薄く微細な実体と思 っ たの で ､ そ
れ らを物体と区別するために霊体と呼ん だ. とは い え､ 物体と霊体は実は 同 じもの にすぎ
ず､ 二 つ の も の の あい だには程度の 差 しか ない の で ある｡ というの も, 霊体で あり非物体
的で ある とい うこ とは理解しが たい ことだか らである｡ どん な霊体でもそれ に固有な形態
をそなえ､ ある場所に内包されて い る こと､ つ まり限界 を有 して いる こと､ したが っ て ､
それ は い か に薄く細かく微細で ありうるに しても ､ ひ とつ の 物体である こと ､ これが その
理由で ある｡｣
(1 4) (1 3) でも述 べ たが ､ 1 7 19年版に は原注はない ｡
(1 5) (1 3) でも述 べ たが､ 1 7 19年版には原注はない ｡
(1 6) この 一 文に おい て ､ r自分たちの神 々 の実体の性質を｣ が1 71 9年版で は ｢自分
たちの神 々 の実体を｣ に ､ また ｢目に 見えない 動因が｣ が 1 7 1 9年版で は ｢目に見えな
い 存在が｣ とな っ て い る｡
(1 7) ｢か つ て ある事柄が ある仕方で起こ っ たとい うこ とか ら､ とりわけ付帯状況が さま
ざまで あり､ 出来事や人間の 行為に必ず影響 しそれらの性質や実現性 を決 めるあらゆる原
因が多様である場合に も､ そうい う事柄は常に 同 じ仕方で起こ るで あろうあるい は起 こ る
はずで ある､ こう結論づ けるの が理に かな っ て い るか の ように｣ は ､ ｢過去と未来の あい だ
に連関や依存関係 を見て 取 っ て い るわ けでは ない の に｣ とな っ て いる 0
(1 8) こ の 一 文は､ ｢どんな ことを企て るときに も､ 過去 の ことを考察して ､ 同じ企てが
かつ て成功 した か どうかで そ の企て の 吉兆を占っ た｡｣ とな っ て い る｡
(1 9) ｢将軍｣ は ､ 1 7 1 9年版で は ｢大将｣ となっ て い る｡
(2 0) ｢ある言葉｣ は ､ 1 7 19年版で は ｢ある不思議 な言葉｣ となっ て い る｡
(2 1) ｢こう いう手段で｣ は､ 1 7 19年版で は ｢その 効力で｣ とな っ て い る｡
(2 2) ｢人間や神 に｣ は､ 1 7 1 9年版で は ｢人間に｣ とな っ て い る｡
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(2 3) ｢ - - ･ ･結び つ けた民族もあれば､ - - - 思 い込んだ民族もあっ た o｣ は ､ 1 7 1 9年
版では r ･ ･ ･ . ･ ･結び つ けた人々 もあれ ば､ ･ ･ ･ - 思 い込んだ人々 もあっ た .｣ とな っ て い る. ま
た､ 1 7 1 9年版で は注の 指示 は ない ｡
(2 4) ｢目 に見 えない さま ざまな力 の支配が｣ は､ ｢目に見えない さまざまなカが｣ とな
っ て い る｡
(2 5) ｢その架空 の神 々 に｣ は ､ ｢その すばら しい神 々｣ となっ て い る｡
(2 6) この 一 文 は ､ 1 7 19年版では ｢この諸宗教の種 ､ すなわち希望と恐れ は､ 人々
の 情念や判断や多様な分別を大 い に経めぐ っ たた め､ 諸国家に生じて い るあれほ ど多くの
災いや野蛮な残酷さや変転の原因で ある､ 奇妙な信仰をあの ように多数生み出 した.｣ とな
っ て い る｡ また ､ 1 71 9年版で は ､ この文末尾で 改行 されて い ない ｡
(2 7) こ の 一 文 は ､ 1 71 9年版では ｢聖職に結びつ けられた､ また以後そうな っ た よ
うに司祭職や教会役職に結びつ けられた ､ 名誉や莫大な収入が ､ 民衆の愚 かさに付け入 っ
た悪 賢い人 々 の 野心や食欲さをくすぐり ､ 彼らは民衆の 弱点を見事に利用 したの で ､ 人 々
は知らず知 らずの う ちに嘘に香 をたき真実を憎むとい う甘美な習慣を作り上げて しま っ
た ｡｣ とな っ て い る｡
(2 8) ｢神々 を描き出 したり｣ が ､ ｢神々 をで っ ちあげたり｣ となっ て い る｡
(29) こ の 一 文は ､ ｢人々 は空に ､ 大地に ､ 海に ､ 火 に ､ 風に ､ 植物に 同じ栄誉を与えた｡｣
となっ て いるo
(3 0) こ の 一 文は ､ ｢しか し､ 子牛､ 犬 ､ 豚 ､ ワ ニ ､ 蛇 ､ 玉ねぎ､ 鳥､ 偶虫類､ 一 言で言
えばJ ありとあらゆる動物や植物がも っ ともその 恩恵に浴 した｡｣ とな っ て いる｡
(31) 1 71 9年版には ｢神々 や｣ はない ｡
(3 2) こ の 一 文は ､ ｢それらに神殿や祭壇 をも しも建てなか っ たなら､ これ らのすばらし
い神々 を傷つ けると思 っ たの で ある ｡｣ とな っ て いる｡
(3 3) ｢自分の 窮夢神を崇める ことを思 い つ き｣ は､ ｢自分たち自身の 守護神 を崇め始め｣
とな っ て い る｡
(3 4) この - 文は ､ ｢自らの 好色をク ピ ー ド - と名づ けたり､ 自らの怒 りをフリアイ と名
づ けたりするもの もい た.｣ とな っ て い る｡
(3 5) 1 71 9年版に は原注は ない ｡
(3 6) こ の 一 文は ､ ｢宗教の創立者た ちは ､ 自分たちの ペ テ ン の基盤が民衆の無知にある.
ことに気づき ､ その無知 をは ぐく むためには何 一 つ 忘れなか っ たo その ためには ､ 神 々 が
宿っ て いるふ りを して図像を崇めさせ ることが ､ きわめてふさわしいと彼らには思えた｡｣
とな っ て い るo
(37) こ の 一 文は ､ ｢そ して ､ それを永続的な基盤の 上にすえるため に配慮を尽く したo
その ため に ､ 姿をか たどっ た像におい て自らを人間に現 してくださる神々 の た めに祭壇を
設け､ 神 々 に壮麗な神殿 を建て ､ 神々 をたたえる犠牲や祭りや儀式を定め､ 神々 に仕える
ための犠牲をささげる者や祭司や聖職者を制定 し､ こうい う聖職者たちに ､ 十分の - 税の
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ほ か に も､ 犠牲獣 の も っ とも良い 肉や ､ 祭壇 にささげられ た果物や野菜や穀物の も っ とも
良い部分 を割り当て ､ こ うい う手段で下劣で欲得ずく の こ う した連中を誘 い ､ 彼 らに は こ
れほ ど役 に立 つ 祭礼を ､ 立派なもの に仕立 て上げさせたの で ある｡ 神 々 は香 り しか喚がな
い こうい う犠牲､ 十分の - 税､ 捧げもの は ､ 次 い で神聖なもの とみなされ ､ 誰もあえてそ
れを要求 したりそれに触れる大胆 さを持たない ように ､ 神聖な秘儀に使われ るとされ たo｣
とな っ て い る｡
(3 8) この - 文は ､ ｢この祭司た ちは民衆をさらに引き寄せる ために ､ 自分らは預言者だ
と言 い ､ 自分らが 自慢 に して い る神 々 と の 交淀 によ っ て未来 の こ とも分 か ると信 じさせ
たo｣ とな っ て おり ､ 1 71 9年版で は こ の 一 文で 一 段落をな して い る｡
(3 9) こ の 一 文は ､ ｢自らの 運命を知りたい と願う ことほ ど人間に とっ て自然なことはな
く ､ その ペ テ ン師ども は校知にきわめて長 けて い るの で , こうい う傾向を必ずや利用 し､
自分たちの 目的にかくも有利な付帯状況をけっ して無視 しなか っ た｡｣ とな っ て おり ､ 1 7
1 9年版で は こ の 文の 冒頭で 改行されて い る｡
(4 0) 1 7 19年版で は こ こで 改行｡ また､ こ の文 の 冒頭に ｢実際｣ と いう言葉が は い
っ て い る ｡
(4 1) 1 7 1 9年版には原注はない ｡
(4 2) 1 7 19年版では こ こで章が 変わり ､ 以下の ようにな っ て い る｡ ｢第五章 モ ー セ
に つ い て o - o｣
(4 3)｢立法をするときには この 方策に従 い ､ 民衆を進ん で服従する気にさせようと｣は ､
1 7 19年版では ､ ｢立払をするとき にはみなこの 同 じ方策に従 い ､ 民衆が そ の 法に進んで
服従するように と､ 民衆生来の 無知を利用 して｣ となっ て い る｡
(4 4) この節 の以下2段落は ､ 1 7 19年版で は以下の ような 1段落とな っ て い る｡ ｢ま
さ しく立法者たちは この ように振 る舞い , みんな自分たちの 法は何らか の 神か ら下された
と し ､ 自分たち自身は人間以上の 存在だと信 じさせようと努めた｡ 彼 らの 中で もも っ とも
著名な四人に つ い て ､ すなわちモ ー セ ､ ヌ マ ･ ボン ビリウス ､ イ エ ス ･ キリス トそ して マ
ホメ ッ トに つ い て ､ 私たちがこれ から語 る ことを偏見に とらわれずに読んで い ただければ､
以上 に語 っ た ことを確信 して い ただけよう｡｣
〔凡例 でも示 したように ､ 第三章 一 ○ 一 二 三節は省略〕
第四章
(1) 1 7 1 9年版では ､ ｢第 一 八草｣ で ある｡
(2) こ の 一 節は 1 7 19年版で は以下 の ようにな っ て い る｡ ｢モ ー セ ､ ヌ マ ･ ボ ン ビリウ
ス
､ イ エ ス ･ キリス トそ して マ ホメ ッ トが ､ 私たちが措きだ したような人々 で ある なら ､
神 に関する真の 観念を捜し求める べ き なの は彼らの律法や書物 の なかに で ない こ とは確 か
で あるo 一 番目や二番目や最後の 者が い う出現や神との 協議 ､ また三番 目の者 がい う神 と
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の親子 関係 ､ それ らは み なさん が真理を愛す るならば避けなければならない ペ テ ン で あ
るo｣
(3)こ の段落冒頭 からこ こまで は ､ 1 71 9年版では以下の ようにな っ て い る｡ ｢神と 臥
神が含むもの に類似 して い る ､ すなわち､ 物質的で あるような､ 単純な存在ある い は無限
の延長で あ っ て ､ しか し義でもない し慈悲深くも妬み深くもない し､ 人が 思い 込んで い る
ような どんなもの でもなく ､ したが っ て罰や褒美を与えるもの でもない ｡｣ また､ 1 7 19
年版で は以下が改行 されて い る｡
(4) ｢無知な人々 しか惑わすことはできない｣ は､ 1 7 19年版では ｢無知 な人 々 の精神
に しか影響を与えることはできない｣ となっ て いる｡
(5) ｢自分の 判断力 を用い｣ は､ 1 7 19年版では ｢しか し知性を用い｣ とな っ て い る｡
(6) ｢幼年時か らの｣ は ､ 1 7 19年版で は ｢悪 しき教育に由来する｣ となっ て い るo
(7) ｢明噺判明な観念を抱く の で ある｣ は ､ 1 7 1 9年版では ｢健全で明噺判明な観念を
持 っ て い る ので ある｣ とな っ て い る｡
(8) ｢どれかが より好ま しい ことなどなく｣ は､ 1 7 19年版では ｢それらに上 下などな
く｣ とな っ て い る｡
(9) ｢人間も 一 番小 さな姐虫や 一 番小さな植物以上に｣ は ､ 1 7 19年版では r 一 人 の人
間も 一 匹 の姐虫や 一 本の 花以上に｣ とな っ て いる.
(10) ｢普遍的存在｣ は ､ 1 7 19年版で は ｢この 単純な延長的存在｣ となっ て い る｡
(l l) ｢蟻より人間を重ん じたり､ 石 よりライオ ン を重ん じたりする｣ は ､ 1 7 19年版
では ｢蟻より人間を重ん じたり ､ 石よりライオ ン を重ん じたり､ 藁より何かそ の 他の 存在
物を重ん じたりする｣ とな っ て い る｡
(1 2) ｢その 存在に関する ことで ､ - - - その 他の どんな被造物に対する以上に配慮 したり
は しない｣ は ､ 1 7 1 9年版では ｢そ の 存在に関する ことで ､ 美しいとか醜い とか ､ 良い
とか悪い とか ､ 完全とか不完全とか いうもの などが あるとか ､ その存在がたたえられ ､ 懇
願 され ､ 求め られ ､ ちやほ やされ たが っ て いるとか ､ 人 々 が なすこ とや言うことで動か さ
れ るとか ､ 愛や憎 しみを抱きうるとか ､ 要するに ､ その 存在は人間の ことを､ どの ような
もの で あれ ､ その他の どん な被造物以上に考えて い るなどと思うべ きでは ない｣ とな っ て
い る｡
(1 3) ｢で っ ちあげたもの｣ が ､ 1 7 19年版で は ｢単にで っ ちあげたもの｣ とな っ て い
る｡
(1 4) こ の節は ､ 1 7 19年版では以下の ようにな っ て い る｡ ｢だか ら自分の 理性を しっ
かり用い ようとする人間ならば､ 天 国も地獄も魂も神々 も悪魔も ､ 一 般に語られて い るよ
うな仕方で信 じは しない だろう｡ こうい う大げさな言葉はみんな ､ 民衆を盲目に し脅 しっ
けるため だけに で っ ちあげられた o こうい う言葉に結びつ けられ た誤 っ た観念 を生み 出 し
た誤謬の 源 に私た ちと 一 緒にさか の ぼる労をと っ てくだ さるなら ､ そしてそれ らを真の 観
念と取り替えて もらえば ､ 今言 っ たこ とに確信を持 っ て い ただけよう.｣
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(1 5) ｢そ の場所 こそ ､ 善良な魂が肉体を離れたとき赴くとされて い る福者の 住まい で あ
る｣ は､ 1 71 9年版で は ｢その 場所に人々 は福者の住ま い を定めて ､ そ こ こそ 善良な魂
が肉体とこ の世 を離れたとき上げられる場所だと欺 い て い る｣ とな っ て い る ｡
(1 6) ｢私たちを取り巻 い て い る流体 の 大気の続き以外の もの で は ない し､ そ の 中をさま
ざまな惑星 が私た ちの 住む地球と同 じく ､ なん らか の硬 い 塊で支 えられ る こ ともなく自ら
動 い て い る ことで ある｣ は､ 1 7 19年版で は ｢ず っ と細かくず っ と純化 された私た ちの
大気の 続き以外の もの で はない し､ そ の中をその星々 が ､ 大気 の 中に実際に浮き動 かされ
動き回る地球と同 じ仕方で ､ なん らか の硬 い塊で支えられることもなく 自ら動 いて い る こ
とで ある｣ となっ て い る｡
(1 7) ｢悪人 の魂はそこに下 っ て行っ て苦しめられ ると断言 した｣ は ､ 1 7 19年版で は
｢悪人 の魂は死後そこ に下 っ て行 っ て 苦しめられ ると言われて い る｣ とな っ て い る｡
(1 8) ｢そ の自然な意味で は低いくぼんだ場所をいうにすぎず ､ 詩人たちが上の 高い とこ
ろにある と想定 した｣ は､ 1 7 19年版で は ｢その 固有な意義や自然 な意味に取るな ら､
低い場所をい うにすぎず､ 詩人たちがきわめて上の 高い ところに あると偽 っ た｣ とな っ て
い る ｡
(1 9) 以後この節の 終わりまで は ､ 1 71 9年版で は以下の ようにな っ て い る｡ ｢これが
ロ ー マ 人 のイ ン フ ェ ル ス ある い はイ ンフ ェ リ ､ またギリ シ ア人の ハ デス とい う言葉が意味
する事柄なの で ある ､ すなわち墓場 のような暗い場所や ､ そ の他 の 低い薄暗い あらゆる場
所をい うの で ある｡｣
(2 0) 1 7 19年版に は ､ こ の原注はな い ｡
第玉章
(1) ｢ず っ と慎重 を要する｣ が ､ 1 71 9年版で は ｢ずっ と慎重 を要するずっ と難 しい｣
とな っ て い る｡
(2) ｢だが そ の 定義をする前に ､ も っ とも著名な哲学者たちが どの ように考えてきたか を
提示す べ きだ ろう｣ が ､ 1 7 1 9年版では ｢そうするため に ､ それが何で あるか を語 る前
に ､ も っ とも昔の 哲学者たちが どのように考えて い たか を伝えるこ とに しよう｣ とな っ て
い る｡
(3) 1 7 19年版で は ､ ここで ｢ニ｣ とい う新しい節とは な っ て いず ､ 改行の みで ある ｡
(4) 段落冒頭か らこ こまで は ､ 1 7 19年版で は ｢魂は霊 ある い は非物質的実体で ある
と言 っ たもの もい れば ､ 神性 の 一 小部分だと言 っ たもの もい る｡ きわめて微細な空気 と し
たもの も い れば ､ 熱 い風だと した もの もい る し､ 火と したも の も､ 水と火 の 混合物 と した
もの もい る｡ 原子 の偶然的な集合体と したもの も ､ 人間が死 ん だときに蒸発 し揮発 した微
細な諸部分 の混合物 と したもの もい る｡ 肉体諸部分の調和と したもの もい た し､ 脳 の 中で
分離 し､ 神経に お い て分配される ､ 血液のも っ とも微細な部分と したもの もい る｡｣
(5) ｢そう仮定すれ ば｣ は ､ 1 71 9年版では ｢したがっ て ､ こ の最後の もの たちによれ
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ば｣ とな っ て い るo
(6) ｢魂に つ い て人々 が作り上げた - - -｣ 以下ここ まで ､ 1 7 19年版では ｢さらに ､ 魂
が存在する ことを否定 したもの たちもい た｡ 〔こ こ で改行〕 古代の哲学者たちが魂に つ い て
持 っ た主要な見解は以上の とお りで ある｡ それ らをさらにわか りやすくす るた めに ､ 物体
的な見解と非物体的な見解に分け､ それ らの 著作家たちが誰であるか を語ろう｡｣ となっ て
い る｡
(7) 1 7 19年版で は ､ ｢ニ｣ とな っ てい る｡
(8) ｢これらの部分は非物体的で非物質的で ある｣ 以下こ こまで ､ 1 71 9年版では ｢こ
れらの 部分は非物体的で非物質的で あり ､ それ ら
､
が 小部分をなして い るそ の宇宙 の普遍的
霊魂と同 じ性質で ある ､ 百 の 小さな火もそれらが取 っ てこられた大きな 一 つ の 火と同 じ性
質で あるの と同様だ ､ と主張 したo｣ となっ て い るo
(9) 1 7 19年版で は､ ｢三｣ とな っ て いる｡
(1 0) この 一 文は ､ 1 7 19年版で は ｢これらの哲学者たち 臥 宇宙は非物質的で 不可
視で ､ す べ て を知り ､ つ ねに自ら動 いて い る 一 美体に よ っ て魂を与えられて い ると信 じ､
彼らの説で は これが世界に存在するあらゆる運動と ､ この実体の小部分だと彼らが いうあ
らゆる魂との源なの である｡｣ とな っ て い る｡
(1 1) ｢さて ､ こ の さまざまな魂はきわめて純粋で物体よりはるか に優れた本性を持 っ て
いるの で ､ それらが合体する の は直接にではなく ､ 炎だとか ､ 俗衆が天だと思 っ て い るあ
の 微細で延長を有 して いる大気とか の ような､ 微細な物体を媒介にするの だと彼 らは言う｡
つ い でそれ らの魂は さらに粗大な物体をとらえ､ それからもう少 し粗大な別な物体をとら
えるとい うように ､ 続けて段階をお っ て ､ つ い には動物の 目に見える体に合体でき
■
る よう
になり｣ の 部分は､ 1 71 9年版で は ｢さて ､ こ の さまざまな魂はきわめて純粋で物体よ
りはるか上 にある の で ､ それらがさまざまな物体に合体するの は直接に では なく ､ 微細な
物体を媒介にするの だと彼 らは言う｡ それからもう少 し粗大な別な物体を媒介に して とい
うように ､ 続けて段階をお っ て ､ つ い に は動物 の 目に見える体に合体でき るように なり｣
となっ て いる｡
(1 2) こ の 一 文は ､ 1 7 19年版で は ｢彼らが付け加 えるには ､ 魂の 死は肉体の 生で あ
っ て ､ 魂は肉体に埋葬されて い るか のようになっ て おり ､ その も っ とも高貴な機能は ほん
の わずか しか発揮されない ｡ 彼らによれば､ 逆に肉体の死 は魂の 生である｡ 魂がその 牢獄
か ら脱出 し､ 物質から解き放たれ て ､ 自らが 出てきた世界霊魂 - と再合体する か らだ､ と
いう｡｣ とな っ て い る｡
(1 3) ｢したが っ て ､ こ の 見解に よれば､ 動物の魂はす べ て同じ本性を持 っ て お り ､ その
機能や働き の 多様性 は｣ は､ 1 71 9年版では ､ 改行な しで ｢したが っ て ､ こ の考えに よ
れば ､ 動物の 魂はすべ て 同 じ本性を持 っ ており ､ その機能の 多様性は｣ となっ てい る｡
(1 4) ｢アリ ス トテ レ ス はすべ ての 存在に共通する普遍的知性を認 め ( -)､ これが個々
の 知性に対 して ､ 光が個 々 の 目に対 してなすの と同 じ働きをしてい るとい う｡ 光が さま ざ
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まな対象を目に見 えるようにす るように｣ は ､ 1 7 19年版で は ｢ア リ ス トテ レ ス は世界
霊魂の ほか に ､ す べ て の 人間に共通する普遍的悟性を認 め ､ こ れが個々 の 悟性 に対 して ､
光が 個々 の 目に対 して なす の と同 じ働き を して い るとい う｡ したが っ て ､ 光が さま ざま な
対象を目に見えるよう にするの と同 じ仕方で｣ となっ て い る｡
(1 5) この 一 節は ､ 1 71 9年版では ､ 改行な しで以下 の ようにな っ て い る ｡ ｢すべ て の
事物の 原理 として 四元素 を設定 した こ の哲学者は ､ そ の どの 元素 にも魂の働き を結 び つ け
る ことが できなか っ たの で ､ 第五 の 原理 が存在すると信 じ､ 魂はそれ から発する と した｡
彼は この 第五原理 に名を与えなか っ たが ､ 魂には永遠の 運動 ある い は永遠に自ら運動する
力を意味する新 しい名を与え､ 魂を私たちが生命を持ち､ 感覚 し､ 概念を有 し､ 動く よう
にさせるもの と定義 したo しか し､ その ように高貴な機能の 源で あり原理で ある この 存在
が何 であ るか ､ は言わなか っ たの だか ら､ 魂の本性 にかんする疑問 の解明を求 める べ きは ､
この 人に 対 して で はな い｡｣
(1 6) 1 7 19年版では ､ ｢四｣ となっ て い る｡
(1 7) ｢というのも｣ は ､ 1 7 19年版では ｢実際｣ とな っ て い る｡
(1 8) ｢け っ して動物の諸部分の 一 つ では なく､ 動物を構成 して い るあらゆる部分の 一 致
なの で ある ､ と彼 らは言う.｣ 臥 1 7 1 9年版では rそうだか らと い っ て ､ け っ して動物
の 諸部分 の 一 つ で はなく ､ 動物を構成 して い るあらゆる部分の 相互 的 一 致なの で ある ､ と
彼らは言う｡｣ となっ て いる｡ また､ 1 7 19年版に は ここにお ける改行はない ｡
(1 9) ｢というの は ､ 魂は けっ して物体では なく ､ 物体に分かちがたく結びつ けられた あ
るもの で しかな い と言うこ とは ､ 魂は物体的で あると言うことだか らだ｡ 単に物体で ある
もの だ けで は なく ､ 形相や偶有性や物質か ら分離 しえな いも の の すべ て をも ､ 人は物質的
と呼ぶ か らで ある｡｣ は､ 1 7 19年版で は ､ ｢という の は ､ 魂は けっ して物体で は なく ､
物体に分か ちがたく結び つ けられたあるもの で しか ない と言うことは ､ すぐれた ス コ ラ哲
学で は ､ 魂はま っ たく物体的であると言うことだか らだ｡ 単に物体で あるもの だけで は な
く ､ 物質か ら分離 しえない 形相や偶有性と いうもの すべ て をも ､ 人 は物体的と呼ぶか らで
ある｡｣ とな っ て い る｡
(2 0) ｢以 上が魂は非物体的あるい は非物質的で あると主張す る哲学者たちで ある - - ･｣
以下 こ こ まで は､ 1 7 1 9年版で は ｢以上が ､ 非物体的ある い は非物質的魂を信 じた､ ご
らん の ように意見も ー 敦 して い ない ､ したが っ てその 言うことを信 じる価値が ない ような
人々 の名前で ある｡ 魂は物体で あると説 い た人々 に移ろう｡｣ とな っ ており､ 途中に改行は
ない ｡
(2 1) 1 71 9年版で は ､ ｢五｣ とな っ て い るo
(2 2)イレ クキ ッ ボ ス とデ モ クリ トス は - - - ｣ の 部分は ､ 1 7 1 9年版では 以下の ように
な っ て い るo ｢ス トア派 の創始者で あるゼ ノ ン 〔キ ュ プ ロ ス の ゼノ ン . ギリ シア の 哲学者 ､
ス トア派 の 祖､ 前三三 五 一 前 二六 三年〕 は ､ 魂ある い は精神 は火 で あると信 じたo 彼 の あ
と､ レ ウキ ッ ボス とデモ クリ トス も - - ｣
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(2 3) 1 71 9年版で は ､ ｢エ ピク ロ ス は - - J から改行されてい る｡
(2 4) この あとに 1 71 9年版で は ､ 以下 の ように ､ (1 7 19年版の) ｢五｣ の 続きと
して 二段落､ (1 7 19年版の) ｢六｣ と して 一 段落が続 い て い るo
｢ 哲学者で音楽家の アリ ス トク セ モ ス 〔正 しくはアリ ス トクセ ノ ス ｡ 前三七 五 (三六 ○)
年 にイタリア の タ レ ン トに生まれ た哲学者､ 音楽理論家〕 は ､ 魂は肉体の 諸部分の 一 致 ､
ある い は ､ さまざまな声とそれに伴うさまざまな楽音の 多様性か ら生 じる調和と似た調和
で あると言 っ た｡
魂が肉体とともに成長 し衰退する こと ､ 幼年期に は弱々 しく壮年期に は力強く老年期に
はもうろくする こと､ 睡眠時には夢を見､ 酪酢時には愚か しくなり ､ 痛気 の とき には衰弱
する ことなどに気づき､ さらに魂が物体的で あることに気づ いたこれ らす べ て の 哲学者は ､
フ エ レ キ ュ デス ☆ 〔前五八四 一 前四九九牢､ ギリシ アの 神話叙述者〕 以前に生きて い た人々
とともに ､ 魂は死 ぬ と信 じたo
☆ 〔原注〕 キケ ロ の伝えるとこ ろによると (『トク ス ク ル ム にお ける討論』 第 一 巻 〔- 六章
三八節〕)､ シ ュ ロ ス 島に生まれ､ 第大代の ロ ー マ 王セ ル ウイ ウス ･ トウリウス 〔前六 世紀
の ロ ー マ 王〕 の御世に 生きて い たフ エ レ キ ュ デス が ､ 魂は不死で あると主張 した哲学者の
最初の もの で ある｡ 彼 の あとを弟子の ピ エ タ ゴラス が継ぎ､ 倣慢王 タ ル クイ ニ ウス 〔伝承
による ロ ー マ 最後の 王 ､ 在位前五 三四 一 五 - ○年〕 の 御世のイタリアにや っ てきたo 百年
以上もあと ､ プ ラ トン はイタリア旅行 の際に ピ エ タ ゴラ ス 派の哲学者たち､ とりわけフ ィ
ロ ラオス 〔前五世紀の ギリシ ア哲学者､ ク ロ トン の人〕､ エ ウリ エ トス ､ ア ル キ ュ タ ス 〔前
四世紀前半の タ レン トウム の政治家､ 哲学者〕､ テ ィ マ イオス 〔ロ クリ ス の テ ィ マ イ オ ス ､
前 五 一 四世紀頃の ギリ シ ア の哲学者〕 に会い ､ 魂の 不死に関する ビ ュ タ ゴ ラ ス の考えに賛
同 しただけで なく ､ こ の見解を支持する新しい理由さえ思い描い たo
芦1■声
′ヽ ､
キケロ の伝えるところによ ると☆､ クセノクラテ ス 〔前三 九六 一 前三 一 四年 ､ ギリ シ アの
哲学者 ､ カ ル ケ ドン の 人〕 は魂があることを否定した し､ ディ カイ ア ル コ ス 〔前三 0 0 年
頃の ギリシ ア の哲学者 ､ 歴史家､ 地理学者o 魂は不死で ない とする対話篇を残 した.〕 はプ
ェ レク ラテ ス とい う名の 老人に こう言わせ て い る｡ すなわち ､ 魂はなにもの で もなく ､ な
にも意味しない 空虚な名称にすぎない し､ 人間にも獣にも魂や精神はない ､ と｡ また､ 私
た ちが動 い たり感 じたりす るように して い る こ の力は ､ 命の あるどん なもの におい ても等
しく ､ 肉体と分離す る ことは できず､ 自然が与えた均衡によ っ て存続して い くように変様
した肉体その もの に ほか ならない ､ と｡
☆ 〔原注〕『トクス ク ル ム にお ける討論』 第 一 巻 〔 - ○章二 ○節〕｣
(2 5) 1 7 1 9年版で は ､ ｢七 ､ デカ ル ト氏ほ｣ とな っ て いる｡
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(2 6) この 一 文は ､ 1 7 19年版で は ｢魂の 非物質性 を打ち立て るた めに ､ 以下 の よう
にふ るま っ て い る の で あるo｣ とな っ て い るo
(2 7) ｢彼 はまず自分 の体の 存在を疑 い｣ は ､ 1 7 1 9年版で は ､ 改行されて ｢彼はまず
あらゆる物体の存在を疑 い｣ となっ て いる.
(2 8) 1 7 19年版で は ､ ｢この すばらしい推論がおのずと成り立たな い の はは っ きり し
て い ると して も､ 私の 見解が どの ようなもの か を簡単に述 べ て おこ うo｣ という 一 文は ない o
(2 9) ｢それが存在す るこ とはや はり真実だからだ｣ は､ 1 7 1 9年版で は ｢それが存在
する こ とを疑うこ とはできな い｣ とな っ て い る｡
(3 0) ｢ある い は ､ 彼がその ことを確信 して い るなら､ その懐疑はだか ら無駄なもの で あ
る｣ は､ 1 71 9年版で は ｢さて ､ 彼がそ の ことを確信 して い るなら､ その懐疑は無駄な
もの で ある｣ とな っ て い る｡
(3 1) ｢魂は思考す る実体だと彼が言 うとき､ 私た ちになにか新しい こ とを教えて い る の
で はない｣ は ､ 1 7 1 9年版では ｢魂は思考す る実体､ ある い は思考するなに かだと彼が
言うとき ､ 私たちになにか新しい ことを語 っ て い るの で はな い｣ とな っ て い る｡
(3 2) 1 7 19年版では ､ ｢八｣ とな っ て い る｡
(3 3) こ の 一 段落 は､ 1 7 19年版で は以下 のようにな っ て い る. ｢彼が行 っ たように言
を左右せず､ 魂に つ い て人が抱きうるも っ とも健全な観念を提出するた めに ､ 魂は動物に
お い て も人間にお いて も本性は同 じで ､ その能力の 開きはも っ ばら器官と体液の差異に 由
来する､ とい う ことを私たちはまず指播 しようo これ を認 めるなら ､ 私たちの 見解では魂
とは 以下の ようなもの で ある｡｣
(3 4) ｢確かに宇宙にはきわめて微細な流体が｣ は､ 1 7 19年版で は､ 章を変えて以下
の ように始ま っ て い るo
｢第二 ○章
魂とはなにか ｡
ヽ
確か に世界にはきわめて微細な精気が - - ｣
(3 5) 1 7 1 9年版ではここ で改行 されて い る｡
(3 6) 1 7 19年版では ここ か ら ｢二｣ となっ て い る｡
(3 7) 1 7 19年版で はここで改行されて い るo
(3 8) ｢この 物質｣ が ､ 1 7 1 9年版で は ｢こ の 精気｣ とな っ て い る｡
(3 9) 1 7 19年版で は､ ｢複合体の 中で は ､ 植物が - - -｣ とな っ て い る｡
(4 0) 1 7 1 9年版で は こ こで改行されて いる｡
(4 1) 1 7 19年版では こ こか ら ｢三｣ となり､ ｢三 ､ したが っ て確 かに ､ こ の 魂は - - - ｣
とな っ て い る｡
(4 2) ｢詩人や神学者があの 世に つ い て私たちに語 る こ とは ､ 彼 らがたやすく推測でき る
理由か ら生み 出 しばらま い た架空の 話だ｣ は ､ 1 7 1 9年版で は ｢詩人や神学者が あの 世
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に つ い て私 たちに歌うこ とは ､ 彼らが たやすく推測できる理由からで っ ちあげばらま いた
架空 の話にすぎない｣ となっ て い る｡
(4 3) 1 7 1 9年版には この原注はない ｡
第六章
(1) こ の 一 段落は 1 71 9年版で は以下の ようになっ て い るo r
-
､ 私た ちは霊体 - の 信
仰がどの ように して人 々 の あい だに紛れ込 んだか に つ い て十分に語 っ た し､ 霊体は想像力
の なか に しか存在 しない 幻影にすぎない ことを示 した けれ ども ､ 人々 はそ の信仰を自分た
ちの 宗教の 基本項目と したの だか ら､ この 問題 を先に扱っ たよりさらに深く こ こで扱うの
が適切だと判断 したo その ために異教徒の哲学者や詩人たちが霊体につ い て信じて い たこ
とを検討 し､ まさ しく彼らから ユ ダヤ人たちはそ の信仰を取 っ てきたこ とを示 し ､ その
ユ
ダヤ人か らキ リス ト教徒た ちも霊体に関する臆見を受け継いだ ことを示そう｡ さらに ､ キ
リス ト教徒たちに彼 ら自身の 原理 によ っ て悪魔は存在しない こ とを証明 しようo｣
(2) ｢人類の初めの 博士たちはこの幻影が何であるかを民衆に説明でき るほ ど知識がなか
っ たが｣ は､ 1 7 19年版ではここか ら別の節になっ てい て ､ ｢二 ､ 古代の 哲学者たちは こ
の 幻影が何で あるかを下層民 に説明できるほ ど知識がなか っ たが｣ となっ て いるo
(3) ｢与える｣ が ､ 1 7 1 9年版で は ｢押 し付ける｣ になっ て い る｡
(4) ｢愚かだ っ た｣ が ､ 1 7 19年版では ｢ひ どい過ちを犯 して い た｣ に なっ て い るo
(5) ｢この滑稽な見解に したが っ たために､ これに負けず劣らずばか げた誤謬 に締り｣ か
ら､ 1 7 1 9年版で は節が変わり ､ ｢四､ こ の ばかげた想像の あとに､ これとほぼ同 じよう
に耐え難い誤謬に陥り｣ とな っ て い る｡
(6) こ の 一 文は､ 1 7 1 9年版では ｢ばかげたもの だが､ 自分たちが知らな い存在はな
ん らか の無限の 力で あると想像する無知な人々 によく見られる信念であるo｣ となっ て いる｡
(7) こ の節は1 7 1 9年版で は ｢五｣ とな っ て い る｡ また ｢こ の 滑稽な見解が広 められ
ると ､ - - ･ 立法者たちが｣ は ､ 1 7 1 9年版で は ｢こ の 滑稽な見解が広められると ､
- -
主権者たちが｣ とな っ て い る｡
(8) ｢目に見えな い力にた い して 民衆がもつ 恐れによっ て彼らに義務を遵守させようと望
ん だ｣ は､ 1 7 19年版で は以下の ようになっ ており､ 原注が付けられて い る｡
｢それは古
代の 著名 な歴史家☆ にならっ て私たちがすでに ほの めか したように ､ 目に見えない力 にた
い
して 民衆がもつ 恐れ によ っ て彼らに義務を遵守させ るためだ っ た｡
〔原注〕 ☆それ はポリ ュ ビオス 〔ギリ シア の歴史家､ 紀元前2 00 頃
一 紀元前1 2 0年頃､
主著は 『歴史』 四 ○巻〕 であるo 彼 は以下の ように言 っ て いるo も しも賢明な人
々 だけか
らなる国家を作 る こ とができ るなら ､ 神々 や冥府に関するあらゆる空想的な説はま っ たく
余計なもの だと認 めねばならない ｡ しか し､ 私たちが目に して い るような､ ありとあらゆ
る無軌道や犯罪行為に 陥りやすい 民衆を含まな い 国は存在 しない の だか ら､ 彼らを押さえ
っ けておくため に ､ 宗教が心に植えつ ける根も葉もない 恐怖や､ 古代の 人々 が意図的にあ
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の ように賢明に導入 したあの 世 へ の激 しい恐れを利用 しなければならな い ､ と｡｣
(9) ｢そ して さらに こ の教義に重みを付け加 えようと､ 虜顔ある いは 磨紛を良い もの と悪
い も の とに区別 し｣ は､ 1 71 9年版で は ｢そ して さらにそうする ことに重み を付 け加 え
ようと､ 魔物 を良い もの と悪 い もの とに区別 し｣ とな っ て い る｡
(1 0) ｢ギリシ ア の詩人や歴史家た ち｣ は ､ 1 7 1 9年版で は ｢ギリ シア の詩人たち｣ と
な っ て い る｡
(l l) この節は1 7 1 9年版で は ｢六｣ とな っ て い る｡ また､ ｢それらを初めて発 明 した
の は ギリ シア人 たちで ある｡ 彼らの もとからその植民地を介して｣ は ､ 1 7 19年版で は
｢それ らを初めて発明 したの はギリ シア 人たちで ある｡ 彼 らの もとか らその 植民地や征服
を介 して｣ とな っ て い る｡
(1 2) 1 7 19年版で は ､ こ こ で改行がなされて い る｡
(1 3) ｢ギリ シア人 の ように良い霊体と悪 い霊体を無差別 に 励 とは呼ばず に悪 い もの だ
けをそう呼び ､ 慶顔や禅の名は良い魔物だけに取 っ て おき ､ 良い霊体によ っ て 霊感 を与え
られ たもの たちを原音者と呼んだ｡ さらに ､ 自分たちが大きな福と見なす事柄はす べ て神
的な霊体が行 っ たことで ､ 大きな災いと評価する事柄はす べ て カ コ ー ダイモ ンある い は邪
悪な霊体が行 っ たことと見なした｣ の 部分は ､ 1 7 1 9年版で は ｢ギリ シ ア人 の ように良
い 霊体と悪 い 霊体を無差別 に魔物とは呼ばずに悪い も の だけをそう呼び ､ 神の霊 の名は良
い 魔物だけに取 っ て おき ､ この 良い霊 を持 つ もの たちを預言者と呼んだ ｡ さらに ､ 自分た
ちが大きな福と見なすもの を神の霊 と名 づ け ､ 逆に大きな災い と評価するもの はす べ てカ
コ ー ダイ モ ン ､ 邪悪 な霊と名づ けた｣ とな っ て い るo
(1 4) ｢五 ､ 善なるもの と悪 なるもの の この 区別か ら｣ は ､ 1 71 9年版で は ｢七 ､ 良い
霊体と悪 い 霊体の こ の 区別か ら｣ となっ て い る｡
(1 5) ｢霊体あるい は幻影は単なる幻や幻視で はなく ､ 想像力とは無関係な現実的な存在
だと信 じて い たこ とで ある｣ は ､ 1 7 19年版で は ｢幻影は単なる幻や幻視で はなく ､ 想
像力 とは無関係 に実在する現実的な存在だと信 じて い た こ とで ある｣ となっ て いる ｡
(1 6) ｢六 ､ こうしたわけで ､ 聖書全体に霊体や魔物や魔物潜きに つ い て の作り話 が詰め
込 まれ て い る の で ある｣ は､ 1 7 1 9年版で は ｢八 ､ こう したわけで ､ 聖書全体に霊体や
魔物や魔物源 とい う言葉がばらまかれる ことに なっ た｣ とな っ て いるo
(1 7) ｢お こがま しくも天地創造につ い て語ろうと したと言われる モ ー セ に ､ こ の点で は
ほ とん ど弁解の 余地は ない｣ は ､ 1 7 19年版で は ｢おこ がま しく も天 地や人間や動物 な
どの 創造に つ いて 語ろうと したと言 われ る モ ー セ にと っ て ､ こ の 怠慢は ほ とん ど弁解の 余
地は な い｣ とな っ て い る｡
(i8) この 一 文は ､ 1 7 1 9年版では ｢こ の 点で はイ エ ス ･ キリ ス トも彼以上に許せ る
わけで はない ｡ 天使や良い 霊体や悪 い霊体に つ いて 頻繁 に語 っ た にもか か わらず ､ それ ら
が物質的なの か非物質的なの か に つ い て 一 度も語らなか っ たの だか ら｣ とな っ て い る｡
(1 9) ｢これは 二 人ともにそれらに つ い て ､ ギリ シア人が彼 らの 先祖に教えたこ と しか知
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らなか っ たこ とを示 して い る｡ そうで なければ､ イ エ ス ･ キリス トの こ の 沈黙 は ､ す べ て
の 人間に与えうると断言 した恩寵や信仰や敬神 を彼 らに拒絶す る彼の 悪意に負けず劣らず､
や はり非難す べ きもの であろう｣ は ､ 1 7 1 9年版では ｢これはイ エ ス ･ キリ ス トがそれ
らに つ いて ､ ギリ シア人が彼 の先祖に教えたこと しか知らなか っ たの をは っ きり示 して い
る し､ また､ も しよ り多くの ことを知 っ て い た ならそれを人 々 に知らせなか っ たの は ､ す
べ て の 人間に与 えうると断言 した真理や信仰や敬神を彼らに拒絶することに負けず劣らず ､
やは り非難す べ きで ある ことをは っ きり示 して い る｣ となっ て い る｡ また ､ 1 7 19年版
では こ こ で改行されて い ない ｡
(2 0) ｢その言葉を発 明したギリシ ア人の 間で あれ､ 採用 したユ ダヤ人の 間で あれ ､ そん
なもの を信 じた の は無知な人々 以外に い なか っ たことは確かで ある｣ は､ 1 7 19年版で
は ｢その 言葉を発明 したギリ シア人ならびに採用 した ユ ダヤ人の言うことに基づ い て ､ そ
う信 じられるの は無知な人 々 以外に いなか っ た ことは確かで ある｣ とな っ て い る｡ また､
1 7 19年版で はこ こで改行されて い る｡
(2 1) ｢敵や告発者や破壊者｣ は ､ 17 1 9年版では ｢悪人､ ペ テ ン師､ 放資い者､ 敵対
者､ 敵 ､ 告発者 ､ 中傷者 ､ 破壊者 ､ 殺褒者など｣ となっ て い る｡
(2 2) ｢目に見えるもの｣ は､ 17 19年版では ｢自分たち自身の 敵｣ とな っ て い る.
(2 3) こ の 一 節は ､ 1 7 1 9年版で は r - - ､ イ エ ス ･ キリス トは ユ ダヤ 人で ､ したが
っ て彼の 民族がギl) シア人 から引き 出した､ こうい う気の 抜けたような臆見が絡み こんで
い たの だか ら､ 福音書や弟子 の書き物の いたるところに悪魔やサタ ンや地獄という言葉が
見られ ､ あたかもそれ が実在で現実ななにかで あるか の ように言われて い る･の で ある｡ し
か し､ すで に示 したように ､ これ以上空想的なもの などない ことは本当だが ､ かりに私た
ちが語 っ たことで はまだそ の証明に十分でない と しても ､ も っ とも頑固な人を納得させ る
の に あと二言三言 しか 必要 あるまい｣ となっ て い る｡
(2 4) ｢万物の 源｣ は ､ 1 7 19年版で は ｢第
一 原理で万物の源｣ となっ て い る o
(2 5) ｢ 餅 サタ ンと｣ が ､ 1 7 19年版で は ｢悪魔やサタ ン ならびに あらゆる被造物
と｣ となっ て い る｡
(2 6) ｢それが第 一 原理 の作物である の は間違いがない｣ は ､ 1 7 19年版では ｢こ の原
理か ら次の ようなことに なる｣ となっ て い る｡
(27) ｢神の意志によ っ て｣ は､ 1 7 1 9年版で は ｢神の仲立ちと許 しとによ っ て｣ とな
っ て い るo
(2 8)｢苦しめる｣ が､ 1 719年版では ｢無数の 人の 口で神を呪わせ る｣ とな っ て い るo
(2 9) この 一 文は､ 1 7 19年版では ｢つ まり ､ 神が その 悪魔を養い ､ 保 ち､ 生きなが
らえさせ て ､ 神に対 して できるかぎりの悪事を働か せ ､ そん なこ とができ るなら神 を廃位
させ ､ 神 の 選ん だもの や気 に入 りの もの が神 に仕えるの を邪魔させ る ､ とい うこ とがどう
して 理解できようか｣ とな っ てい る｡ また､ 1 7 1 9年版で は この
一 文の 後に改行はない o
(3 0)｢自らを呪っ て い る｣ は ､ 1 7 19年版で は ｢悪魔の 口を通 して自らを呪 っ て い る｣
8 5
とな っ て い る ｡
(3 1)
.rばか げた ことこ の う えない｣ は ､ 1 719年版で は ｢私 の意見で はきわめてばか
)げた こ とだ｣ となっ て い る｡
(3 2) こ の 一 文は ､ 1 7 19年版では ｢それ に同意 して い な い なら ､ で は神が 全能 で あ
ると いう の は真実で ない ｡ 全能でない ならば､ 万 物の 唯 一 の 原理 の 代わり に ､ 善と悪 の 二
つ の 原理 を認 め なけれ ばならない だろうし､ 一 方は ある こ とを望み ､ 他方 はま っ た く反対
の ことを望み行う ことに なる｣ とな っ て い る｡
(3 3) こ の 一 文は ､ 1 7 19年版で は ｢すなわち ､ 宗教が描くような神 も悪魔も魂も天
も地獄 も存在 しな い こ と､ また､ 神学者す なわち作り話 を啓示 された神の真理だと言 っ て
あるく人々 は､ 幾人か の無知 な人を除い て みん な､ 民衆の信 じやすさに悪賢く つ けこん で
好き勝手な ことを信 じ込まそうとする不誠実な人々 で ､ ま るで俗衆は空想 しか受け入れら
れ ない と､ ある い は ､ 俗衆は真理や知恵という塩 一 粒も見 つ か らな い ､ 空虚､ 無､ 狂気 し
か 見 いだ せ ない この ような味気ない肉の みで養われ る べ きだ ､ と して い る ことを認 め ざる
をえなく なる｣ とな っ て いる｡
(3 4) この 一 文は､ 1 719年版で は ｢ずいぶん前から人 は､ 真理は 民衆の ための もの
で はない し､ 民衆にはそれを知る能力 はない とい うばかげた格率に心酔 してきたが､ 同時
に ､ こ の 小論で してきたように､ こうい う不正 に抗議 の 声を上 げた誠実な精神をもつ 人々
は何時 の 時代にも い た｣ とな っ て い る ｡ また､ 1 7 19年版で は この
一 文の 後で 改行され
て い る ｡
(3 5) こ の 一 文は､ 17 1 9年版で は ｢真理 を愛する人 々 は この 小論 の うちに間違い な
く大きな慰 めを見い だすだろう し､ 私たちはそう いう人たちだけに気に入 っ てもら い たい
の で ､ 偏見が不可謬 の神託の代わりを して い るような連中などい っ さい 気に は して い ない｣
とな っ て い る｡
(3 6) 1 7 19年版に こ の引用はない o
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訳注
第 一 章
卜〕 こ の ｢ - ｣ 節の 直接的な出典と指定する こ とはできないが ､ ス ピノザ 『神学政治論』
｢緒言｣ 前半 (岩波文庫 ､ 上巻､ 三九 一 五○貢 ､ 畠中尚志訳) およびホ ッ プズ 『リヴァ イ
アサン』｢第 一 部 人間に つ い て｣ ｢第 - 一 章 さまざまな態度に つ い て｣ 後半 (岩波文庫､
第 一 巻､ - 七 四 - 一 七 九 頁､ 水 田洋訳) を参照.
〔二〕 ｢五｣ 節の初め からこ こまで ､ 出典の 一 つ として以下の 二箇所を参 軌
ス ピノ ザ『神学政治論』｢第 一 章 預言に つ い て｣ から､ ｢聖書をひもとく時我々 は､ 神が
預言者たちに啓示 した 一 切は言葉によ っ て ある い は形象によ っ て あるい はその 両者すなわ
ち言葉と形象によ っ て啓示 されたことを知るで あろう｡ だが この 言葉なり形象は ､ 真実な
も の ､ 換言すれば､ これを聞きある い は見る預言者の表象力 の外にも存するもの で あ っ た
か ､ ある い は単に表象的なもので あ っ たかで ある｡ 預言者の 表象力は､ 覚醒時にお い てさ
え ､ 〔実際に は存在しない〕 言葉あるい はもの を聴きまたは見たとはっ きり思 えるような状
態に なり えたの で あるか ら｣(岩波文庫､ 上巻､ 六 二 - 六三頁 ､ 畠中尚志訳). また､ ホ ッ
プズ 『リヴァ イアサ ン』｢第三部 キリス ト教の コ モ ン ー ウ エ ル ス に つ いて｣｢第三 二 章 キ
リ ス ト教の政治学の諸原理に つ い て｣ か ら､ ｢かれ 〔神〕 が人に夢のなかでか た っ たとい う
ことは ､ その 人が ､ 神 が自分にかたるの を夢みたとい うこ とにすぎず､ それ はつ ぎの こと
を知 っ て い る どんな人か らも､ 信仰をかちとる力をもたない の で ある｡ その こ ととは､ 夢
の 大部分が自然的なもの で ､ 以前の諸思考からで てきうること､
- ･ - 自分の信心深 さやそ
の 他の 徳に つ い て有する自己欺晴やおろかな尊大さや虚偽の 意見か ら､ でて きうる こ とで
ある｡ - - したが っ て ､ 全能の 神は､ 夢､ 幻影､ 声､ 霊感によ っ て人に かたりうるとはい
え ､ 神 が自分にそう したと主張する人の い うとおりに神 がしたの だというこ とを､ 借 じる
ようには何人をも義務づけは しない . その 人 臥 (人間なの だか ら) まちがえるかも しれな
い し､ (その う え)うそをつ くかも しれない の で あるo｣(岩波文庫､ 第三巻､ ニ八
一 二 九頁 ､
水 田洋訳)
〔三〕 この 本文および原注 ( -) に つ い ては､ 以下の もの が出典の
- つ で あろうo ジ ュ リ
ォ . チ ェ - ザレ ･ ヴア ニ ー ニ 『自然の驚く べ き秘密に つ い て』(パ リ ､ 1 61 6年) ｢対話
五 O｣ か ら ｢モ ー セ とキリス トに は相違があるの ですo キ
･リス トはい つ も軍隊を持 っ て い
ませ んで した. さて ､ マ キア ベ リが言うように ､ 自らの ための 力を持たずに真理 を主張し
ょぅとした人々 は悲惨な死に方をしたの ですo 反対にモ
ー セ は常に軍隊を持 っ てい ま したo
彼 の法に反対 した二 万 四千人の偶像崇拝者を
一 挙に殺させ たの ですo｣(LuigiCo rv aglia, Le
ope ra dl
･
G]
･
uEo Ce s a zle Va n]
･
n l
･
e lelo m [ontl
･
,
Vol･ ⅠⅠ, De adm l
'
m ndl
'
s D atu m ea m a Djs,
Gala ntin a, Co 喝 edo, 1990, p.271
･272･)
〔四〕 こ の本文および原注 (二) につ い ては ､ 以下の もの などが出典の
- つ で あろうo
ホ ッ プズ 『リヴァ イ アサン』 ｢第三部 キリス ト教の コ モ ン
ー ウ エ ル ス に つ い て｣ ｢第三 二
8 7
章 キリ ス ト教の 政治学の諸原理に つ い て｣ か ら､ ｢《列王上
･ 二 二》 イ ス ラ エ ル の 王 が ラ
モテ ･ ギ レア デに たい して かれが した戦争 に つ いて ､ 忠告を求めた四百人の 預言者の うち
で ､ ミカイアだ けがほん とうの預言者であ っ た.｣ (岩波文庫､ 第三巻 ､ 二九 頁､ 水 田洋訳)
あるい は同 ｢第三部｣ ｢三 六章｣ (岩波文庫､ 第三巻 ､
-
- 四 - - - 五頁 ､ 水 田洋訳)o
〔五〕｢六｣ 節の 初めからこ こ まで ､ 出典の
一 つ と して ス ピノザ『神学政治論』｢第 一 章 預
言 に つ い て｣ 末を掲げておく｡
｢またミ カヤ は神 を座 っ て い るもの と して ､ ダ ニ エ ル は これ を白い着物を着た老人 と して ､
ェ ゼ キ ュ ル は これ を火の ようなもの として 見た こと､ またキリス トの側 に い た看たちは聖
霊 を天 か ら降る鳩と して ､ 使徒たちはこれ を火 の ごとき舌と して｣ 最後 に パ ウロ は 回心に
際して これを大きな光として 見た ことを我 々 は不思議に思わない で あろうo 何故なら､ こ
れらの 幻影は神 並びに諸霊に関する通俗の 表象像と全く調和するからで あるo｣(岩波文庫､
上巻 ､ 八六 頁 ､ 畠中尚志訳)
〔六〕『民数記』 第二玉章 - 一 九節では , 確か にイ ス ラ エ ル 人二万 四千人が死 んだとされて
い る ｡ た だ し､ それは ペ オ ル の バ ア ル神を拝んだ人々 に神 が送 っ た疫病の た めとされて い
る｡
〔七〕『列王紀上』 第二二章六 - 一 二節に 臥 確 かにイ ス ラ エ ル 王 ア ハ ブに誤 っ た預言をす
る 四百人 の預言者の 話があるが ､ これらと異な っ て真の預言 をする主 の預言者イ ム ラの 子
ミカヤも登場 して い る｡
第二 章
〔- 〕 こ の ｢ - ｣ 節の 出典の 一 つ は､ ホ ッ プズ 『リヴァイア サ ン』｢第
一 部 人間に つ い て｣
｢第 一 一 章 さまざまな態度に つ い て｣ の 以下の 箇所 で あろう｡
｢そ して ､ も の ごとの自然的諸原因に つ い て の探求を ､ わずか しか ､ あるい はま っ たく ､
や らな い 人々 は ､ それで も､ 自分たちにおおく の利益や害悪 を与 える力 をも っ て いる の は
何で あるか とい うことに つ いて の ､ 無知その もの か ら出てくる恐怖によ っ て ､ さまざまな
種類の 見 えない 力 を想定し､ そうおも い こみ ､ かれら自信 の造影を畏怖 し ､ こ ま っ たとき
に はそれ らに援助をもとめ､ また期待どおりに成功 したときに は､ それ らに感謝すると い
うように ､ なるの で あっ て ､ かれ ら自身の想像力 の 被造物を､ かれらの 神々 とする の で あ
る｡ こ うい う手段 によ っ て ､ 想像の かぞえきれな い多様性か ら､ 人 々 がこ の 世 に ､ かぞえ
きれな い種類の神 々 をつ くりだすとい うことが生 じたの で あ っ た.
- ･ ･ - そ して こ の宗教の
種子 は ､ おおく の 人によ っ て観察され ､ それを観察した人々 の うちの ある人 々 臥 それ に
栄養と衣装と形態 を与えて ､ 法に しようとい う気持 になり ､ また ､ 自分たちが他の 人 々 を
も っ とよく統治 し､ 彼 らの 力を自分たちにと っ て も っ とも有効なもの とするが ､ でき るよ
ぅ にな るの に役 だ っ とおも い さえすれば ､ 未来の自称 の諸原因 につ い て の ､ どん な意見で
ぁろうとも自分たちの おもい つ き を､ それに つ けく わ えようとお も っ たo｣ (岩波文庫､ 第
一 巻 ､ - 七八 - 一 七 九 貢､ 水 田洋訳)
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■また ､ ス ピノザ 『ェ チカ』 第 一 部 ｢神に つ い て｣ 末尾 の ｢付録｣ か ら､ ｢ここで は次の こ と
を基礎に して論を進めるならば､ 十分で あろう ｡ すなわち､ すべ ての 人が認 めなければな
らない こと ､ 言 い か えれば ､ す べ ての 人は ､ もの の 原因に関して生まれつ き無知で あるこ
と､ また自分の 利益をもとめようとする衝動をもち ､ しか もそれを意識 して い る こ とで あ
る.｣ (｢世界 の名著､ ス ピノザ ･ ライ プ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社､ - 一 八貢 ､ 工藤喜作 ･ 斉藤
博訳) という箇所 を参照｡
〔二〕 こ の ｢ニ｣ 節の 出典の 一 つ は ､ ス ピノザ『ェ チカ』 第 一 部 ｢神に つ い て｣ 末尾の ｢付
録｣ か らの 以下の 箇所 で あろう｡
｢人間は､ 生 じてきたすべ ての もの が自分の ために生 じてきたのだと 一 度でも思 い こむと､
あらゆるもの に つ い て ､ 自分にも っ とも都合の よい もの を重要なもの と判断 し､ 彼 らがも
っ ともこ ころよく刺激をうけたす べ ての もの をも っ とも価値があると評価 しなけれ ばなら
なか っ た. この ことか ら彼 らはもの の 本性を説明するための 手段として ､ 重 し 塵 ､ 秩昼 L
塾垂L暖かさ ､ 寒さ､__美､ 醜などの概念をつ く らねばならなか
っ た｡ そ して , 彼らが自分
たちを自由で あると思うことによ っ て ､ 賞賛と非難 ､ 罪業と功労というような概念が生 じ
て きたの で ある｡｣ (｢世界の名著､ ス ピノザ ･ ライプ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社､
- 二 二 頁､ 工
藤喜作 ･ 斉藤博訳)
〔三〕 こ の ｢三｣ 節の 出典の 一 つ は ､ ス ピノザ『ェ チカ』第 一 部 ｢神 につ い て｣ 末尾 の ｢付
録｣ か らの 以下の 箇所で あろう｡
｢こ こで は次の こ とを基礎に して論を進めるならば､ 十分で あろう｡ すなわち ､ すべて の
人が認め なけれ ばならない こと ､ 言い かえれば､ すべ て の 人は､ もの の 原因 に関 して生ま
れ つ き無知で ある こと ､ また自分の 利益をもとめようとする衝動をもち､ しかもそれ を意
識 して い ることで ある｡ なぜ なら､ これらの ことか ら次の こ とが帰結されてくるか らであ
る ｡
阜ヂ第∵ 娃 ､ 人間は 自分を自由であると思 っ て い るという ことで ある｡ というの は ､ 彼
らは自分の意欲と衝動とを意識 して い るが､ 自分を衝動や意欲に駆 りた て る原 因に つ い て
は知 らない か ら､ 夢に もその原因に つ いて は考えつ か ない の で ある｡
塞三泣 ､ 人間は い っ さい をある目的の ため､ すなわち自分の欲す る利益の ため に行うと
い う ことで ある｡ この ことか ら､ 彼らは常に完成したもの に つ いて の 目的因だけを知ろう
とつ とめ､ それを聞 けば安心 して しまう｡ も ちろん彼らにはそれ以上疑うべ き理由はない
か らで ある｡ ･ - - さらに彼 らは､ 自分の 利益をもとめ るために ､ すく なか らず有用な手段
を数多く自分の 内外 に発 見する｡ すなわち､ もの を見るための 目 ､
･ ･ - - も の を照らすため
の 太陽 ､ ･ - - などを発見する｡ - - . これらの ことから､ 彼 らはすべ て の 自然物 をい わ ば自
分の 利益 の た めの 手段と考えるようにな っ たの で ある｡
そ して これ らの 手 段ほ ､ なるほ ど彼らによ っ て発見されたもの であるが ､ 自分た ちの 調
達 したもの でな い ことを知 っ て い るため ､ 他 の だれかが それ らの 手段を自分たちの使用に
供するように とりはか らっ てくれ たと信 じるようにな っ たo - - 人間的な自由 に恵まれた
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一 人ある い は幾人 かの 自然の 支配者が存在 し､ これらの 支配者が彼 らの ためにすべ て を配
慮 し､ そ･して それ らを彼 らが使用するよう に創造 したと結論 しなければならなか っ たo そ
して彼 らは こ れ らの支配者の 性格 に つ い て は何も聞く こ とがなか っ た の で ､ これを自分の
性格からお して 判断 しなければならなか っ た の で ある ｡ ･ - - こ の 結束 ､ 各人は ､ 神 が自分
をほ か の だれ よりも愛 し､ 全自然 を自分 の 盲目的な欲望と飽く こ とを知らない食欲に むけ
てくれ るように ､ 神崇拝の さまざまの様式 を自分の 性格か らお しはか りなが ら考え出 した
の で ある .｣ (｢世界の名著､ ス ピノ ザ ･ ライプ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社､ - 一 八 一 - 一 九 貢､
工藤喜作 ･ 斉藤博訳)
〔四〕 こ の ｢四｣ 節の 出典の 一 つ は ､ ス ピノザ 『ェ チカ』第 一 部 ｢神 に つ い て｣ 末尾 の ｢付
録｣ か らの 以下の箇所で あろうo
｢こうして こ の 偏見 は迷信 におちい り､ 人間の 心に深 い 根をお ろ して しま っ た ｡ これが も
とで 各人を皇､ す べ て の もの に つ い て 目的因 を認識 し､ その説 明に最大の 努力をはらうよう
にな っ た の で あ る｡
だが彼 らは ､ 自然がむだなこと 〔すなわち人間に とっ て無用なこと〕 を何 一 つ して い な
い とい うこ とを示そうと しても ､ 自然と神々 が人間と同 じように発狂 して い るとい うこと
を示 しただ けにすぎなか っ たように見える ｡ - - 彼 らは 自然の中に ある この ように多く の
有用物 の 中にもすくなからぬ有害物､ すなわち暴風雨 ､ 地震､ 病気 などを発見 しなけれ ば
ならなか っ た｡ そ して この ような有害物 は ､ 神 々 < 〔彼らが自分たちと同類の もの と考え
て い る とこ ろの神々〕 >に加 えた人間 の侮辱の ために ､ ･ - ･ - 神 々 が怒 っ たか ら生 じて きた
の だと､ 彼 らは主張 した｡
だが日 常の 経験は これと反対であり ､ 有用物と有害物とが ､ 敬虞な人 にもまたそうで な
い 人に も同 じように無差別に生ずる ことを無数の 例をも っ て 示すけれども ､ 彼らはそ うか
とい っ て ､ おい それ とこの古 い偏見か らぬけだそうとは しなか っ た. なぜなら､ - ･ - 彼ら
が生まれ なが らにも っ て いる無知 の状態を維持するほ うが､ あの 古い組織全体を破壊 して ､
新 しい組織を考え出すことよりも､ 彼 らに は容易だっ たか らで ある｡｣ (｢世界 の名著､ ス ピ
ノザ ･ ライ プ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社､ - 一 九頁 ､ 工藤喜作 ･ 斉藤博訳)
〔五〕 こ の ｢五｣ 節の 出典の 一 つ は ､ ス ピノ ザ『ェ チ カ』 第 一 部 ｢神 に つ いて｣ 末尾の ｢付
録｣ か ら の以下の 箇所であろう｡
｢こ の た めに彼 らは ､ 神々 の判断が人間 の理解力をはるか に超 えて い ると確信するに いた
っ た0 日的に関係せず ､ ただ図形の 本質と特質だけを問題 にする数学が ､ 人間に真 矧 こっ
い て の 他の 規範を示 さなか っ たなら ､ まさに こ の - つ の理 由だけか ら､ 真理 は人類 にと っ
て永遠に かくされたままにな っ て い たこ とで あろう｡｣ (｢世界の名著､ ス ピノ ザ ･ ライプ ニ
ッ ツ｣､ 中央公論社､ - - 九頁 ､ 工藤喜作 ･ 斉藤博訳)
〔六〕 こ の ｢六｣ 節の 出典の 一 つ は ､ ス ピノザ 『ェ チカ』 第 一 部 ｢神 に つ い て｣ 末尾の ｢付
録｣ か らの 以下の箇所で あろう｡
｢自然が自分 の た めに いか なる目的もたてず ､ またす べ て の 目的因が 人間の想像物にすぎ
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な い こ とを示すた め に､ われわれは多くの こ とを論ずる必要はない ｡ - - - こ の説は神 の完
全性 をそ こ なう｡ なぜ なら､ 神 が目的の ために はたらくならば ､ 彼 は自分に欠けたもの を
必然的に欲求 して い る こ とになるか らで ある｡ そ して神学者と形而上学者 とは ､ ･ ･ ･ - 神 が
被造物の た めでは なく ､ 自分の ため にい っ さい をなすとい うこ とを認めて い るの で ある｡
とい うの は ､ 彼 らは ､ 神 の ほか には ､ 神が そ の ために はた らかなければならないもの を､
創造以前に何 一 つ 示す こ とができな い からである o したがっ て彼 らは､ その ための 手段を
用意 しながら､ そ の 当の もの をも っ て い なか っ たために､ それを欲求 したの だと､ 心なら
ずも告白 しなけれ ばならなか っ たの で ある｡ - - 丁･ こ こで 見逃すことができない こ とは､ も
の の 目的 を示すことで自分たちの 才能を誇示 しようと したこ の説 の信奉者たちが ､ この 時
節を証明するために ､ 新 しい証明の方法を考え出 したこ とで ある｡ - - なぜ なら､ たとえ
ば ､ も しある家の屋根か ら石 が落ちて ､ ある人 の頭にあたり ､ 殺 したとすれば､ 彼 らは石
が そ の 人を殺すために落ちたの だと主張 し､ これを次の ように証明するか らで ある｡ も し
石 が ､ 神の 意志 に従っ て この 目的の ために落ちたの でなか っ たとしたら､ どう して この よ
うに多く の事情が - - 偶 然起 こりえたのか と｡
これ にたい して あなたは ､ 風が吹い てい たとか ､ ちょう どその 人がそこを通りか か っ た
か らこうい うこ とが 起こ っ たの だと答えるで あろう｡ これにたい して彼 らはまた､ なぜ風
が吹いた の か ､ なぜその 人がそこ をちょうど通りかか っ たの かと詰問するで あろう｡ - -
そ の 人は､ たまたま友人 から招待されて いたの だと答えるならば､ - = - なぜそ の人 はその
時刻に招待されたの か と詰問するで あろう｡ こ の ように原因から原因をたずねて ､ 神の 意
志､ すなわち無知 の避難所にの がれるまでは ､ その詰問をやめない であろう｡
同 じように また彼 らは ､ 人間の 身体組織を見て驚き ､ 目を見は っ て しまう｡ そ して こ の
ような技術の原因を知 らない か ら､ 彼 らは機械的な技術で はなく ､ 神的なあるい は超自然
的な技術によ っ て造られ - - て い ると結論する｡ そ して この ことか ら驚異の其の 原因を探
求するもの ､ また無知な人と して自然物をぼうぜん と見つ め るの で はなく ､ 学者と してそ
れ を理解 しようとする人は ､ 無造作に ､ 異端者､ 不信心者と見なされ ､ 民衆が い わば自然
や神 々 の解釈者と して尊敬 して い る人々 からも､ その ような非難を受けるの で ある｡
なぜなら彼 らは ､ 無知 〔ある い は愚鈍〕 が なくなれば､ 驚きもまたなくなる こと ､ す
なわち､ 彼らが自分の権威を証明 し維持するためにも っ て い た唯 - の手段もまたなく なる
ことを知 っ て い るか らで ある ｡｣ (｢世界の名著､ ス ピノザ ･ ライ プニ ッ ツ｣､ 中央公論社､
- 二 ○ - - ニ ニ 貢､ 工藤喜作 ･ 斉藤博訳)
〔七〕 こ の ｢七｣ 節の 出典の 一 つ は ､ ス ピノザ『ェ チカ』 第 一 部 ｢神に つ い て｣ 末尾の ｢付
録｣ からの 以下の 箇所で あろう｡
｢人間は ､ 生 じてきたす べ て のもの が自分の ために生 じてきたの だと 一 度でも思い こ むと､
あらゆるもの に つ い て ､ 自分 にも っ とも都合の よい もの を重要なもの と判断 し､ 彼らがも
っ とも こ こ ろよく刺激をうけたすべ ての もの をも っ とも価値が あると評価 しなければなら
なか っ たo こ の こ とか ら彼らはもの の 本性を説 明するための手段と して ､ 葦 朋
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混乱 ､ 暖 かさ ､ 寒さ ､ 美､ 醜などの 概念 をつ く らねばならなか っ た ｡ そ して ､ 彼 らが 自分
たちを自由で あ ると思うこ とに よ っ て ､ 賞賛と非難 ､ 罪業 と功労とい う ような概念が 生 じ
てきた の で ある｡ - - 彼らは健康 と敬塵に役だ つ い っ さい の も の を豊､ その 反対を墨と呼
ん だ｡ そ しても の の本性 に つ い て ただ想像するばか りで認識 しな い 人々 は ､ そ の もの につ
い て何 も主菜 しえない し､ また想像力 を知性 ととりちがえて いるか ら､ もの と自分の 本性
に つ い て 無知なままに ､ 秩序がも の の 中に内在 して い る と確信 して い る｡
なぜ なら､ われわれがも の を感覚によ っ て とらえる さい ､ その もの を容易に想像 し､ し
た が っ て容易 に思 い 出すこ とが できれば､ われわれは そ の も の を< 善い秩序に ある ､ ある
い は> 善く秩序づ けられて い ると呼び ､ も しそ の反対で あれば無秩序に ある ､ ある い は混
乱 して い ると言う｡ そ して ､ われわれに と っ て想像 しやすい も の の ほうがそうで ない もの
より好ま しい か ら､ 人 間は 混乱より秩序を選ぶ の で ある｡ さなが ら秩序が ､ われ われの 想
像力とは無関係 に自然の中に存在 して い るか の ように ｡
彼らは また ､ 神が い っ さい を秩序に従 っ て創造 した と言 い ､ こ の ゆに して ､ 知らず知ら
ずの うちに ､ 神に創造力を帰せ しめて い る｡ も しそうでなけれ ば､ 神 は人間の想像力に た
いする深 いおも いやり からい っ さい の もの を､ 人間が想像 しやすい よう に秩序づ けたと言
うで あろう｡｣(｢世界の名著､ ス ピノ ザ ･ ライプ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社､ - - 一 二 三頁 ､
工藤喜作 ･ 斉藤博訳)
〔八〕 こ の ｢八｣ 節の 出典の 一 つ は ､ ス ピノザ 『ェ チカ』 第 一 部 ｢神 に つ いて｣ 末尾の ｢付
録｣ か らの以下 の箇所で あろう.
｢そ の他の概念につ い て言えば､ それらも想像力に種々 な仕方で影響を与 える想像力の 様
式に ほ か ならない ｡ - - たとえば ､ 目にう つ る対象か ら神経がうけとる運動が健康に役だ
つ ならば ､ そ の運動をひきお こす対象は美 しい と言われ ､ - - ･ 鼻をとお して感覚が刺激 さ
れるも の は ､ よ い香り ある い は幕臭と言 われ ､ 舌 によるもの は甘 い ある い は苦い ､ - - ま
た触覚によるもの は硬 い とか軟らか い - - 耳を刺激するもの は騒音 ､ 響き ､ ある い は譜音
を発すると いわれ る｡ これ らの中で誇音は ､ 神 もまたそれをよろこ ぶと信 じたほ ど､ 人々
の心 を狂わせたo 天体の運動が語音をか なで ると信 じた哲学者も い たの で あるo
これ らすべ て は ､ 各人が自分の 頭脳 の 程度に応 じて もの を判断するか ､ それ ともむ しろ
想像力 の変様をもの その もの と見なして いる こ とを十分に示 して い る｡ それゆえ､ - - - 人 々
の あ いだ にわれ われが経験するようなあれ ほ ど多く の論争が 生 じ､ つ い にそれ らから懐疑
論が生 じたこ とは少 しも驚くにたらない o なぜなら､ 人間の 身体は多く の点で 一 致するが､
それ よりもも っ と多く の 点で不 一 致で ある ｡ したが っ て ､ ある人間に善い と思えるもの も
他人に は悪 い と思 える し､ - - ある人 に快適なも の が他人に は不快なも の になるか らで あ
る｡ - - I ｢十人 十色｣ - - - と いうようなこ とわざは､ 人間が頭脳 の程度に応 じて もの を判
断 し､ もの を知性 によ っ て 認識す るよりはむ しろ想像 しがちで ある こ とを十分に 示 して い
る o｣ (｢世界の 名著､ ス ピノ ザ ･ ライ プ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社 ､ 一 二 三 - 一 二 四貢 ､ 工藤喜
作 ･ 斉藤博訳)
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〔九〕 こ の ｢九｣ 節の 出典の - -jは ､ ス ピノザ 『ェ チカ』 第 一 部 ｢神に つ い て｣ 末尾の ｢付
録｣ か らの以下の 箇所 であろう｡
｢こ の ように して われわれは ､ 民衆が常に自然を説明するために用い てきたすべ て の概念
が ､ たん に想像力 の様式で あり ､ 想像力の 状態を示 すだけで ､ もの の本性をを何 一 つ 示 し
て い ない こ とを知 るの で ある. そして これ らの概念は ､ 想像力の 外に存在するか の ような
名称をも っ て い る か ら､ 理性 の存在とい うより想像力の 存在と私は呼ぶ ｡ したが っ て ､ こ
れ に似 た概念 をもとに して ､ われわれに反論 しようとするす べ て の 議論は容易に しりぞけ
られる. なぜなら､ 多くの 人たちは平素､ 次の ように議論して い るからで あるo
も しい っ さ しの もの が神 の最高完全な本性か ら生 じたとするならば ､ どこ か らこ の よう
に多くの 不完全性が自然の 中に生 じてきたの か と. ･ ･ - ･ しか しい まも言っ たように ､ 彼ら
に反駁 を加 えるこ とはたやすい ことで ある ｡ というの は ､ もの の完全性は ､ そ の 本性と能
力の みか ら評価されなければならない からで ある ｡ したが っ て ､ もの が人間の感覚を喜ば
せたり､ 苦しめたり ､ また人間の本性に適合したり ､ 反対するか らとい っ て ､ そ の完全性
は増えも しない し減りも しない の である｡
まただれかが ､ 神 はす べ て の 人間がたん に理性の 指図の み によ っ て導かれるようにどう
して創造 しなか っ たの かとたずねるならば､ 私はその人 に次の ように答える しかない ｡ 神
は最高の 完全性 から最低の 段階にい たるい っ さい の もの を創造するために ､ 何 一 つ その 素
材を欠く こ とがな か っ たか らである ､ と｡｣ (｢世界の名著､ ス ピノザ ･ ライ プ ニ ッ ツ｣､ 中
央公論社､ 一 二 四 一 - 二 五 貢､ 工藤喜作 ･ 斉藤博訳)
〔 - ○〕 こ の ｢ - O｣ 節冒頭か らこ こまでに つ いて は ､ ス ピノ ザの著作か ら以下の 二箇所
を参照せよ｡
｢ス ピノザか らオル デンブル グ - の書簡 書簡七 三｣ か ら､ ｢私は神お よび自然に つ い ては
近代の キリ ス ト教徒たちが通常説 い て い る見解とはまるで異なっ た見解を抱い てお ります｡
すなわち私は､ 神が いわゆる万物の 内在的原因であ っ て超越的原因ではない と見て い ます｡
私はあえて ､ い っ さい が
神の 中に生き神 の 中に動いて い ると主張 して い ます｡ これは パウ ロ もそう言 っ てお ります
し､ またお そらくすべ て の 古代の 哲学者たちも ､ 異な っ た表現でで はありますが､ そう言
っ て い る の です｡｣ (『ス ピノ ザ往復書簡集』､ 岩波文庫, 三 二 五頁 ､ 畠中尚志訳)
ス ピノ ザ 『ェ チカ』｢第 一 部 ､ 定理 - 五 ､ 註解｣ か ら､ ｢神以外に神 の 本性に はたらきかけ
る実体が何 一 つ 存在しえない 以上 ･ - - ･物質が なぜ神 の本性 に値しない か を､ 私 は理解でき
ない の で ある｡ 私 は言 う｡ い っ さい は神の 中に存在 し､ 生 じてく る い っ さい の もの は神の
無限の本性の 諸法則に よ っ て の み生 じ､ そして神 の本質の 必然性から帰結され る､ と｡｣(｢世
界の名著､ ス ピノ ザ ･ ライプ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社､ 九 六頁､ 工藤喜作 ･ 斉藤博訳)
なお ､ 異文 (5 2) に示 したように ､ 1 7 19年版で は この部分は ｢こ れまで私たちは
神性 に関する民衆の さま ざまな偏見を反駁 して きたが ､ 神とは何 か につ いて はまだ語 らな
か っ たo も しもそれを問われ るならば ､ それは絶対的に無限な存在であり ､ その 諸属性の
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一つ は永遠で無限なる実体で ある とい うこ とだ ､ と答 えよう｡ 延 長ある い は量が有限で あ
っ たり分割可能であ っ たりす るの は ､ それをそ のようなもの と して想像する限りの こ とで
しかな い ｡ と い うの も ､ 物質は どこ にお い ても同 一 で ある以上､ 知性が そ こ に部分 を弁別
す る こ とはな い か らだ｡ たとえば ､ 水は水で ある限りにお い て ､ 分割可能で あると想像 さ
れ , そ の諸部分は相互 に区別され る｡ と こ ろが､ 物体的実体で ある限り にお い て は ､ それ
は 区別されう る こ とも分割 されう る こともな い ｡ 要す るに ､ 水は水で ある限 りにお い て ､
生成や解体に さらされ るけれ ども ､ 実体で ある限りにお いて は､ その どちらに さらされる
こともない ｡ だから ､ 物質や量に は神にふ さわ しくない 点など少 しもない ｡ と いうの も ､
も しす べ て が神の うちに あるならば､ またす べ てが神 の本質か ら必然的に流出する の で あ
る ならば ､ どう して もす べ て は神 が含むと ころの も の と同 じでな けれ ばならない か らだ｡
す べ て の物質的な存在が ､ 物質的でな い 一 存在のうちに含まれ る という の は矛盾で ある か
らだ｡｣ とな っ て いる ｡
この 1 7 19年版で言 えば､ 以下の 二 つ もの が出典と して加 えられる べ きで あろうo
ス ピノザ『ェ チカ』｢第 一 部､ 定義六｣ か ら､ ｢神 とは､ 絶対無限 の存在者､ 言い か えれば,
その お の お の が永遠 ･ 無限の本質を表現する無限に多くの 属性か ら成りたつ 実体の ことで
あ る｡｣ (｢世界 の名著､ ス ピノザ ･ ライ プ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社､ 七八頁 ､ 工藤喜作 ･ 斉藤
博訳)
同 ｢第 一 部 定理 一 五 注解｣ か ら ｢しか しも しい まだれか が､ なぜわれわれは生 まれ つ
き量 を分割 しが ちなの かとたずねるならば ､ 私は その人 に次の ように答える｡ すなわちわ
れわれは量を二 つ の 仕方で考える｡ 一 つ は抽象的な､ ある い は表面的な考え方で ある ｡
- 他は量を実体と して 考えるも の で あり､ これ はたん に知性 のみ によ っ て のみ <想像力 の
助けをか りずに > なされる｡ かくて ､ 量をわれわれ の想像力 の ままに - - ･ とらえるならば､
量は有限 ､ 可分的そ して部分か ら成り立 つ も の と見なされるで あろう｡ だが ､ - - 量を知
性 に よ っ て ある がままにとらえ､ それ を実体と して の 量と考えるならば ､ 量は - - 無限 ､
唯 一 ､ 不可分の も の と見なされるで あろう. - ･ ･ ･とく に物質は い たると こ ろ同
一 で あり ､
またそ こ に諸部分 の 区別が生 じる の は ､ 物質が い ろい ろな仕方で変様す ると考えられるか
ぎり の こ とで ある こと ､ したが っ て その 諸部分は様態的に の み区別されて 実在的に は 区別
されない ことを考慮に入れるならば､ さきに述べ たこ とは い っ そう明らか なこととなろう｡
た とえば ､ 水は水で あるかぎり におい て分割され ､ その 諸部分はたがい に分離され る と考
えられる｡ だが物体的実体と見なされ るかぎりの水 は分離も分割もされ えな い ｡ さらに水
は水で あるかぎり､ 生成 し消滅する｡ だが実体で あるか ぎりの 水は生成も消滅も しな い ｡｣
(｢世界の名 著､ ス ピノザ ･ ライプ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社､ 九五 一 九 六 頁 ､ 工藤喜作 ･ 斉藤
博訳)
〔 - - 〕 チ ル トクリアヌ ス o 1 50頃 - 2 2 0年以降｡ ア フ リカ 出身 の キ リス ト教の 教父
で ､ 三世紀最大の神 学的著作家｡
〔 - ニ〕 ア ペ レ ス . 二世紀に ア レ クサ ン ドリアと ロ ー マ で教えた半 グノ ー シ ス 主義者o マ
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ル キオ ン の 弟子o
〔 一 三〕 テ ル トウリア ヌ ス は確 かにア ペ レ ス 反駁を書 いた ら しい がそれは残存 しない o テ
ル トクリア ヌ ス 『異端者抗弁』 の なか の言葉を想起 してい るの だろう0
〔- 四〕 プラクセ ア ス o ニ ー 三世紀の小ア ジア 出身の キリ ス ト教神学者で ､ 神 は単 - で あ
るとする単性論者.
〔 一 五〕 ｢こうい う意見はけっ して新奇なもの で はない｣ か らこの節末まで の箇所 につ いて
は ､ ホ ッ プズ 『リ ヴァイアサ ン』 から以下の箇所を参照せよ｡
ホ ッ プズ 『リヴァイ アサ ン』｢リヴァイ アサン 〔ラテ ン語版〕 へ の付録｣ ｢第三章 リヴァ
イアサ ン に対するい く つ かの 反論に つ い て｣ か ら､ ｢A も っ とあとの 第四章で ､ 冒頭より
ややあとで ､ かれ は無形の 実体が存在するこ とを否定する｡ これは ､ 神 の存在の否定 ある
い は神が物体で ある ことの 主張でなければ､ なにか . B かれは ､ た しかに ､ 神が物体で あ
るこ とを主張する. しか しかれよりもまえに ､ テ ル トクリア ヌ ス もまたそれ を主東 して い
たo た しかにかれ は ､ ア ベ レ ス やその 時代の ほ かの 異端者が ､ われわれ の救世主イ エ ス ･
キリス トは物体の あるもの で はなく ､ 幻影で あると教えて い たの に反対 して ､ かれは つ ぎ
の普遍命題 をの べ た｡ < 物体の ない すべ ての も の は､ 存在ではない ｡ > 同 じく ､ プラクセ
ア ス に反対 して ､ かれは つ ぎの ように の べ た｡ < あらゆる実体は､ 独自の ､ 物体で ある｡
> そ して ､ こ の 教義は ､ 最初の 四つ の宗教総会議の どれによ っ ても､ 非難されて い なか っ
たo｣(岩波文庫､ 第四巻 ､ 三 - 六 一 三 一 七貢､ 水 田洋訳).
〔- 六〕｢この 書は さまざまな年代を経て 一 つ に縫い合わされた断片の寄せ集めにすぎず､
さまざまな人々 によ っ て 集められ ､ 公表されたの だとラ ビたちが認 めて い る ｡ 彼らがその
思い つ きで ､ これ は モ ー セ の 法に合っ て い るとかあれは反 してい るとか判断 して ､ これは
取る べ きだとかあれは捨て る べ きだとか決めたの で ある｣ とい う本文､ および原注(四) (ま
た 1 7 19年版の 異文 をも (6 3) で見よ) につ いて は､ ス ピノザ 『神学 ･ 政治論』 の 以
下の 箇所 を参照｡
ス ピノ ザ 『神学 ･ 政治論』｢第 - ○章｣ か ら､ ｢パ リサイ人だけが旧約聖書の諸巻を選んで
これ を正典目録 の中に入れたと余を して推定せ しめる理由は ､ ･ - - ･ パ リサイ人たち自らが
タ ル ム ー ドの 中で これ を明瞭に言 っ て いるからで ある｡ ･ - - い わく ､ < ラ ビと呼ばれた R.
ェ フ ダの言 によれば ､ 賢者たちは伝道の 書を隠そうと努めた｡ 伝道の書は律法 の言葉 (す
なわちモ ー セ の 律法の 書) と矛盾するか らで ある｡ 彼らは しか しなぜそれを隠さなか っ た
か ｡ それは伝道の 書が律法に従 っ て始まり､ か つ 律法に従 っ て終わ っ て い るか らで ある >
と｡ また少 し後に い わく ､ ｢彼らは横言の 書をも隠そうと努めた云々｣ と｡
- - - 以上からし
て ､ 律法 に明る い人たちが ､ どの 書が聖なるもの と して採られどの 書が排除さる べ きか に
っ い て協議したの だと いうことが極めて明らか に帰結される ｡｣(岩波文庫､ 下巻､ 七八
一
七 九頁 ､ 畠中尚志訳)
ス ピノ ザ 『神学 ･ 政治論』｢第二章｣ か ら､ ｢我々 に預言者たちの 諸書 (現存して い る限り
の) 残してくれた 律法学者たちは - - エ ゼ キ エ ル の 思想がモ ー セ の 思想とあまりに矛盾 し
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て い る の を見 い だ したの で ､ エ ゼ キ ュ ル の 書を正典の 中に加 える こ とを療跨 した ｡ も し ハ
ナ ニ ヤ なる者が ェ ゼ キ ュ ル の 書を解説す ることを引き受け るこ とを しなか っ たなら律法学
者た ちは 同書をま っ たく隠匿 して しま っ たで あろう｡｣ (岩波文庫 ､ 上巻 ､ -
一 四頁 ､ 畠中
尚志訳)｡
〔一 七〕 ｢ユ ダヤ教徒とキリス ト教徒は ､ そんなわけの 分か らぬ本 を参照する方 を､ 神すな
わち自然がす べ て の 事物の原理と して人々 の 心の なか に書き込ん だ自然法に耳を傾 けるこ
とよ り好 んで い る - ･ ･ ･ ･｣ か らこ の節末尾までに 関 して は ､ ジ ュ リオ ･ チ ェ - ザ レ ･ ヴア ニ
ー ニ 『自然の驚く べ き秘密に つ い て』(パ リ ､ 1 6 16年) ｢対話 五 O｣ か らの 以下の 箇所
を参照 ｡
｢〔古代の哲学者たちはどの ような法に したが っ て神を崇めて い たか ､ と問われて〕 ただ
自然の 法に したが っ てです｡ なぜ なら､ 神で ある自然 (自然は運動の原理ですか ら) はこ
の 法 をすべ て の人 間の心の 中に刻み付けたか らです｡ その他の 法 に つ い て は彼 らは ､ 何ら
か の 悪霊に よっ て でづ ち上げられ たの では なく (哲学者たちはそん なもの を架空 の 存在と
しか見て いませんで したから)､ 臣下の教育の ために王侯が で っ ち上げたり名誉や富の ため
に祭司た ちがで っ ち上げたり した ､ 虚構や策略と思 っ て い ま した｡ そう いう連中がそれら
の 法 を確証する の は奇蹟によ っ て で はなく ､ 聖 なる書によ っ て なの です｡ どこ に もそ の オ
リ ジナル は見られず､ その 書の 中で奇蹟が引用されたり ､ 善人に は約束が悪人 には脅 しが
なされて はい ますが､ それ はただ来世の ことで ､ それ はペ テ ン が ばれない ためで しょう｡
とい うの も ､ い っ たん死ねば誰も戻 っ て こない と言 っ て い るの ですか らo こうして ､ 無知
な民衆はすべ て を見て い て ､ どん なことも永遠の苦悩や刑罰で埋 め合 わせ をする至高の神
を恐れ て ､ 隷属状態の 中に押 し込 められ ます｡ だか らこ そ､ エ ピク ロ ス 派 の ル ク レ テ イ ク
ス はそ の詩で ､ 恐怖が まず世界に神々 を生み出 したと言っ たの です｡｣(LuigiCo rv aglia, Le
opere a)
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第三章
〔 -〕 こ の ｢ニ｣ 節の 出典の - つ は ､ ホ ッ プ ズ 『リ ヴァ イア サ ン』 第 一 部 ｢人間に つ い て
第 一 二幸 ｢宗教に つ いて｣ か らの 以下の箇所で あろう｡
｢《それはかれらに ､ 見えない もの ごとの 力を恐怖させ る》 この 永続的な恐怖が ､ く らやみ
の な かに ある か の ように ､ 原因に つ い て の 無知 の なか にある人類に ､ つ ね に つ きま とうの
で あ っ て ､ それ は対象として なにか をもたない わけに は い か ない ｡ したが っ て ､ 見 えるも
の が な にもない ときは ､ かれらの 運命の 善悪 いずれに つ い て も､ 責を帰す べ きもの は ､ あ
る見えな い 力または動 因 しかな い の で ある｡ お そ らく こ の意味で ､ 昔の 詩人たちの うちの
ある もの が ､ 神 々 は ､ は じめ ､ 人 間の恐怖に よ っ て創造され たと､ い っ たの で あろう｡
- ≪そ して ､ それ らを無形の も の と想定させ る｣ そ して ､ こ の ように想像された ､ その 見
えな い諸動因の ､ 物質すなわち実体に つ い て は ､ かれらは ､ 自然の 思索によ っ て は ､ つ ぎ
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の ようなこ と以外 の どん な概念にも到達 しなか っ た ｡ すなわち､ それは人間の 魂とお な じ
もの で あるとい う こと､ そ して ､ 人 間の魂は､ ねむ っ て い る人間に夢の なか で ､ ある い は
目ざめて い る人間に鏡の なかで あらわれる の と､ 同 じ実体の もの であるとい うこ とであ っ
て ､ 人び とは､ その ような現出が想像の 被造物 にほ かならない こ とを知らない の で ､ それ
らを現実の 外部の 実体と考え､ した が っ て それ らを幽霊とよぶの で あるo そ の ことはち ょ
うど､ ラテ ン 人が ､ それらを影像お よび影とよび ､ そ れらを霊すなわち希薄な気体と考え
て ､ かれらがおそれた見えない動因は ､ それらに類似 して いて ､ それらがお も い どおりに
あらわれたりきえたりするこ とだけがちがうの だと ､ 考えたようなもの で あるo しか しな
がら､ そ の ような霊が ､ 無形ある い は非物質的だという意見は､ どんな人の 心にも ､ け っ
して自然には､ はい りえなか っ たの であり､ なぜなら ､ 人びとは ､ 霊と無形的とい うよう
な､ 矛盾する意味の 語をい っ しょ にすることが ありうるとは い え､ それらに対応す るなに
もの か の影像を､ け っ してもつ ことができない の だからで ある o｣(岩波文庫､ 第 - 巻､
一
八三 - 一 八四頁､ 水 田洋訳)
〔二〕 フ ォ ル ミ オ ン ｡ アテナイ の将軍 (一 前4 28年頃), ペ ロ ポネソス 戦争 (前4 3 1 -
4 0 4年) におけるナウパ ク トス (レパ ン トス) の海戦で ペ ロ ポネソス 同盟軍を破る (節
4 2 9年)0
〔三〕 別 の フ ォ ル ミオ ン o フ ォ ル ミオンの 死後まもなく ､ アカ ル ナ ニ アが ､ コ リン トス に
対抗するために ､ フ ォ ル ミオ ン の血統の もの を派遣す る ことをアテナイ にもとめ ､ 息子の
ア ソ ビオ ス が隊長と して派遣された｡
〔四〕 ス キ ピオ ･ ア フ リカヌ ス は ､ いわゆる大ス キ ピオ (ププリウス ･ コ ル ネリウス ･ ス
キ ピオ ･ ア フリカヌ ス ､ 前2 3 5頃 一 前18 3年) の ことo ロ ー マ 共和政中期の 政治家､
将軍で ､ 第ニ ポ ニ ニ 戦争を ロ ー マ の 勝利に導い た｡ アフ リカに兵を進め､ 前2 02年､ ザ
マ の戦 い で ハ ン ニ バ ル を破り ､ 第ニポ ニ ニ 戦争を終結させ ､ ア フ リ
ーカヌ ス の 尊称 を得たo
ハ ン ニ バ ル (前2 4 7頃 一 前1 8 3 か1 82年) は ､ か レタ ゴの 将軍 ､ 政治家で ､ 第ニポ
ユ ニ 戦争を戦い抜い た名将｡
〔五〕 別 の ス キ ピオ｡ メチ ル ス ･ ス キ ピオ (クイ ン トクス ･ カ ニ キリウス ･ メチ ル ス ･ ス
キ ピオ ､ 一 前4 6年)､ ロ ー マ の執政官､ の こと｡ ポン ペイ ウス に味方してカ エ サル と戦っ
たが ､ ア フリカ の タプソス (現 ､ チ ュ ニ ジア のテ ブ
ー ル バ) で破れ ､ 自殺 したo
〔六〕 こ の ｢三｣ 節は ､ ホ ッ プズ 『リヴァイア サン』 第 一 部 ｢人間につ い て｣ 第
一 二章 ｢宗
教に つ いて｣ の 以下の 部分を要約 したもの で あろう｡
｢《しか し､ それ らがどの ように して ､ なにか をもたらすの かを知らない》 そ こで ､ これら
の 見えな い諸原因がその効果をつ くりだす道すじだと､ 人びとが考えて い る こと ､ すなわ
ち､ それらが もの ごとを生 じさせ る の に使用 した直接の諸原因は何かとい う ことに つ い て
は ､ われわれが ひきお こ すとよぶ ことが何で あるか を知 らない人びと (それは ほとん どす
べ ての 人で ある) は ､ 過去の ある別 の ときまた はときどきに ､ 類似の効果に先行 した の を
見たこ と の あるもの ごとを､ 観察し想起するよりほ か に ､ 推測の ための 規則をなにももた
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ない の で あ っ て ､ かれ らは､ 先行事象と後続事象との あい だに ､ なん の 依存も結合も ､ ま
っ たく 見な い の で ある. そ して ､ したが っ て ､ 過去 の類似 の もの ごとか ら､ かれらは ､ 類
似の もの ごとがや っ てく る こ とを期待 し､ それ を引き起こ すの にま っ たく かかわ っ て い な
いも の ごとか ら､ 迷借的に ､ 幸運や不運を予期する の で ある｡ たとえば､ ア テナイ 人が ､
レ パ ン ト ス で の かれらの 戦い の た め に ､ もうひ とり の フ ォ ル ミオ ン をもとめ ､ ポ ン ペ イ ウ
ス の 党派 が ､ アフ リカ での かれらの 戦い の ため に ､ もうひと りの ス キ ピオ をもとめ ､ そ し
て他 の 人び とが ､ それ以来､ 他の さまざまな機会に ､ して きたようなこ とで ある｡ 同様に
して ､ かれ らは自分たちの 運命を ､ そ こに い あわせ た人 ､ 場所の よ しあ し､ かたられた語
の せ い に し､ とくに祈願や呪文 (魔女たちの祈り) の ように ､ 神の 名がそれ らの 語 の なか
に あれば､ それ らが石 をパ ン にか え､ パ ン を人 にか え､ どん なもの をどん なもの にもか え
るカ をも っ て い ると､ 信 じるほ どな の で ある.｣ (岩波文庫 ､ 第 一 巻､ - 八五 - 一 八六 貫､
水 田洋訳)
〔七〕 こ の ｢四｣ 節に つ い て は ､ ホ ッ プ ズ 『リ ヴァイ アサ ン』 第 一 部 ｢人 間に つ い て｣ 第
一 二章 ｢宗教につ い て｣ の 以下 の部分を参照｡
｢人々 が自然に ､ 見えない 力に対 して 示す崇拝に つ い て い えば ､ それは ､ 彼 らが人々 に対
して よく つ かうような ､ 尊敬 の 表現以外 の もの で は ありえな い o 贈物 ､ 嘆願 ､ 感軸､ 身体
をひくくすること ､ - - 彼らに呼びか ける ことによる誓い ( すなわち約束をたがい に た し
かめる こと) がそうで ある｡ そ れ以上は ､ 理性は なにも示唆 しない で ､ 彼 らがそこで とど
な るか ､ それ以上の儀式 に つ い て ､ 彼らが自分たちより賢明だと信 じて いる人々 にたよる
かを､ 彼 らにまかせて い る｡｣(岩波文庫､ 第 一 巻 ､ - 八六 貢 ､ 水 田洋訳)
〔八〕 この ｢五｣ 節冒頭に つ い て は ､ ホ ッ プズ 『リヴァ イア サ ン』 第 一 部 ｢人間に つ い て｣
第 - ニ 章 ｢宗教に つ い て｣ の 以下の部分を参照.
｢幽霊 に つ い て の 意見､ 二次原 因に つ い て の 無知 ､ 人々 が恐怖するもの - の 帰依､ および
偶然の もの ごとを前兆だとおもうことの ､ これらの 四 つ の ことの なか に ､ 宗教の自然の種
子があり ､ それは､ 個々 の 人 の さまざまな想像､ 判 断､ 情念の ため に ､ ひとりの人が使用
する諸儀式 の 大部分が ､ 他 の人 に は こ っ けい で あるほ どに ､ さまざまな儀式 へ と発展 して
きたの であ る｡｣ (岩波文庫､ 第 一 巻 ､ - 八 六 - 一 八 七貢 ､ 水 田洋訳)
〔九〕 ム ー サc ギリ シ ア ･ ロ ー マ 神話にお ける文芸 ､ 音楽 ､ 舞踊 ､ 哲学､ 天文など､ 人 間
の あらゆる知的活動 の女神｡
〔- ○〕 フ ォ ル トク ー ナ. ロ ー マ 神話 にお い て は ､ 本来は豊穣多産の 女神 だが ､ の ちに ギ
リ シア神話 における運命の 女神テ ユ ケ - と同 一 視された.
〔- - 〕 ク ピ ー ド - o ギリ シ ア神話 の エ ロ - ス の ロ ー マ 神話 にお ける名前 o ウ ニ ヌ ス の 子
で ､ 恋の神 ｡
〔 一 二〕 フ リアイ o ギリシ ア神話 の エ リ ー ニ ュ ス の ロ ー マ 神話にお ける名前o 主と して 肉
親間の ､ しか しまた 一 般に殺人 ､ そ の他の 自然の 法に反する行為 に対する復讐あるい は罪
の 追及 の 女神 ｡
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〔 一 三〕 プリア - ボ ス o - レ 一 大ボ ン トス の ラム プサ コ ス の 豊穣の 神. 生産力を示す男根
で表され ､ それ に醜い 男の胴 が付加されて い る｡ 彼の 崇拝は ア レクサ ン ドロ ス 大王 以後急
速に ギリ シ ア 世界に ､ さらにイタリア に広が っ た｡
〔 - 四〕 こ の ｢七｣ 節の 出典の 一 つ は ､ ホ ッ プズ 『リヴァイ アサン』 第 一 部 ｢人間に つ い
て第 - ニ 章 ｢宗教に つ い て｣ か らの 以下の 箇所で あろう｡
｢≪ 異邦人流 の背理的な意見》 そ して ､ 宗教のうちで ､ 見えないカの 本性 にかんする意見
で ある部分につ い て い えば､ 名称をもつ ほとん どすべ て が､ 異邦人たちの あい だで ､ あれ
これ の場所で神 または悪鬼と して尊敬されたり､ あるい は ､ かれ らの詩人た ちによ っ て ､
あれ これ の 霊に活気づ けられ ､ 住み こまれたと ､ 称せ られたもの なの で ある｡
世界の形づくられ ない素材は､ 混沌とよばれ る神 であ っ た｡
天 ､ 大洋 ､ 諸遊星 ､ 火 ､ 大地 ､ 風は､ それだけの数の神 がみであ っ た ｡
男性 ､ 女性､ 鳥､ 鰐 ､ 子牛 ､ 犬､ 蛇 ､ 玉ねぎ､ 韮が､ 神化されたo それとともにかれら
は､ ほとん どあらゆる場所を魔物とよばれ る霊た ちで ､ すなわち平野を男女の パ ンすなわ
ち野 の 精で ､ 森を牧神や妖精で ､ 海を人魚やその他の 妖精で ､ すべ て の)Iは 泉を､ それぞ
れ の名前を もっ た幽霊や ､ 妖精たちで ､ すべ て の 家をその 家神すなわち使い 魔で ､ すべ て
の 人をかれらの守護神で ､ 地獄を幽霊たちと渡守､ 番犬､ 復讐神 のような霊的な役人たち
で ､ そ して ､ 夜に はす べ て の場所を､ ラル ウァ エ ､ レ ム レ ー ス ､ 死者たちの幽霊 ､ および
妖女と妖怪 の全 王国で ､ みた したの である｡ かれらはまた､ 時 ､ 夜､ 昼､ 平和 ､ 和合 ､ 愛､
争い ､ 徳性 ､ 名誉､ 健康､ 遅鈍 ､ 熱などのような､ たん なる偶有性と性質に ､ 神性を帰属
させ ､ それらの た めに神殿をきずい たo 人びとは ､ それらをもとめるときもさけようとす
るときも ､ まるで それ らの名称の 幽霊 たちが頭上におお いか ぶさ っ て ､ かれ らがもとめあ
るい はさけようと祈る善悪を ､ 落ちか からせたり､ 抑止 したり して いるか の ように ､ それ
らに対 して祈 っ た の で ある. かれらはまた､ 自分たちの 知力 をム サニ とい う`名称で呼び､
自分たちの無知をフ ォ ル トウナ という名称で ､ 自分たちの陰部を生殖神とい う名称で よび ､
それ の 堕落を男女の夢 *魔の せ い に した｡ こ う して ､ 詩人が人格と してかれ の 詩の なか に
い れる こ とがで きたもの で ､ かれ らが神か悪魔か どちらか に しなか っ たも の は , なに もな
か っ たほ どで あ っ た .｣ (岩波文庫､ 第 一 巻､ - 八セ ー
ー 八 九 頁､ 水田洋訳)
卜 五〕 こ の ｢八｣ 節冒頭 臥 ホ ッ プズ 『リヴァイ アサン』 第
一 部 ｢人間に つ いて｣ 第 一
二章 ｢宗教に つ いて｣ の 以下の 部分か ら採られてい るの だろう｡
｢異邦人の 宗教の ､ お な じ創始者たちがはまた､ 諸原因に つ い て の人びとの 無知とい う､
宗教の 第二 の根拠 を見て とり､ そ して ､ その さい にかれ らが自分たちの運命を ､ なんの 依
存関係 もま っ たく 明らか でない諸原因の せ い に したがるの を見てと っ て ､ かれらの無知に
っ けこ んで ､ 二 次的原因の か わり に 一 種の 二次的で代行者的な神がみをお しつ けたの であ
る｡ - - ･ そ して ､ 自分たちの神がみ に対 して もちい られる の が適当だと ､ 人びとが自然に
考えた崇拝､ すなわち奉納 ､ 祈願 ､ 感謝およびその 他まえにの べ たこ とに ､ 同 じ異邦人立
法者たちが つ けくわ えたの は ､ その 神がみの 画像と彫像 の 両方であ っ て ､ それは ､ も っ と
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無知な種類 (すなわち大部分または 一 般 の 民衆) が ､ それ らの 影像で代表され る神 がみ が ､
じ っ さい にそれ らに ふくまれ ､ い わばそ れ らの なか に住ん で い ると考えて ､ それだけます
ます､ そ の神 がみをおそれる ように するた めであ っ た o｣ (岩波文庫､ 第 一 巻 ､ 一 八 九貫 ､
水 田洋訳)
〔一 六〕 異文 (3 7) で示 したように ､ この 一 文 は 一 セ 一 九年版で は ｢そ して ､ それ を永
続的な基盤 の上 にすえるために配慮を尽く した｡ そ の ために ､ 姿をかた どっ た像に お い て
自らを人間に現 してくださる神々 の ため に祭壇 を設け ､ 神 々 に壮麗 な神殿 を建て ､ 神 々 を
たたえる犠牲や祭りや儀式を定め ､ 神 々 に仕えるため の 犠牲 をささげる者や祭司や聖職者
を制定 し､ こ う い う聖職者たちに ､ 十分 の 一 税の ほか にも､ 犠牲獣の も っ とも良い 肉や ､
祭壇 にささげられ た果物や野菜や穀物 の も っ とも良い部分を割り当て ､ こうい う手段で 下
劣で欲得ずく の こうした連中を誘い ､ 彼らには これ ほ ど役 に立 つ 祭礼を､ 立派なもの に仕
立て 上げさせたの である｡ 神々 は香り しか喚が ない こういう犠牲 ､ 十分の - 税､ 捧げもの
は ､ 次い で神 聖なもの とみなされ ､ 誰もあえてそれ を要求 したりそれに触れ る大胆さを持
たない ように ､ 神聖な秘儀に使われ るとされた.｣とな っ て い るo 本文では分かりにく い が ､
一 セ 一 九年版か ら見る限り ､ この 部分はホ ップズ 『リ ヴァ イア サ ン』 第 - 部 ｢人間に つ い
て｣ 第 一 二章 ｢宗教につ い て｣ の 以下の部分か ら発想 され たの だろう｡ ｢そ の うえ､ かれら
はその 神が みに ､ 土地 ､ 家屋 ､ 役人 ､ 収入を ､ 他の すべ て の 人間の 使用 か らきりはな して
供与 した の で あ っ て ､ すなわち､ 洞 穴､ 木立 ､ 森､ 山､ 島全体をそ の神がみ の偶像で ある
もの に奉納 し聖化 したの で ある.｣ (岩波文庫､ 第 一 巻､ 一 八九 一 一 九 ○貢､ 水 田洋訳)
〔一 七〕 デロ ス ､ デル ポイ ｡ デロ ス 島も ､ パ ル ナ ッ ソ ス 山南傾斜面に あるデル ポイ もとも
にアポ ロ ン の 聖地 で ､ その 神託所が置かれて いた.
〔一 八〕 シ ビ ュ レ の 乱 シ ビ ュ レはアポ ロ ン (ときに は他の神) の神託 を告げる益女｡ シ
ビ ュ レ の 予言集はギリ シアの 古く か ら編纂されて い たが､ ロ ー マ 時代に は高額で買い 取ら
れた とい う本がカ ピ トリヌ ス の ユ ピテ ル神殿地下に石 の箱に収 められ ､ 保管者が付 けられ
て い た｡ 彼 らは ､ 地震や疫病に際して こ の本 により神 の怒りを解く方を見 い だ したという｡
卜 九〕 ｢祭司たちは民衆をも っ とうまくだますために ､ 自分らが預言者､ 先見者､ 未来の
ことが分か る霊感者だと想定し､ 神 々 と交流が あると自慢 した - ･ - ｣ から ､ こ の ｢八｣ 節
末まで は ､ ホ ッ プズ 『リ ヴァ イアサ ン』 第 一 部 ｢人間に つ いて｣ 第 一 二章 ｢宗教に つ い て｣
の以 下の部分 を参考に して い ると思われ る｡
｢さ い ごに ､ 未来 の 予言 は ､ 自然的には過去 の経験にもとずく推測に ほか ならず､ 超自然
的に は ､ 神 の啓示 にほ か ならない が ､ 異邦人 の宗教の ､ お な じ創始者たちは ､ そうい う予
言に対 して ､ 一 部はみせ かけの経験 にもとづ き ､ 一 部はみせか けの 啓示 にもとづ い て ､ か
ぞえきれな い ほ どおおく の ､ 他の 迷信的なや りかたの 占い をつ けくわ え､ 人 びとに ､ 自分
たちの運命をその なかに 見い だすの だと､ 信じさせた｡ それは あるときに は ､ デル フ ォ イ ､
デ ロ ス ､ ア ン モ ン お よびその 他の 有名 な託 宣所 の神官たちの ､ あい ま い な､ あるい は意味
の な い こ た えの なかに見 い だされ る い う - - - o あるときには B^女たちの 幣 の なか に 見い
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だされ る というの で あり ､ かれらの 予言 につ い て は - ･ - ､ ロ ー マ 共和国の 時代 に ､ 評判 の
た か い い く つ か の 本が あっ た｡ あるとき は､ 聖霊に つ かれたと想定された狂人 の ､ 意味の
ない ことばの なか に ､ 見い だされ るとい う - - ･ ｡ あるとき は ､ 死者と会談する.と称す る魔
女たちの 予報 の なか に見い だされ るとい い ､ それは降霊術､ 妖術､ 魔術とよばれる - - 0
あるとき は ､ 鳥が偶然に とん だり ､ 餌をたべ たりす るなか に見い だされると い い ､ - - - あ
る ときは犠牲獣の 内臓の なか に見い だされるとい い ､
.
- ･ - あるとき は顔の相貌の なか に見
い だされるとい っ て ､ それは ､ 観相術とよばれた ｡ ある い は ､ 手相術によっ て手の 筋の な
か に ､ 見い だされる とい い ･ - - あるときは日月蝕 ､ 聾星 ､ 稀な流星 , 地震 ､ 洪水 ､ 異常出
産 ､ お よびこれ に類 した､ 怪異や異常事件の なか に ､ 見い だされるとい い ､ かれらはそれ
らを､ 前兆および予示とよん だ｡ - - 人びとは こ のように容易に ､ かれらの信用をえた人
びと､ そ して ､ 上品さと巧妙さによっ て かれ らの恐怖と無知をとらえる ことができ る人び
とに よっ て ､ なん で も信じるようにひきずりこまれ るの で あるo｣ (岩波文庫､ 第 一 巻､ -
八九 - 一 九 二貢 ､ 水 田洋訳)
〔凡例で も示 した ように ､ 第三章 - ○ 一 二三節は省略〕
第四章
〔-〕 こ の節に関 して は､ ス ピノザ 『ェ チカ』 第 一 部 ｢神に つ い て｣ ｢定理 一 八 ､ 神は ､ あ
らゆるもの の 内在的原因で あっ て超越的な原因ではない ｡｣ (｢世界の名著､ ス ピノ ザ ･ ライ
プ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社､ - 0 0 頁､ 工藤喜作 ･ 斉藤博訳)､ ｢定理二 九 ､ 自然の 中には何 一
つ 偶然的 なもの は存在 しな い し､ い っ さい は神 の本性 の必然性か ら 一 定の仕方で存在や作
用 - と決定されて い るo｣ (｢世界 の名著､ ス ピノザ ･ ライプ ニ ッ ツ｣､ 中央公論社､ - ○八
貢 ､ 工藤喜作 ･ 斉藤博訳)､ お よび ､ ｢ス ピノザからオ ルデンプル ク - の書簡七三｣ (岩波文
庫､ 三 二 五貢､ 畠中尚志訳) を参照｡ また､ ス ピノザ『神学政治論』 第四章 ｢神 の 法に つ
い て｣ から ｢これ をも っ て我々 はこ う結論する｡ 神は 民衆の把握力に応 じて の み ､ また民
衆の認識力 の不足によ っ て の み ､ 立法者ある い は君侯として叙述され､ また正義者 ･ 慈悲
者などと呼ばれ るの である ､ また神は実際にお い て は自己 の本性と完全性と の必然性 によ
っ て の み行動 しか つ それによ っ て の み 一 切を指導するの で ある ､ 最後にまた神 の 決定と意
欲 とは永遠の真理で あり ､ 常に必然性 を含んで い るの である ､ とo｣ (岩波文庫､ 上巻 ､ 一
六 五頁 ､ 畠中尚志訳) をも参照｡
〔二〕 イ ン フ ェ ル ヌ ス ､ イ ン フ ェ リ ､ ハ デス o イ ン フ ェ ル ヌ ス はラテ ン語で ｢地下の ､ 地
獄 の｣ を意味する形容詞 . イ ン フ ェ リはラテ ン語で ｢地獄｣ を意味する名詞複数形 . なお ､
異文 (1 9) で示されて い るように ､ 1 7 19年版で は ､ イ ン フ ェ ル ヌ ス はイ ン フ ェ ル ス
とな っ て い る｡ イ ン フ ェ ル ス はラテ ン語で ｢下 の ､ 下位の｣ を意味する形容詞で ある｡ ハ
デス はギリ シ ア語で ｢死者の 国､ 死者の 国の 支配者｣ を意味す る｡
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第五章
卜〕 こ の第二範の 出典の 一 つ 臥 ギヨ ー ム ･ ラミ 『解剖学談話』(
- 六 七 五年初版) 談話
六 の 以下の 各節で あろう｡
｢そ れ 〔魂〕 は霊 であると考えるもの もいれ ば､ 肉体諸部分の 調和で あると考えるもの も
い る し､ 神的な効力や神性の ′j､部分だとい うもの もい れば､ きわめて微細 な空気 と したも
の も い る し ､ 非物質的な力とするも の もい る｡ こ の 問題に つ い て は諸見解が迷宮の ように
な っ て い る の だか ら､ それは血液ある い は熱で あると言うもの さえ い る ｡ こ こで迷 わな い
ように ､ また少 し秩序立てて 主要な見解をお伝えするた めに ､ 私は哲学者たちを二 つ の 派
に分けよう｡ 一 方は魂は非物体的だと倍 じ､ 他方は物体的だと信 じたの で ある｡
非物体的魂を信 じた人 々 の 中には ､ それは 一 つ の 実体 ､ すなわち肉体とは分離され自ら
で存続で きる存在だと言 っ たもの も い る ｡ それ は形相､ 性質､ 偶有性 ､ ある い は肉体と分
か ちが たく結び つ い たなにもの かだと考えたもの もい るo｣ (Guilau m eLa my, Dis cou r s
a n atomiqu es,6dit6pa rA･M ･Belgrado, Voltair eFo undatio n, 1996,p･99)
｢そう仮定 して ､ みなさん ､ 私は これ か ら脳 にお いて 血液の運動がどの ように なされ るか ､
どの ように動物精気がそ こか ら蒸留され ､ 粗大な血液や粘液 か ら分離されるか ､ さらに ど
の ように動物精気 が神経を伝 っ て体全体に分配されるか を説明 してみようo｣ (Guillau m e
La my, D is c o u rs a n atomiqu e s,6dit6pa rA･ M ･Belgr ado, VoltaireFo u ndatio n,1996, p･97)
〔二〕 こ の第三節の 出典の 一 つ 臥 ギヨ ー ム ･ ラ ミ 『解剖学談話』(
一 六 七 五年初版) 談話
六 の 以下 の 一 節で あろうo
rピ エ タ ゴ ラ ス とプラ トン は ､ その - 派 の人 々 とともに ､ は じめの 見解 〔魂は非物体的で
ある〕 を支持 し ､ 魂は自ら動く本性 を持 つ もの で ､ 動物 の 個々 の 魂はす べ て 宇宙の 普遍的
霊魂の 部分で あり ､ 非物体的で不死 で ある ､ と考えたo 要するに ､ 千の 小 さな火 もそれ ら
が取 っ て こ られ た大きな
-
? の火と同 じ性質で あると思い 描けるよう に ､ 個々 の 魂も宇宙
の 普遍的霊魂と同 じ性質で ある ､ と考えた o｣ (Guilla u m eLa my, I)is co u r s a n atomiqu e s,
6dit6pa rA. M .Belgr ado, Voltair eFo undation, 1996, p･9 7)
なお ､ ピ エ タ ゴラ ス は ､ 前六世紀頃の ギリ シア の 宗教家､ 数学者 ､ 哲学者｡ 輪廻 ､ 転生か
ら解脱を得るために ､ 特別 の戒律を守る新宗教の 一 派 を主宰したo
〔三〕 この 第四節の 出典の 一 つ は ､ ギ ヨ ー ム ･ ラミ 『解剖学談話』(
- 六七 五年初版) 談話
六 の以下 の 二 つ の節で あろう｡
｢だ から ､ きわめて 純粋で非物質的な､ 不可視で不死の ､ す べ て を知り つ ねに動いて い る
- 実体に よ っ て ､ あらゆる運動の源 で あり ､ 小部分た るあらゆる魂の 源で もある こ の 実体
によ っ て ､ 世界 は魂を与えられて い るとこれらの哲学者たちが考えた こ とを知らねばなら
ない ｡ さて ､ こ の さまざまな魂は神的でき わめ て純粋で高貴な本性 を備えて い るの で ､ こ
れらの 哲学者たちが 言うに は ､ 私たちが目 に して い る粗大な物体に直接合体するこ とは で
きず､ まずも っ とも細 かく微細で繊細な部分､ い わば物質め精髄と合体する o したが っ て ､
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これらの 魂は最初の 衣類と してきわめて純粋な炎, ある い は私たちが大気の 上にあると思
い描く物体と同 じ本性 の ､ きわめて微細な物体をまとうo つ い でさらにもう少 し粗大な物
体を身に付 け､ それ からも っ と粗大な別な物体を見に付 けるとい うように､ 続 けて段階を
お っ て ､ つ い には動物 の 目に見える体に合体でき るようになり ､ そ こに薄暗 い地下牢や墓
場に は い る ように降り立 つ の で ある｡ というの も､ これらの 哲学者に よれば､ 肉体の 生は
魂の 死なの で ある ､ 魂は肉体に埋葬されて い るか の ようにな っ てお り､ その もっ とも高貴
な機能はほ んの わずか しか発揮されない からだ｡ 逆に ､
■
肉体の 死 は魂の 生なの で ある ､ 魂
がその 牢獄 か ら脱出 し､ 物質から解き放たれて ､ 自らが出て きた世界霊魂 へ と再合体する
か らだ｡
したが っ て ､ これ らの 哲学者の 考えに よれば､ 動物の魂はすべ て同じ本性を持 っ ており ､
そ の 機能の 多様性 は も っ ば ら魂が は い り こん だ 肉体の 差異 に由 来 して い ると い うo ｣
(Guilla u m eLa my,I)isc o u r s an atomiqu e s,6dit6parA. M. Belgr ado, Voltair eFo undatio n,
196
, p.99
･100)
｢しか しこ の哲学者 〔アリ ス トテ レ ス〕 の考えをも っ とよく理解するためには ､ 彼がすべ
て の 人間に共通する普遍的悟性を認 め､ これが各人の個別的悟性 に対 して ､ 光が個々 の 目
に対 して なすの と同 じ働きをすると したことを知 らね ばならない ｡ こうして ､ 光がさまざ
まな対象を目に見えるようにするように ､ 普遍的悟性が さまざまな対象を理解可能なもの
にする｡ この 哲学者によれば､ こ の 悟性は非物質的で壊敗 しえないが ､ 各人の個別的悟性
は物質と分かちがたく結び つ けられた形相で ､ 他 のもの と同 じく壊敗する｡
彼 は魂に つ い て 二 つ の定義を した､ 一 つ は形而上的できわめて あい まい なもの で ､ もう
一
つ はも っ と明確だが ､ 誰でも知 っ て い ること しか言 っ て い ない ｡ 彼は魂を私たちが生命
を持ち､ 感覚し､ 概念を有 し､ 動く ようにさせ るもの とした ｡ 誰で もそれには同意するだ
ろうが ､ そ の ように高貴な機能の源 で あり原理で あるこ の存在は何であるか ､ と人は問う
の で あるo それ は彼が答えて い ない難問だ. 魂の 本性に かんする疑問の解明を求 める べ き
は ､ ア リ ス トテ レ ス に 対 して で ない の は確か で ある｡｣ (Guilla u m eLa my, Disc our s
a n atomiqu e s, 6dit6pa rA. M .Belgrado, Voltair eFo u ndation, 1996, p･101)
〔四〕 ディ カイ ア ル コ ス . 前四世紀後半の ギリ シ アの 哲学者､ 歴史家､ 地理学者o 多く の
ことは知 られて い ない が､ ア リス トテ レ ス やテオ フ ラス トクス の 弟子だ っ たと言われて い
る｡ 後期ギリ シア ･ ロ ー マ の 著作家たちがよく用い る多く の著作 をなしたが､ 断片の み し
か現存して い ない ｡ 霊魂､ 神託､ 予言の本性 につ い て述 べ た著作も残 した｡
〔五〕 ア ス ク レ ビアデス ｡ 前 一 世紀前半の ギリシ アの 医者 ､ ビテ ユ ニ ア の ア ス ク レ ビアデ
ス の こ とo 故郷 ビチ エ ニ ア か ら勉学の ためにアテネ - 出､ ロ - マ で著名な医者とな っ たo
デモ クリトス の原子論的理論 まで借りた､ 折衷的で実践的な医療理論 を持 っ て い たらしい ｡
〔六〕 ガレ ノス ｡ ギリ シア の 医者 ､ 著作家､ 1 2 9 - 1 9 9年｡ ペ ル ガモ ン 生まれで ､ ロ
ー マ で 医者 と して盛名をはせ た. 医学の 面で は解剖と病理に詳 しく ､ そ の解剖学は中世に
い たるまで標準とな っ た｡
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〔七〕 この 第五節の 出典の 一 つ は ､ ギ ヨ ー ム ･ ラ ミ 『解剖学談話』( 一 六七 五年初版) 談話
六 の 以下 の節であろうo
｢魂が非物体的で あると信 じた 別の 哲学者たちは ､ 魂は肉体の 諸部分の 調和以外 の もの で
は ない ､ す なわ ち ､ 基本要素の 正 確な混合と､ それ ら要素の 特性と､ 諸部分と諸体液と動
物精気 の配合とか ら結果するもの 以外で は ない ､ と言 っ た 人々 で ある ｡ だか ら､ こ の 意見
に よれば ､ 健康は健康 に暮らす人 の 内に あるとは い え､ け っ してその 人 の 一 部分で はな い
ように ､ そ れと同 じく ､ 魂は動物の 内に あるとは い え､ け っ して動物の藷部分の ｢つ で は
なく ､ 動物 を構成 して い るあらゆる部分の 相互的 一 敦なの で ある｡ ディ カイ ア ル コ ス やア
ス ク レ ビアデス は こう いう見解を取り ､ し っ かりと決定 して い たの で は ない が ガ レノ ス さ
えもそ の 見解に従 っ て い るよう に思 える｡
アリ ス トテレ スや こ の最後の 著作家たちは､ 私が お伝えする意味で ､ 非物体的魂を倍 じ
て い たこ とに ､ どうか注意して い ただきた い ｡ すなわち､ 魂はけっ して物体で は なく ､ 物
体に分 か ちが たく結び つ けられ たあるも の で しか ない , というの で ある｡ 哲学教育の慣習
にならうなら別 の 言 い方に なる だろうし ､ これ らの 哲学者の 見解に よれば魂は物体的で あ
る ､ と言 うことに なるだろう｡ 単に物体で あるもの だけで はなく ､ 物質か ら分離しえない
形相や偶有性 というもの すべ て を ､ 学校では % 紳 と呼ぶか らである｡｣(Guilla u m eLaLm y,
Dbc o z)I:s a B atO m }
'
qzzes,6dit占pa rA. M. Belgr ado, Voltair eFo u ndatio n, 1996, p･101)
〔八〕 ディ オゲネス (アポロ ニ ア の)｡ 前五世紀の ギリ シ アの 哲学者o 空気が万物の 素材だ
というア ナク シメネス の 説 を継ぎ､ 生理学に関する著作も残 したら しい ｡
〔九〕 こ の 段落の 出典の 一 つ は ､ ギ ヨ ー ム ･ ラ ミ 『解剖学談話』(一 六七 五年初版) 談話六
の 以下の段落で あろう｡
｢魂が物体で あると考えた哲学者た ちに は､ それは単体だと言うもの も ､ 複合体だとい う
もの も い たo は じめのもの の なか で ､ 魂が土か らなると言 っ たもの は い ない し､ 水か らな
ると信 じたもの も ごく少数で ､ 多く は空気 から作られて い る と考え､ そこ から呼吸の 必要
性を引き出 した｡ ディ オ ゲネ ス は この 見解をス トア派 の 幾人 かとともに抱い て い たが ､ 彼
らは魂を 口か ら肺をとお っ て 心臓に達 し､ そこで暖められて全身に分配 され る空気で ある
と定義 した｡｣(Guinau m eLa my, D)
'
s c o u r s a D atOm 1
'
qu es,6dit6pa rA.M ･ Belgr ado, Voltaire
Fo undatio n, 1996, p.102)
〔- ○〕 レ クキ ッ ボス c 前四 四○年頃活動 したギリ シア の 哲学者｡ ミ レ トス に生まれ ､ デ
モ クリ トス の 師と して 原子論 を創始 したo デモ クリ トス ｡ 前四六○頃 一 前三 七○頃. ギリ
シア の 哲学者o トラキア の ア ブデ ラの 人o レウキ ッ ボス を師と して原子論 を確立 した.
〔- - 〕 ヒ ッ ポクラテ ス o 前四 六○頃 一 前 三七五 頃o ギリ シ アの 医学者o コ ス 島の 人｡
卜 二〕 エ ン ペ ドク レ ス ｡ 前四 九 三頃 一 前四 三三頃｡ ギリ シ ア の哲学者｡ シチリア 島の ア
ク ラガ ス の 人 パ ル メ ニ デス に反対 して多元論を唱 え､ 万物 は火 ､ 風 ､ 水 ､ 土の 四元素の
混合で あると した ｡
〔 一 三〕 エ ピク ロ ス . 前三 四
-
一 前二七 ○年｡ ギリシ ア の 哲学者o サモ ス 島で生まれた ら
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しい ｡ アテ ナイで学校を開き､ デモ クリ トス の原子論を引き継い だ｡
〔 - 四〕｢レウキ ッ ボ ス とデ モ クリ トス は ･ ･ ･ ･ -｣ からここまで 二段落にお ける出典の 一 つ は ､
ギ ヨ ー ム ･ ラミ 『解剖学談話』( 一 六七 五年初版) 談話六にお ける以下の 二 段落で あろう｡
｢レウキ ッ ボ ス とデ モ クリ トス は魂が火か らなり ､ 火と同 じく あらゆる部分に簡単に入り
込め 肉体を動かす こ とが できる諸原子 か ら構成されて い ると信 じた ｡ ヒ ッ ポク ラテ ス は魂
を火と水 から､ エ ン ペ ドク レ ス は四元素か ら構成したように思われ る｡
エ ピク ロ ス はデモ クリ トス の諸見解か らそれほ ど離れる ことはでき なか っ たが ､ それで
も魂は火と ､ 空気と ､ 蒸気 と､ 名前はない が感覚の 原理であるもう 一 つ の 実体とか ら構成
されて い ると信 じたo これらの 四 つ の 異なっ た実体か らきわめて微細な精気が作られ ､ こ
れが体全体に広がるが､ これをこ そ､ こ の哲学者 の見解によると魂と呼ぶ べ きだという｡｣
(Guillau m eLa 凪y, D)
'
sco z)ZIS a LZ atO m 1
'
qu e s, 6dit6pa rA. M .Belgr ado, Voltair eFo u ndatio n,
1996,p.102)
〔一 五〕 この 段落は ､ ギ ヨ ー ム ･ ラミ 『解剖学談話』(一 大七五年初版) 談話六 における
以下の三段落を要約 したもの の ように思われる｡
｢魂は非物体的な実体で あると信 じた人々 の うちにデカ ル トも含めておく べ きだ っ たろ
う｡ しか し､ 彼は特殊な仕方でその意見を提出 して いるの で ､ 私は最後までとっ てお い たo
彼は ほか の 哲学者たちと正反対の ことを考えた､ 少なくとも正反対の こ とを言 っ た｡
彼以外はみん な､ 魂よ り体の ほうがずっ と分かりやすいと倍 じた し､ 大部分の もの は魂
とはなにか決 める ことはでき ないと認 めたo 彼は反対 に魂は体より簡単に知られ ると断言
した｡ しか し彼はそれ ほ ど分かりやすくはない方法を提案する｡ 各人がすべ て の 物体の存
在を､ 自分自身の 体も例外とせずに疑うことを望むの である. まるです べ て を疑う
一こ とは
たい したことで もない か の ように ､ 物体をま存在 しない と確信 したあとで各人が次の ように
推論すべ き ことを望むの で あるo すなわち ､ 物体は存在しない ､.､
しか し私は存在する ､ そ
れゆえ私は物体で はない ､ で は私はなになのか ､ と｡ こう してそれが見つ か っ たの で ある､
私は思考する実体で あるというわけだ｡
実際､ デカ ル トほ どのすばら しい精神の持ち主が こ こでま じめに語 っ たとは私に は倍 じ
られない ｡ 〔中略〕 しか しながら､ 人 が思 い つ い たもの の なかで も､ こ の凝っ た議論がも っ
とも奇妙だと私に思える理由を､ つ いで ながら簡単に述 べ ておきたい .｣(Guilla u m eLa 凪y,
D]
'
s c o u r s a n ato m l
'
qu e s, 6dit6pa rA. M.Belgr ado, VoltaireFo u ndatio n, 1996, pA102
･103)
卜 六〕 翻訳の 底本 と した1 7 68年版で は､ pe nse とな っ て いるが ､ これ では意味不明
で ある｡ 以後の版が訂 正 してい るように ､ これは明らか にp山s se の誤植と思われ るの で ､
それによ っ て訳 した｡ 1 7 19年版で も､ puis s eとな っ て い る｡
〔- 七〕｢ある い は o u｣ で は意味がよく通らない o 異文 (3 0) で示すよう に ､ 1 7 19
年版の ｢さて o r｣ の 方が分か りやすい ｡ また､ 次注で示す出典と思われるギヨ ー ム ･ ラミ
『解剖学談話』 の 文で も ｢さて or｣ となっ て い る｡ 1 76 8年版の o u は o r の誤植であ
ろうか ｡
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〔一 八〕 こ の - から三まで の論拠 は ､ ギ ヨ ー ム ･ ラ ミ 『解剖学談話』( 一 六七 五年初版) 談
話六 にお ける以下 の段落 を典拠 に して い るように 思われる｡
｢- - ､ 持 ち出され る懐疑は あり えな い もの だo た しか に ､ 人 はさまざまな物体が存在す
ると考えるこ とか ら精神 をそらせる こ とは ありうるが ､ そ の こと を考えて い るときに ､ さ
まざまな物体が存在する ことを疑う こ とは ありえな い｡
二 ､ さまざまな物体が存在 して い るとはとて も思 えない と言 えるに はまず ､ その ように
言うこ の 存在が ､ 自分は物体の - つ で は ない と確信 して い なけれ ばならない o なぜ なら､
デカル トが認 めて い るように ､ そ の存在は自らに つ い て疑う こ とはできな い の だか らo さ
て ､ 彼がその ことを確信して いるなら､ その 懐疑は 無駄 なもの で ある｡
三 ､ デカ ル トは この ような道によ っ て 私た ちに どの ような新 しい発見 をさせ てくれ る の
か
o 魂は思考する実体だと教えてくれ る . か つ てそれ を知らなか っ たもの が い るだろうか.
そん なこ とが問題だろうか . 魂の 本性 に つ いて どん な見解を持 っ て い る と して も､ 魂は思
考する実体である ､ 少なく とも思考するな にかで あるとい つ でも霞 められて きたで はない
か｡,だが ､ 思考する この 実体がなん で あるか を決める ことが難問 なの で ある｡ これに つ い
て ､ 彼 は ほ か の 誰よりはる かに わず か しか考 えを表 明 して い ない ｡｣ (Guilla u m eLa m y,
DT
'
sc o zz r s a B atO m )
'
qzze s, 6dit6pa rA.M .Belgrado, Voltair eFo u ndatio n, 1996, p.103)
〔一 九〕 ｢七｣ の 冒頭からここまで の の典拠は ､ ギヨ ー ム ･ ラ ミ 『解剖学談話』(一 六七 五
年初版) 談話 六における以下の 箇所の ように思われ る｡
｢ 動物の 魂はすべ て の 動物におい て本性は 同 じで ､ もっ ぱら器官と体液の差異だけで さま
ざまな機能を有して いるが､ それに つ い て 人が抱きうるも っ とも本当ら しい説 は､ 私 がこ
れ か ら述 べ るもの で ある｡ 確か に世界 に はきわめて微細な精気が ､ あるい は ､ きわめて細
か な常に運動 して い る物質が存在し ､ そ の 大部分は ､ い わばそ の源は太陽 の 中に あるが､
残り の部分はほ か の諸物体の 中に ､ それ らの本性や 強固さに応 じて多く ある い は少なく ぼ
らまかれ て い る o まさ しく こ叫が世界霊魂で ､ 世界を支配 し､ 世界に生命を与え､ その 一
部をあらゆる諸部分はも っ て い る｡ これ は宇宙の中の も っ とも純粋な火 で あり ､ 自ら燃え
ることは ないが ､ 入 り込ん で い るその ほか の物体の 微粒子に さまざまな運動 を与えて燃え､
熱を感じさせる ｡
目に見 える火はこ の 精気を多く有 し､ 空気も同様で ､ 水 にははる か に少なく ､ 土はごく
わずか しか ない ｡ 複合体の中で は ､ 鉱物 がもっ とも少なく含み ､ 植物にはより多く ､ 動物
に は さら に い っ そう多い｡ これ こそが それ らの魂を作り ､ それ らの 体 の 中に 閉 じ込 められ
て ､ 感覚できるように なるの で ある｡
〔中略〕
したが っ て動物の 魂とは ､ 私た ちが動物精気 と呼ん で い る ､ 体 の諸部分に配分されて
い るもの で ある｡ 〔中略〕
人間の 中に は ､ 動物 の魂の よう に死 ぬ ときに消え去る こ の 魂の ほか に ､ 神の 辛か ら直
接に 出てき て ､ 私 たちが語 っ た精気 によ っ て体と結び つ けられて いる ､ 非物質的で不死 の
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魂が存在す ると信仰は私た ちに敢えて い るo｣(Guilla u m eLa 凪y, Dl
'
sooLZ Z:S a B atO m l
'
qLte S,
6dit6pa rA･M ･Belgr ado, VoltaireFo u ndatio n, 19 6, p.104
･ 106)
〔二 ○〕 ピ エ ー ル ･ ベ ー ル 『歴 史批評辞典』｢ア ヴ ェ ロ エ ス｣ 本文 ､ ｢アリ ス トテ レ ス にき
わめ て強い 愛着を抱き ､ その 著作を非常に巧みに註解した - - ･ ｡ 彼が発案 したといわれ る
説は非常に不合理で ､ キリ ス ト教の 正統にも非常に反 して い る (E) - - ･ ｡ それは ､ 人類の
各個体が理性的霊魂の機能 を発揮するか ぎりにお いて ､ - なるままです べ て0?個体に宿る
ひとつ の 知性があるというもの だ っ た.｣(邦訳 ､ 法政大学出版局 ､ 1 9 8 2年 ､ 野沢協訳 ､
『ピ エ ー ル ･ ベ ー ル 著作集第三巻』､ 四 五セペ ー ジ) および同箇所 - の注 (E) の邦訳 (同
書､ 四五九 一 四六 四 ペ ー ジ) を参照o ただ し､ 訳注 〔三〕 で示 したように ､ 本文は この原
注とは異なり実際にはギヨ ー ム ･ ラミ 『解剖学談話』 談話六 か ら取られて い る｡
第六章
〔 -〕 第三章 一 一 三節を指す の で あろう.
〔二〕 この ｢ - ｣ の典拠 の 一 つ は ､ ホ ッ プズ 『リヴァ イア サン』 第四部 r暗黒 の 王国｣ 第
四玉章 ｢魔物学およびそ の他 の異邦人 の宗教の遺物 につ い て｣ の 以下の 箇所で あろうo
｢視覚の この性質は ､ 古代の ､ 自然の 知識 をもつ と称する人々 によ っ て ､ け っ して発見さ
れなか っ た し､ ま して自分たちにと っ て の 現在の有用性からこれほ ど (その 知識 がそ うで
あるほ ど) とおい もの ごとを､ 考察 しない人々 によ っ ても､ そうで あっ たか ら､ 人々 が空
想や感覚の なか の これ らの像を､ じ っ さい にわれわれの そとにあるもの ごとで はない の だ
と､ 考えない の は困#で あっ た｡ ある人々 はそれらを､ (それ らは消えさり ､ どこ へ かも､
どう して かも､ 人々 は知 らない の で)､ 絶対的に無形なもの ､ い い か えれば非物質的なもの ､
質料の ない形相､ 色ある い は形の ある物体を何ももたない色と形だと ､ したがるで あろう
し､ それ らは ､ われわれ の肉体の 目 に見えるようになりたい ときにそうするために は (衣
服 の ように) 希薄な物体を着る ことが できるの だと､ いうであろう｡ そ して ､ 他の 人々 が
い うところでは ､ それ らは物体で あり､ 生きた被造物なの だが ､ 空気 あるい は他の も っ と
微妙で希薄な物質か らな っ て い て ､ それらがみ られるようになるときは ､ その 物質が凝縮
される の で あるo｣ (岩波文庫､ 第四巻､ 六 五 一 六六貫､ 水田洋訳)
〔三〕 こ の ｢二｣ の典拠 の 一 つ は ､ ホ ッ プズ 『リヴァイアサ ン』 第四部 ｢暗黒の 王 国｣ 夢
四玉 章 ｢魔物学およびそ の他の 異邦人の宗教の 遺物に つ い て｣ の 以下の 箇所で あろう｡ 前
訳注に引用 した箇所に続く箇所である｡
｢しか し､ かれ らはい ずれも､ それらに対するひとつ の - 般的名称すなわち魔物に つ い て
は 一 致す る｡ これ はち ょう ど､ かれらが夢みる死者たちが ､ かれら自身の頭脳 の住人では
なく ､ 空中ある い は天 ある い は地獄の 住人で あり ､ 幻影ではなく幽霊で あるか のようであ
っ て ､ これには つ ぎの こととまさにお なじく ､ 理由がない ｡ すなわちこれは ､ 人が鏡の な
か にかれ自身の 幽霊をみ たとか ､ 川の なかに星の 幽霊 をみた とか い い ､
- フ ッ トぐらい の
量の ､ 太陽の 通常の 出現 を､ 目に見える全世界をあか るくす るあの 偉大な太陽の ､ 塵塾ま
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たは幽霊 とよぶ の と､ 同 じく理由が ない の で ある｡ そうする ことによ っ て ､ かれらはそれ
らを､ 自分たちに対 して利益または損害をあた える未知 のすなわち無限の 力 をもつ もの ご
ととして ､ お それてきたの で あり､｣ (岩波文庫､ 第四巻､ 六六 一 六七 貢､ 水 田洋訳)
〔四〕 ヘ シ オ ドス ｡ 古代ギリ シ アの 詩人o ホメ ロ ス よりやや後 の人 らしい c 『仕事と日々』､
『神統記』 が 主作品o
〔五〕 こ の ｢三｣ の 典拠 の - つ は ､ ホ ッ プズ 『リヴァ イア サ ン』 第四部 ｢暗黒 の 王国｣ 第
四 玉章 ｢魔物学およびそ の他の 異邦人 の 宗教の 遺物に つ い て｣ の 以下 の 箇所で あろう｡ 訳
注 〔三〕 に引用 した箇所に続く箇所であ る｡
r帰結と して ､ その ために ､ 異教徒の コ モ ン ー ウ エ ル ス の統治者たちは ､ あの 魔物学 (そ
の なか で は詩人た ちが ､ 異邦人 の宗教の 主祭司と して ､ とく に重用 され ､ ある い は尊敬 さ
れた) を樹立する ことによ っ て ､ こ の かれ らの 恐怖を ､ 公共 の 平和 と､ その た めに必要な
臣民たちの 従順にむ けて ､ 統御するように なり ､ それ らの うちの あるもの を諸法の 遵守 -
の拍車､ 他の もの をかれらが諸牲を じゆうりんするの をお さえる手綱と して ､ 一 方 を善良
な贋物たち､ 他方を邪悪な魔物 とするように な っ たの で ある .
≪古代人た ちの 魔物たちとはなにか ≫かれ らが摩塾宣与とい う名称 を帰属 させたの が､
どん な種類の も の ごとであ っ たか は､ ギリ シ ャ 人の最古の詩人 の ひ とりで ある - シ オ ドス
によ っ て書かれた､ かれ らの神 がみの 系藷 に ､ 部分的に あらわれて い る し､ また部分的に
は ､ 他 の諸物常 にあらわれて い る ｡｣ (岩波文庫､ 第四巻 ､ 六七 頁 ､ 水田洋訳)
〔六〕 ア レ クサ ン ドリア｡ エ ジプ ト北部 ､ ナイル 川デ ル タの 北西端 に ､ 地中海に面 して あ
る都市｡ 古代 には エ ジプトの 首都｡
〔七〕 こ の ｢四｣ の典拠 の 一 つ は ､ ホ ッ プズ 『リヴァイアサ ン』 第四部 ｢暗黒 の 王国｣ 第
四玉章 ｢魔物学お よびその他の異邦人 の宗教の遺物につ いて｣ の以下 の箇所で あろう｡ 訳
注 〔五〕 に 引用 した箇所 に続く箇所で ある｡
｢《どの ように してそ の教義が ひろが っ たか〉 ギリ シャ 人たちは ､ かれらの諸植民地と諸征
服によ っ て ､ かれ らの 言語と著作をア ジ ア ､ エ ジプト, イタリア に伝達し､ そ の さい 必然
的結果 と して ､ かれ らの塵重畳ある い は (聖パ ウロ が よんだように)
カサしら 噸 伝達 したo そ してそれを つ う じて.､ ユ ダヤ とア レ クサ ン ドリア との双方
の ユ ダヤ人たちに ､ またかれ らがちらば っ て い たそ の他の 地方にも､ 汚染が波及 した｡ 《ユ
ダヤ人た ちによ っ て どこ まで受容されたか》 しか し､ 魔物とい う名称 をかれ らは善悪双方
の霊 たちに (ギリシ ャ人た ちの ように) で は なく ､ 邪悪なもの だけに帰属させ たo そ して
善良な魔物たちに は ､ かれらは神 の霊 と いう名称 をあた え､ それらが 肉体に はいり こ ん だ
人びとを､ 預言者とみな した｡ ようする に ､ 善良でさえあれ ばすべ て の特異性を ､ かれ ら
は神 の 霊に帰属 させ ､ そ して ､ も し邪悪で あれば ､ ある魔物 に ､ だがカ コ ダイ モ - ン ､ 邪
悪な塵堕すなわち墨塵に ､ 帰属させ たの で ある｡｣ く岩波文庫 ､ 第四巻 ､ 六セ ー 六八 頁 ､ 水
田洋訳)
〔八〕 こ の ｢五｣ の典拠 の 一 つ は ､ ホ ッ プズ 『リヴァ イア サン』 第四部 ｢暗黒 の王 国｣ 第
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四 五章 ｢魔物学およびその 他の 異邦人の宗教の遺物 につ い て｣ の 以下の 箇所で あろう｡ 訳
注 〔七〕 に引用 した箇所 に続く箇所で ある｡
｢したが っ て ､ かれ らは ､ われわれが狂乱者とか狂人とか よぶ人びと､ ある い はて ん かん
もちの ような人び と､ ある い は ､ かれらが理解力 の欠如の た めに背理 とおもう､ なに ごと
か を語 る人びとを､ 摩艶つ草すなわち婁垂 岬 と､ よんだの で ある ｡ ま
た ､ 悪評たか い までに不潔な人物に つ い ても ､ かれらは､ かれが不潔な霊をもっ て い ると
い い
､ 唖 の人 に つ い て は ､ かれ は唖 の 悪鬼をもっ て いると い い ､ 洗礼の ヨ ハ ネに つ い て は
(マ タイ ･ - - ･ - 八) その断食の 特異性 の ために ､ かれは悪鬼をも っ て い ると つ ねにい
っ たの も､ そうで あるc - ･ ･ - こ ういうことによ っ てあきらかなの は ､ ユ ダヤ人たちが ､ 諸
幻影に つ い て同様な意見をも っ て いたということであり , その 意見によれば ､ それ らは幻
影すなわち頭脳 の 諸偶像で はなく ､ 現実の事物であり ､ 空想からは独立 して い るの で ある｡｣
(岩波文庫､ 第四巻､ 六八 一 六九 頁､ 水 田洋訳)
〔九〕 ｢六｣ の この 一 節の典拠 の 一 つ は ､ ホ ッ プズ 『リヴァイアサン』第四部 ｢暗黒 の 王国｣
第四五章 ｢魔物学およびそ の他の異邦人の 宗教の 遺物につ い て｣ の以下の 箇所で あろう｡
｢しか し､ もし ､ 非物質的な霊もなく ､ 人びとの身体がなにか の有形 の霊によ っ て占有さ
れる こともない とすれ ば､ ふ たたび､ なぜわれわれの 救世主とかれの使徒たちは民衆にそ
の ようにお しえなか っ たの か ､ それ に つ い てかれらがそれ以上にうたがい をもた ない よう
に ､ 明白な語でお しえなか っ たの かと ､ だずねられ るかもしれない ｡ だが ､ この ような質
問は ､ キリ ス ト教徒たる人間の救済に必要である以上に ､ 好奇心によるところがおおき い｡
おな じようにすれ ば､ 人びとは つ ぎの ようにたずねることもできる｡ すべ て の 人に信仰､
経験､ あらゆる種類の徳性をあた えることもできたキリス トが ､ なぜ ､ すべ て にでは なく ､
ある人びとだけにそれ をあたえたの か ｡ - - も しわれわれが聖書から､ 神の 諸命令の遂行
にあたっ てわれわれ をこまらせるため に提起されうる ､ すべ て の
質問に つ いて説明 をもとめ るならば､ 同様 に して われわれは ､ 大地と海と人間と獣 の創造
の ときと同様に ､ その ような霊たちの創造の ときを､ モ ー シ ュ 〔モ ー セ〕 が書きとめてお
かなか っ たこ とに ､ 不平 をい っ て もい い で あろう｡｣ (岩波文庫､ 第四巻､ 七 ニ ー 七 三貢､
水田洋訳)
〔- ○〕 ｢六｣ の こ の 一 節の 典拠 の - つ は､ ホ ッ プズ 『リヴァイア サン』 第三部 ｢キリ ス ト
教の コ モ ン ー ウ エ ル ス に つ いて｣ 第三八 草 ｢聖書に.i
Sける ､ 永遠の生命 ､ 地獄､ 救済､ 来
世 ､ および購罪の 意味に つ いて｣ の 以下の箇所で あろうo
｢≪サタ ン ､ 悪鬼は ､ 固有名詞で はなく て総称である≫ そしてまず拷問看たちに つ い て は ､
われわれ はかれ らの本性と諸固有性が ､ 塾す なわちサタン ､ 宣登宣すなわちディ ア ブル ス ､
盤重畳すなわちア バ ドンとい う名称によ っ て､ 正確 か つ 適切に叙述されて い るの をも っ て
い る｡ サタ ン ､ 悪鬼､ ア バ ドン とい う意味ありげな名称は ､ われわれにた い して ､ 固有名
詞が つ ねにそうで あるようになに か個別的な人物を ､ しめすもの では なく ､ たん に職務あ
る い は資格をしめすの で あっ て ､ したが っ て総称で ある. ･ ･ ･ - さらに敵 し 告発者 し 破壊者
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によ っ て意味されるの は ､ 神 の 王国に あるで あろうもの たちの ､ 敵なの であ るか ら､ した
が っ て ､ も し (前章でわ たく しが聖書に よ っ て ､ そ うで あるらしい こ とをしめ した ように)
復活 の の ちの神 の 王国が地上 にあるならば､ 敵とかれの 王 国もまた､ 地上に ある にちが い
ない c すなわち､ ユ ダヤ人 たちが 神を廃 して しまうまえの時代に は ､ それはや は りそうで
あっ た｡ なぜ なら､ 神の 王国は パ レ ス テ ィ ナに あっ た のだ し､ それをとりか こむ諸国民は ､
敵の 諸王 国だ っ たの で あり､ したが っ て ､ 丑王立 に よ っ て意味され るの は ､ 教会の 地上に
お けるあらゆる敵なの で ある .｣ (岩波文庫､ 第三巻､ 一 四 九 - - 五○貢 ､ 水 田洋訳)
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